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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　　　　◇




「──余計なことは考えるな」

　開け放った窓の外にしとしとと雨の降る六月の夜。老舗しにせ旅館奏そう月げつ亭ていの離はなれ『幻げん月げつ』の座ざ敷しきに、不ふ遜そんでありながらどこか甘い、独特の声が響ひびいた。

　座敷机を挟はさみ、向かい合って座った男が一枚の書類をこちらへ滑すべらせてくる。

「あなたはただ、これにサインをするだけでいい。そうすれば、もう何も失わずに済む」

「何も……？」

　……果たして本当にそうだろうか。

　藤ふじ代しろ香か月づきは胸中の不安が重みを増すのを感じながら、融ゆう資しのための契けい約やく書──金銭貸ちん借しやく契約書に目を落とした。

　香月が亭てい主しゆを務める奏月亭は今、巨きよ額がくの負ふ債さいを抱かかえて経営危機に陥おちいっていた。複数の金きん融ゆう機き関かんからの借入金は合計すると数億に上り、その返済に追われるあまり肝かん心じんの運営資金に事欠くという有様だ。追加融資の交こう渉しようは難航し、借入金の返済は滞とどこおりがちになっている。このままでは、いつ担保になっている旅館の敷しき地ちや建物を差し押さえられてしまうかわからない。

　もう、この融資の契約を結ぶ以外に奏月亭を立て直す方法はなかった。香月は今夜、そのつもりでこの男に会いに来たのだ。──だが、

　──……この話を受けるしかないのか？　本当に……？

　この期ごに及およんで迷うなんてと自分でも情けないけれど、香月は心に絡からみつく抵てい抗こう感を振ふり解ほどくことができずにいた。

　今目の前にいる男──ルキアン・リトヴィノフという青年に対する不信感が拭ぬぐえないからだ。

　ルキアンは、ロシアの新興財ざい閥ばつルース・リソース・グループのオーナーであるリトヴィノフ一族の直系だ。香月より二つも年下の二十三歳という若さで、早くも財閥の次期総そう帥すいという立場を確立した有能なエリートである。天から二物どころか何物も与あたえられたらしい彼は申し分のない出自に、淡あわい金きん髪ぱつに縁ふち取どられた美しくも精せい悍かんな容姿を持ち、ビジネスの才能や語学力の他様々な分野で高い能力を発揮していた。

　だが、あらゆる才能と美点を持っているからといって、信しん頼らいに足る好ましい人物であるとは限らない。現にルキアン・リトヴィノフは目的のためには手段を選ばず、己おのれの利益にならないことには指一本動かさないと評判の男だ。

　そんな男が何を思ってか、奏月亭への融資を申し入れてきた。彼の提示した融資額は、奏月亭の抱えている借金を全額返済できるだけでなく十分な運営資金が出るほどで、しかも驚おどろくほどの低金利だった。奏月亭にとって、それはまさに天の助けだ。

　だが、うまいだけの話などそうそう転がっているわけもなく、やはりそこには不可解な条件が付いていた。それが香月に、この融ゆう資し契けい約やくを結ぶことを躊躇ためらわせるのだ。

　──あんな意味のわからない条件、飲みたくない。

　そうかといってこの話を断れば、奏月亭が立ち行かなくなることも目に見えている。

　どうしよう、と膝ひざの上に重ねて置いた手を何度も無意識に入れ替かえていると、

「いつまで待たせる気だ？」

　ルキアンの流りゆう暢ちような日本語がどこか焦じれたような響きを帯びた。びくりとして目を上げれば、彼は足を崩くずして片かた膝ひざを立て、そこに頰ほお杖づえをついている。その態度や額に落ちかかる髪かみを鬱うつ陶とうしげに搔かき上げる仕草、こちらを見み据すえる銀ぎん灰かい色しよくの双そう眸ぼうには強い苛いら立だちが滲にじんでいた。

「この話を最初に持ちかけたのは三ヶ月も前なんだぞ。契約を結ぶにしても自力でどうにかするにしても、考える時間は十分過ぎるほどあったはずだ」

「それは、おっしゃる通りです」

「だったらどうして未いまだに悩なやんでいるんだろうな？　あなたはそれでも経営者なのか？　奏月亭のご亭主には思考力も判断力も決断力もないらしい。まさに三重苦だ」

「なっ……！」

「心配しなくても悪いようにはしないと何度も言っているだろう？　これ以上悩んだところであなたの頭じゃ時間の無む駄だだ、さっさとこれにサインしろ」

　あまりにも失礼な言い草に、日ひ頃ごろは温おん厚こうな香月もみぞおちの辺りでカッと熱が弾はじけるのを感じた。キッと目を上げ「お言葉ですが」と反はん駁ばくする。

「私が躊ちゆう躇ちよしてしまうのは、悪いようにはしないと口ではおっしゃりながら、具体的な説明を一いつ切さいしてくださらないことに不安を感じているからです。改めて質問致いたしますが、なぜルース・リソース・グループが奏月亭に融資を申し出てくださるのですか？　それにあの条件も……私には意味がわかりません」

　ルース・リソース・グループは生産、金きん融ゆう、エネルギー部門などを有する大財閥だ。老舗とはいえ日本の一旅館に過ぎない奏月亭とは何の繫つながりも接点もない。ビジネスを提てい携けいしようにも、規模と職種があまりにも違ちがうので話にならず、融資の話を持ちかけられてもからかわれているとしか思えない。

「もちろんメリットがあるからだ」

「それは、どのような？」

「奏月亭には関係ない。こちら側の問題だ。それでも契約をすれば、そのうちわかるんじゃないか？　融資の理由も条件の意味も。まあ、あなたの鈍にぶい頭が正常に機能すればの話だが」

　またこれだ、と香月は密ひそかに唇くちびるを嚙かみ締しめた。同じ質問をこれまで何度もしてきたが、交渉事に慣れていない香月はルキアンの真意を暴あばくどころか、今のように軽くあしらわれ、はぐらかされるばかりだ。

　ビジネスで資金を出すということは、出した以上の利益を狙ねらうということだ。ルキアンがどれほどの期待を抱いだいているのかは知らないが、香月には奏月亭が彼らの望むほどの収益を生み出せるとは思えなかった。

　ただ、彼らの見込んでいる利益が金銭ではないとしたら話は別だ。けれど金銭でないなら彼らが奏月亭に求め、期待しているものは何なのだろうか。そして、それを提供できなかった場合、奏月亭はどうなるのだろう……？

「そんなに不安なら、安心できるような条件に変へん更こうしようか？　例えば、そうだな……返済の条件。これを無利子、無担保、無期限にしてやってもいい」

「え…？　無利子、無担保、無期限？」

　それはいったい何の冗じよう談だんなのか。啞あ然ぜんとして呟つぶやいた香月に、彼はあっさり頷うなずいた。

「こんな破格の好条件、世界中を探しても他ほかにはないぞ」

　そう言いながらルキアンが内ポケットから万年筆を取り出し、本当に契約書の条件を書き換かえたので香月は驚き慌あわてた。

「あの、ちょっと、本気なんですか!?　どうして、そこまでして──」

「お喋しやべりもいいが、時間切れまであと十分だぞ」

　香月の言葉を強ごう引いんに遮さえぎり、くるりと半回転させた万年筆の後ろでルキアンが契約書を叩たたいた。

　はっとして香月が時計を見ると、針はちょうど二十三時五十分を指している。

「初めに話を通したときに、待つのはきっかり三ヶ月だと伝えたな。つまり今日の二十四時までだ。これを一秒でも過ぎれば融資の話はなかったことにする」

　彼は契約書に記された今日の日付、六月二十五日の部分を万年筆でトントンと叩いた。そのリズムは時を刻む秒針のように単調なのに、香月の気持ちを急せかしてくる。焦あせった香月は羽織の裾すそを我知らずぎゅっと握にぎり締めた。

「ちょっと待ってください、まだ話は済んでいません」

「俺は三ヶ月待った。話はサインをしてからだ」

「私一人のことならどうなろうと構いません。ですが奏月亭には長く培つちかってきた伝統や理念、そして従業員がいます。彼らのことや今後の経営方針について、もしあなた方に何かお考えがあるのなら、それを伺うかがってからでないと──」

「別に余計な口出しはしないさ」

　ルキアンは、またもや香月の言葉を遮った。

「融資をする以上、経営状じよう況きようはチェックするが、旅館の伝統や理念、ホスピタリティについて口出しをする気はない。その辺のことはあなたの思う通りにしてもらって構わない」

「それは、本当に……？」

「本当だ」

「ホテルのように合理化しろとか、経営方針を変えろとか、奏月亭のあり方を曲げるおつもりは本当にないのですね？」

「しつこいな。ないと言ってるだろう」

　香月が慎しん重ちように確かく認にんするのに眉まゆ根ねを寄せつつもルキアンはあっさり頷いて、万年筆で今の言葉を契けい約やく書に書き込んでいく。その手元をじっと見つめながら、香月は自分の気持ちが傾かたむき始めるのを感じていた。

　──あの条件は気になるけど……これなら契約しても大だい丈じよう夫ぶかもしれない。

　お客様は帰ってきた家族のように迎むかえ、もてなす。それが創業時からの奏月亭のモットーだ。代々受け継つがれてきた理念ごと奏月亭が存続する道を示されたのなら、そこへ乗ってしまってもいいのではないだろうか……？

「奏月亭のためなら、自分一人くらいどうなろうと構わないんだろ？　だったら融ゆう資しの条件は当然飲めるよな？」

　頰杖をついたままこちらを見据えるルキアンに、すぐには答えられずとも香月の迷いはじわじわと断たち切られてゆく。

「言っておくが、断ると損だぞ。この先、これ以上の好条件で奏月亭に融資をしようという物好きは現れない。あなたがサインをしなければ、五分後にはその物好きも奏月亭から手を引くことになる。そうなったら経営破は綻たんは免まぬかれないな」

　その言葉に香月は身を硬かたくした。経営破綻──それだけは駄だ目めだ。

「悪い話じゃないはずだ。ローリスク・ハイリターン、コストはあなたの覚かく悟ごひとつ。契約が成立すれば銀行からの借入金は全額一いつ括かつ返済できる上、当座の運営資金も賄まかなえる。土地と建物を差さし押さえられる心配はなくなり、今度の借金は無利子、無担保、無期限だ」

　確かにいいこと尽ずくめだ。だが、やはり話がうますぎる。大きなリターンを得ようとするなら、リスクも高いのは常識だ。

　そして今問題なのはリスクの大きさではなく、具体的に何がリスクとなるのかがわからないことと、やはりあの条件だった。だが、ルキアンの話を聞いているうちに香月の中でそれらはどんどん重みを失っていく。

「いいのか。サインをしなければ奏月亭は潰つぶれるぞ」

「……っ」

　ぎくり、と細い肩かたが揺ゆれた。動どう揺ようした香月に、考える暇ひまを与あたえまいとするかのようにルキアンが畳たたみ掛かけてくる。

「気の毒に、そうなったら従業員達はこの不景気に職を失って放ほうり出されることになる」

「それは……っ」

「あなたが潰すんだ。百五十年も続いてきた老舗しにせを」

　そうしたら、何もかも失うな──そんな聞こえよがしの呟きを耳にした瞬しゆん間かん、香月は心臓を鷲わし摑づかみにされたかのような衝しよう撃げきを受けた。

　──嫌いやだ。

　もう何も、誰だれも失えない。失いたくない。奏月亭だけは何があっても──

「──そんなことになるのは嫌だろう？」

　ルキアンが宥なだめるように語り掛けてくる。覚えず肩を震ふるわせて、香月はぎこちなく頷いた。

「なら、どうすればいいのか、わかるな？」

「は、い……」

　小さく答え、差し出された万年筆を受け取る。文字が震えないように注意して契約書に署名し、押おう印いんした。

「──よし。契約成立だ」

　ルキアンはどことなく満足そうだ。獲物を腹に収めたばかりの肉食獣のような様子に、何か取り返しのつかない間ま違ちがいを犯おかしてしまったような気がして、胸がひやりと冷たくなる。

　──本当に、これでよかったのか？

　酷ひどく落ち着かない気持ちでいると、隣となりへ来いというようにルキアンが指先で香月を招いた。

「…何でしょう？」

「いいから来い」

　不安な気持ちを押し隠かくしたまま彼の隣へと移動し、着物の裾をさっと捌さばいて膝ひざをつく。その途と端たん、ぐいと肩を抱き寄せられて香月は畳たたみに手をついた。

「あ、っ!?」

「契約成立の証あかしだ」

　強く顎あごを摑つかまれ、無理やり上を向かされた。何がなんだかわからぬうちに、ルキアンの顔が迫せまってくる。

　驚おどろいて目を瞑つぶった瞬間、唇くちびるに何か柔やわらかいものが押し当てられた。触ふれてきた何かが、唇の表面をしっとりと吸ってくる。その感かん触しよくにびくりと肩を揺らし、香月は自分が何をされているのか理解した。

　ルキアンにキスをされているのだ。

「──っ!?」

　あまりのことに思考が停止した。見開いた瞳ひとみに、キスを解いて少しだけ離はなれた銀ぎん灰かい色しよくの双そう眸ぼうが映る。

「な、何…っ!?　何するんだ！」

「何ってキスだ。まさか初めてじゃないだろ？」

　もちろんキスをするのは初めてではない。だが、それは相手が女の子の場合だ。男相手にキスをしたことなど、本日できっかり二十五年の香月の人生の中で、ただの一度もない。

　信じられない、と香月は片手で口許を覆おおい、畳をいざって逃にげようとした。だが、動揺のあまり足袋たびが畳の目に沿って滑すべり、思うように動けない。そのせいでますます焦り、更さらに足を滑らせてしまう。

「馬ば鹿かだな、あなたは。今いま更さら逃げても無む駄だなのに」

「ちょっ、噓うそ、止やめてくださいっ。嫌だ、触さわるな！」

　じたばたしているうちに腰こしを抱だかれ、ルキアンの腕うでの中に引き戻もどされる。さっきよりも深く胸に抱き込まれて、香月は心臓が凍こおりそうになった。

「は、放せ！」

　これ以上妙みようなことをされてはたまらない。ルキアンの胸を突つき放して逃のがれようとしたとき、不意に目の前に契けい約やく書を突きつけられた。

「本当にどうしようもないトリ頭だな。もうこの条件を忘れたのか？」

　ルキアンは融ゆう資し契約の条件の部分を指差した。そこにはこう記されている。

『融資契約を結ぶに当たり、藤代香月はルキアン・リトヴィノフのものとなること』

「逆らうな。もうあなたは俺のものだ。たった今、あなた自身がそれを認めて契約が成立したはずだな？」

　はっとして、香月は息を飲んだ。硬こう直ちよくした身体からだを搦からめ捕とるように抱き締しめてくる腕の強さに、危機感を煽あおられて心臓が苦しいほど早はや鐘がねを打つ。いつの間にか雨が止み、窓の外ではふわりと池の上を蛍ほたるが漂ただよい、青白い光をひっそりと水面に映していたが、その幻げん想そう的な風景に気付く余よ裕ゆうなど欠片かけらもない。

「それは……」

　からからに乾かわいた喉のどから蚊かの鳴くような声が出る。

「それは確かにそうですが、でも……」

　まさか、そういう意味合いが含ふくまれているなんて思いもしなかった。それともこれはテストなのだろうか。本当に香月が彼のものとして言うことをきくかどうか、試ためされているのか？

「この通り、契約は成立済みだ。今更取り消しはきかない。それにあなたは、奏月亭のためならどうなってもいいんだろ？」

　確かに香月は、そういう意味の言葉を口にした。それは噓うそ偽いつわりのない本心だ。

　そして、この条件を前提として契約した以上、もしここで香月がキスを拒きよ否ひしたら、彼は融資契約を破は棄きするつもりなのかもしれない。

　そう思ったら、香月は凍りついたように身動きができなくなった。

「──あなたの覚悟を見せてもらおう」

　ルキアンがキスの角度で顔を近づけてくる。吐と息いきが触れて、怯おびえた香月は思わず身を竦すくませる。けれど逃げることは許されず、再び唇を奪うばわれた。




　　　　＊




　創業百五十年を超こえる老舗旅館の奏月亭は、都心から車で一時間程の自然豊かな土地にあり、初夏の頃ころには蛍が見られることで有名だ。

　その奏月亭が莫ばく大だいな負ふ債さいを抱かかえ、経営危機に陥おちいっていることを跡あと取とりの香月が知ったのは、まだ桜の蕾つぼみも固い三月の半ば、先代の女将おかみで香月の祖母だった藤代千ち春はるが亡なくなった直後のことだった。

「どうしてこんなに借金が……」

　千春の密みつ葬そうを終え、営業を休むわけにはいかずに仕事を終えた深夜。

　今後の話し合いの席で数億円にも上る負債のことを初めて聞かされ、呆ぼう然ぜんとする香月に番頭の鈴すず木きが奏月亭の現状を説明した。

「一昨年、旅館を大改装しただろう？　そのときの借入金がまだ返済できずにいるんだ」

　鈴木は三十歳で奏月亭の番頭になってから十五年、実直に奏月亭のために働いているベテランだ。彼は香月の亡くなった母の弟で、香月にとっては叔父おじにあたる。

「でも億単位なんて……。改装の費用って本当にこんなに必要だったんですか？」

「奏月亭は古い木造建築だ。この建物を損そこなわずに現代的な設備を維い持じし、尚なお且かつお客様に喜んでいただけるようなセンスのいい内装を整えるのは、そう容易たやすいことじゃないんだよ」

　確かに奏月亭の建物は古く、近々国の有形文化財に指定されるのではないかという噂うわさがまことしやかに流れるほどの建物で、現代ではとても再現できないような細工や装そう飾しよくが館内の随ずい所しよに見られる造りだ。下手へたな職人には任せられないことくらい、香月にもわかる。おそらく千春は信しん頼らいに足る建築士を選び、知識と腕のある職人を集め、まさに金に糸目をつけずに改装に踏ふみ切ったのだろう。そのおかげで窓や欄らん間ま、階段の手て摺すりなどの見事な意い匠しよう、江え戸ど末期に描えがかれた襖ふすま絵や屛びよう風ぶなどをセンス良く取り入れた現在の奏月亭は、決して派手ではないけれど、歴史と風格を感じさせながらも居い心地ごこちのいいレトロモダンな空間に整えられていた。

「返済計画を立てた当時は、奏月亭がこれまで通りに営業していれば二十年で無理なく返せる見通しだった。実際、半年前までは返済しながら黒字を出していたし、借金も順調に減っていたんだ。だが、この数ヶ月は経費を無理にやりくりして何とか返済している状じよう況きようでね」

　近ちか頃ごろの不景気で客足が鈍にぶり、そこへ物価高が追い討うちをかけ、奏月亭は経営不ふ振しんに陥っているのだという。

「そんな……それじゃ、奏月亭はどうなるんですか」

　香月は呆然と呟つぶやいた。

　小学生の時に交通事故で両親を亡くした香月は、奏月亭の跡取りとして女手ひとつで千春に育てられた。だが何事も経験が大事と主張する千春の采さい配はいで、香月は入社以来フロントで働いており、経営には携たずさわっていなかった。

　初めて聞かされる実情に指先が冷たくなっていく。もしかしたら祖母が心不全で急きゆう逝せいしたのは借金が原因だったのかもしれない。跡取りなのに何も知らず、千春一人に心労を負わせていたのかと思うと、自分に対する腹立たしさや情けなさ、千春に対する申し訳なさで香月は胸が苦しくなった。

「それで相談なんだが、香月。おまえはこの先、どうしたい？」

　遅おそすぎる後こう悔かいと葛かつ藤とうに苛さいなまれる香月を余所よそに、鈴木が現実を突きつけた。

「大きく分ければ選せん択たく肢しは二つだ。借金ごと奏月亭を背負うか、それとも店を手放すか」

「手放す？　どういうことですか？」

　思わぬ言葉に、声が上うわ擦ずる。顔色をなくした香月に鈴木は諭さとすような口調で言った。

「旅館を売ばい却きやくする手もあるが、一番いいのは畳たたんでしまうことだ」

　鈴木の説明によれば、今ならまだ、担保にしている奏月亭の土地家屋を売り払はらって借金を完済することができるという。余った分で従業員への退職金も出せるし、香月にもそれなりの財産が残る。だがそれは今なら、の話だ。この不景気では、今後土地の評価額は下がる一方だろうし、営業をすればするだけ赤字が膨ふくらんでいくだろう。限界だと悟さとる頃には、担保の土地家屋を処分してもなお借金が残るという事態になりかねない。

　──畳む……おばあちゃんが大事に守ってきた奏月亭を？

　嫌いやだ、と納なつ得とくできずに香月の胸は激しく軋きしんだ。奏月亭を畳むなんて、考えられない。想像するだけで酷ひどい喪そう失しつ感かんに目の前が真っ暗になりそうだ。

「奏月亭は畳みません」

　きっぱりとした声が聞こえ、それが自分の言葉だということに香月は遅おくれて気が付いた。だがそれは勢いから出た言葉ではない。考えるよりも先に込み上げ、溢あふれ出した本心だった。

　跡取りとはいえ現場での修しゆ行ぎよう中の身で、経営のことはさっぱりわからない素人しろうとの自分が奏月亭を継つぐなど不安だし、借金のことを思えば恐おそろしくすらある。

　だが、それよりも奏月亭を失うことの方が香月にはずっと怖こわかった。

「奏月亭は、七代目の亭てい主しゆとしておれが受け継ぎます。借金もきちんと返済する」

「馬鹿を言うな、この膨ぼう大だいな借金を返すだけの収益をあげられると思うのか？　できなければ強制執しつ行こうという可能性もあるんだ。奏月亭の土地と建物はすべて担保になっているんだよ」

　奏月亭に返済能力がないと金きん融ゆう機き関かんが判断すれば、問答無用で土地も建物も差し押さえられてしまう。そんなことになるくらいなら、自分達の手で終わらせた方がいいと鈴木は言った。

「無理に営業しても赤字が積み重なるだけだ。早めの判断が大事だと私は思うが」

「でも、何の努力もせず諦あきらめるのは嫌です」

「そうは言うがな」

「返済が滞とどこおりそうなら、両親が遺のこしてくれた家と土地を売って返済に充あてます。それと少ないけど、おれの貯金も使ってください。そうだ、定期解約しなきゃ。他ほかには何かあったかな……」

「落ち着きなさい、そんなことをしたって焼け石に水だ。それよりも店を畳んだ方が──」

「嫌です！」

　ぎゅっと目を閉じて香月は叫さけんだ。これではまるで駄だ々だを捏こねる子供のようだと、さすがに自分でも思ったけれど、嫌なものは嫌なのだ。奏月亭は何があっても手放せない。この旅館を奪われたら、香月は行くべき道も帰る場所も何もかも失ってしまう。

「香月、だが──」

「お願いです！」

　渋しぶる鈴木の言葉を遮さえぎり、香月は床ゆかに両手をついた。

「おれに力を貸してください。一いつ緒しよに奏月亭を守ってください」

　お願いします、と香月は必死に頼たのみ込み、何とか鈴木の協力をとりつけた。

　そして香月が七代目の亭主として店に出た初日のことである。

　長期に亘わたる仕事のために来日したロシアの大財ざい閥ばつの次期総そう帥すいルキアン・リトヴィノフが、奏月亭の離はなれ『幻月』を家代わりの宿と定め、三人の秘書兼けんＳＰを引き連れて現れた。

「お疲つかれ様でございます」

　お客様は帰ってきた家族のようにおもてなしをする──それは創業当時から連綿と受け継がれてきた奏月亭の理念だ。そして奏月亭には、初めてのお客様は馴なれ馴れしさを感じさせないように「お疲れ様でございます」と迎むかえるが、二度目以降はどんなに間が開いていたとしても「お帰りなさいませ」と出迎えるというしきたりがあった。

　香月は初めて奏月亭を訪おとずれたルキアンをしきたりに則のつとって出迎えたのだが、どうやら彼には無礼だと受け取られたらしい。「いらっしゃいませ」という言葉がなかったからだろうか。

「……何だそれは。そんな挨あい拶さつが通るとでも思っているのか？」

　日本語でのクレームは冷え冷えとした声で紡つむがれ、不ふ機き嫌げんそうに細められた銀ぎん灰かいの瞳ひとみが見る間に温度を下げていく。その凍いてついた目に射い竦すくめられて、ただでさえ亭主になりたてで緊きん張ちようしていた香月は背筋が凍こおり付きそうになった。

「は、あの、失礼をいたしまして申し訳ございません」

　香月は深々と腰こしを折り、『幻月』へ案内する道すがら奏月亭のしきたりをそれとなく説明してみたが、ルキアンの機嫌は一向に直らなかった。むしろますます悪くなったようだ。

「……最悪だな。これ以上、そんな話を聞いていられるか。もういい、下がってくれ」

　ルキアンは『幻月』の座ざ敷しきから香月を追い出し、その日は一日中遠ざけていた。ところが、何を思ってか彼は翌日、香月を呼び出すなりこう言った。

「床とこの間の花器が気に入らない。ロビーにあるガラスのものと取り替かえてくれ」

　思えば、その最初の我が儘ままを受け入れてしまったのが間ま違ちがいだったのかもしれない。

「ロビーに……と、おっしゃいますと、江戸切子の花器のことでございますか？」

　それは、ある有名作家が奏月亭のために制作し、贈おくってくれた見事な花器だ。月を模かたどった丸いフォルムが優美な花器は、それ自体に大変な価値があるのだが、奏月亭にとってはその作家の気持ちこそが何より大事な宝物なので、いくら特別室の『幻月』といえど独どく占せんされるのは困る。それに、その花器には個人的な思い入れがあった。けれど、

「かしこまりました。ただ、ずっとという訳には参りません。一週間程ほど、こちらに飾かざらせて頂くということでいかがでしょう？」

　香月は微笑ほほえみ、期限付きでその要求に応じた。奏月亭を訪れたその瞬しゆん間かんにルキアンに不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまったことが、心に重く伸のし掛かかっていたからだ。だが、それ以上に気に掛かったのは、もし頭から断ればルキアンが機嫌を損そこね、長期滞たい在ざいの予定をキャンセルして出て行ってしまうかもしれないということだった。

　経営が苦しい時期なので、特別室へ長期滞在のお客様は貴重だ。そんな思おも惑わくも確かにあったが、それよりも香月にとって重要なのは、ルキアンは香月が亭主になって初めて迎えたお客様だということだ。それを満足なおもてなしもできず、怒おこらせただけで終わってしまうのではあまりにも悔くやしく、情けない。

　──せっかく外国から来てくださったんだ。機嫌よく過ごして欲しいし、喜んで欲しい。

　奏月亭はただ客室を売っているのではない。古きよき時代を髣ほう髴ふつとさせる空間で、お客様に日本文化を体感しながら安らぎ、くつろいでもらうために従業員皆みなが心を砕くだいている。だから香月も自分に出来る限りのことをしようと、ルキアンの要求を受け入れたのだが──

　その考えは甘かった。

　一見大したことのない我が儘でも、一度受け入れてしまったら次も拒こばめない。受け入れた理由が、お客様に喜んで欲しいからというものなら尚なお更さらだ。

　ルキアンの我が儘はそれからも続き、調度品が気に入らないと何度も取り替えさせられ、背中を流せと離れ専用の露ろ天てん風ぶ呂ろに引きずり込まれ、果ては仲居の代わりに亭主の香月が『幻月』の食事の用意や布ふ団とんの上げ下ろし、掃そう除じまでさせられる始末だ。

　おそらく誰だれかとの会話で話題に上り、興味を持ったのだろうけれど、何の脈みやく絡らくもなく「今すぐ綿わた菓が子しを用意しろ」と訳のわからない要求を突つきつけられたときは呆あつ気けに取られた。縁えん日にちや遊園地でならいざしらず、日常生活では滅めつ多たに見ない綿菓子を急に欲しいと言われて即そく座ざに対応するのは無理だ。香月はほとほと困り果てたが、幼なじみの家にあった玩具おもちやの綿菓子メーカーを借りて何とか急場を凌しのぐことができた。しかし、

「ご要望のお品をお持ちしました」

「へぇ、本当に用意できたのか。だが、もういい。それはいらない」

　ルキアンは用意したものには一いち瞥べつもくれなかった。

　香月や従業員が彼の望みに応こたえようと花器や綿菓子を差し出しても、調度品を入れ替えても、彼はそれらには目もくれずに香月の反応を試ためすような眼まな差ざしを向けてくる。どうやらルキアンの目的は、望みを叶かなえさせることではないようだった。何か無む茶ちやな要求をして香月を困らせ、慌あわててうろたえる様子を見てそれを楽しんでいるだけのようなのだ。

　──いくら初対面の挨拶が気に入らなかったからって、普ふ通つうこんなことするか!?

　なんて意地の悪い、ひねくれた性格をしているのだろう。あれで大財閥の次期総帥だなんて、とても信じられない。

　これ以上付き合っていられない。そう思ってルキアンの要求を断ろうとすると、

「花器や綿菓子は用意できて、どうしてこれは駄だ目めなんだ。客には喜んで欲しいんじゃなかったのか？　それともあれは口先だけの奇き麗れい事か」

　そんな意地の悪い屁へ理り屈くつで香月の拒きよ絶ぜつは封ふうじられ、無む駄だな努力を強しいられる。

　しかし香月だって暇ひまではないのだ。館内の采さい配はいをし、その合間を縫ぬって取引先の金融機関へ代だい替がわりの挨あい拶さつに回り、追加融ゆう資しの交こう渉しようをしなければならない。帰ってきてからお客様への挨拶回りをし、手形の決済や様々な打ち合わせに奔ほん走そうしていると一日があっという間だ。そして夜遅おそくまで残業をしては、鈴木が纏まとめてくれた収支データを過去のデータと照らし合わせ、無駄な経費を削けずれないかと頭を悩なやませる。

　時間はいくらあっても足りず、ルキアンの嫌いやがらせに付き合っている暇なんて本当なら一万分の一秒だってないのにと歯は嚙がみをしながら振ふり回されて、十日が経たったその夜。

　香月は急に呼び出された『幻月』で、思いがけない話を持ちかけられた。

「は？　ご融資していただける……？　奏月亭に、でございますか？」

「ああ、そうだ」

　──ユウシって、あの融資？

　にわかには信じられず、その単語を何度も反はん芻すうする。そうするうちに驚おどろきが去り、入れ替わるようにして警けい戒かい心が芽生え、香月はすっと目を細めた。

　──どうして急にそんなことを……ていうか、何で知ってるんだ？

　奏月亭が莫ばく大だいな負ふ債さいを抱かかえ、経営不ふ振しんに陥おちいっていることを。

　いたずらに不安を与あたえないように従業員には経営状じよう況きようを伏ふせているし、香月でさえその事実を知ったのは千春が亡なくなった直後──つまり、ほんの二週間前のことだ。

「詳くわしいことはここに書いてある。よく内容を確かく認にんしてくれ」

　手て渡わたされた書類に目を通し、香月は更さらに警戒心を強めた。

　──こんなの、あり得ない。

　提示された融資額は、銀行からの借入金をすべて返済できるだけでなく、更に奏月亭を立て直すための運営資金が上乗せされていた。しかも銀行とは比ひ較かくにならないほどの低金利である。驚くほどの好条件だ。

　この十日間がなければ香月は大喜びで飛びついただろう。だが、この話の出所はルキアン・リトヴィノフだ。たった十日間で香月の神経を思う様磨すり減へらした男に、こんな良心的な融資の話を持ちかけられても信用できるはずがない。

　書類を座敷机に戻もどし、香月は縁えん側がわに立って外を眺ながめているルキアンの横顔に目を向けた。

「お話はとても有り難がたいのですが……一つ、伺うかがってもよろしいですか？」

「何だ」

「なぜ世界的に有名な財ざい閥ばつグループの次期総そう帥すいが、日本の一旅館に融資をする気になられたのですか？」

　尋たずねながら、きっとこれはタチの悪い冗じよう談だんだと香月は心の中で断じた。リトヴィノフの名は新聞やニュース、経済誌などで見慣れていたし、その名と共に語られる話は名だたる大だい企き業ぎようの買収や大規模な資源開発など、世界の経済に多大な影えい響きようを及およぼす事こと柄がらばかりだ。

　まだ若いとはいえ、そうした一族の出身であり、あまつさえ次期総帥の座を摑つかみ取ったルキアンが、日本の片かた隅すみでひっそりと営業している奏月亭に対して本気で融資などする訳がない。

　もしかしたら彼は奏月亭に滞在する間、初対面で悪印象を抱いだいた香月のことを徹てつ底てい的にからかうつもりなのではないだろうか。

　──そうかもしれない。多分、今も遊ばれているんだ。

　香月がこの話を本気にしたら、冗談だと言い出すに決まっている。そうでなければ、また何かおかしな要求がついてくるに違ちがいない。

「融資を申し出た理由は追つい及きゆうするな。それは、こちらの都合だ。それから言い忘れていたが、この融資契けい約やくを結ぶには条件がある」

「条件？」

　ほらきた、と香月は密ひそかに身構えた。予想通りの流れだ。

　だが、次にルキアンが投げつけた言葉は、香月の予想を遥はるかに超こえるものだった。

「融資契約の条件はたった一つだ。──あなたが、俺のものになること」

「…………は？」

　ぱち、と瞬まばたきをした後、香月は首を傾かしげて間の抜ぬけた声を上げた。

　──あなたが、俺のものになること？　それはつまり……。

「私が、リトヴィノフ様のものになる……？」

　なぜだろう、と香月は軽く眉まゆを顰ひそめた。簡単な日本語なのに、自分の口で確認しても言葉の意味が摑めない。

　これが男女間の話なら香月もすんなりと理解できるのだが、香月は男でルキアンも男だ。そういう解かい釈しやくは成り立たない。

　では、香月がルキアンのものになるというのは、いったいどういうことなのか。

　──まさか、私的な使用人として奴ど隷れいみたいに扱こき使つかうつもりなんじゃ……。

　ざわり、と全身に鳥とり肌はだが立った。それは香月の想像に過ぎないが、これまでのルキアンの振る舞まいを思い返すと何だかとてもあり得そうだ。

　──そんなの冗談じゃない！　そもそもお金と引き換かえにしようだなんて、人のことを何だと思ってるんだ。

　どこまで人を馬ば鹿かにすれば気が済むのかと、この話自体が冗談だと思っていたことも忘れて香月はキッとルキアンを睨にらんだ。

「奏月亭へのお心こころ遣づかい、感謝いたします。せっかくのお話ですが、お気持ちだけ有り難くいただきます」

　それではこれで、と腰こしを浮うかしかけた香月を、「待て」とルキアンが制した。

「このまま行けば、奏月亭は経営破は綻たんを免まぬかれないぞ」

「──ッ」

　一番弱い部分に切り込まれ、香月は鋭するどく息を飲んだ。

「間ま違ちがいなく一年も保もたずに倒とう産さんする」

「な、んで……っ」

「経営状況も悪化しているそうだな。そんな中であれだけの額の借金を返済していける訳がない。そんなことくらい、いくらあなたが経営の素人しろうとでもわかるだろ？」

　香月はきつく唇くちびるを嚙かんだ。なぜそんなことを、この男に言われなければならないのだろう。どこまで身勝手に人を振り回す気なのか。香月の身の内で炎ほのおのような感情が弾はじけた。

「ご心配いただかなくても、奏月亭は倒産しません」

「する。今のままならな」

「何を根こん拠きよにそんなことを──」

「銀行回りはどうだった？」

　香月を遮さえぎり、ルキアンが口くち許もとに薄うすい笑えみを乗せた。

「追加融資の話なんか、誰だれも聞いてくれなかっただろ」

「なんで、それを……!?」

　驚きよう愕がくに睫まつ毛げの先が震ふるえる。

「知っているのかって？　望むと望まざるとにかかわらず、俺の耳には色んな情報が入ってくる。望めば、望んだ以上にな。おそらく俺は奏月亭の経営状況について、あなた以上に詳しいはずだ」

　ぎり、と香月は奥歯を嚙んだ。この男は香月を散々振り回していたその陰かげで、こんなことを調べていたのか。

「契けい約やく書は作成済みだ。あとはあなたがサインをすれば、奏月亭は倒産の危機を免れる」

「お断りします」

　ルキアンの提案を香月は切って捨てた。

「へぇ、強気だな。あなたが俺のものになりさえすれば、今みたいな苦労をしなくても奏月亭は助かるのに」

「余計なお世話です。あなたの手を借りなくても、奏月亭はやっていけます」

　拒絶の言葉を叩たたき付けて立ち上がる。失礼します、と退室を告げて足早に戸口へ向かう背中を、ルキアンの声が追ってきた。

「三ヶ月だ」

　香月は構わず、襖ふすまを開く。

「きっかり三ヶ月、六月二十五日まで待ってやる。自分の力でできると思うなら、その間に結果を出して俺を納なつ得とくさせればいい」

　言われなくてもそのつもりだ、と香月は心の中で答え、座ざ敷しきの襖をぴしゃりと閉めた。

「何なんだ、あいつ」

　憤ふん慨がいして事務所に戻った香月は、あの腹立たしい条件のことは伏せて、ルキアンと交かわした話を鈴木に説明した。ルキアンからの融ゆう資しの話を受ける気などなかったが、香月は経営のことは何もわからないので、どんなことでも鈴木に報告し、相談することにしていた。

　鈴木は黙だまって目を閉じ、香月の話を聞いていた。そうして話を聞き終えたあと、二、三日しっかり内容を吟ぎん味みしてから答えを出すのが鈴木の常のやり方だ。だが、この日の鈴木は融資額を聞いたときにはっと目を開き、説明を聞き終えたときには既すでに結論を出していた。

「その融資の話、お受けしよう。それがいい」

「えっ、本気ですか!?」

　香月は思わず眉まゆ根ねを寄せた。だが、融資を申し出ているのがルキアンだということと例の不可解な条件さえなければ、いい話であることは確かだ。鈴木でなくても、資し金きん繰ぐりに困っている経営者なら誰でも飛びつきたくなるだろう。

「けど相手は、ロシアの大財閥の次期総帥です。そんな方が急に奏月亭に融資をしてくれるなんて、おかしくないですか？　ご本人に理由を尋ねても、こちらの都合だとしかおっしゃらないし。今はよくても、その都合次し第だいでは奏月亭がどうなるか……」

「だが、土地家屋を差し押さえられるよりはいいじゃないか。今はまだそこまで差し迫せまった状じよう況きようでもないが、このままじゃいずれ必ずそうなる。その前に融資を受けよう、そうすれば当座はなんとかなるんだ。後のことは後で考えればいいじゃないか。な？」

　鈴木の言葉に、香月はふと不安になった。話を聞いただけで簡単に決めてしまうなんて鈴木らしくない。

　鈴木は元々は神経の細やかな、物事を慎しん重ちように運ぶタイプの人間だ。その鈴木がろくに内容を吟味せず融資の話を受けようとするのは、金策や資金のやりくりに疲つかれ果ててしまったせいではないだろうか。それは香月が亭てい主しゆとしてあまりに未熟なために、鈴木により多くの負担をかけているという証しよう拠こだ。

　そう思うと申し訳なさから心が揺ゆらいで、叔父おじさんのいいように、と言ってしまいそうになるけれど、それでは多分、亭主としては失格だ。

　──それに、あの男の手だけは借りたくない。

　あんな訳のわからない条件は飲めないし、勝手に奏月亭の経営状況を調べるような男は信用できない。あんな男の助けがなくても、奏月亭はやっていける。

　でも、もし駄だ目めだったら──

　ぎゅっと目を閉じ、頭を振ふって不ふ吉きつな考えを追い払はらう。そして融資の話に乗り気になっている鈴木に、香月は語りかけた。

「叔父さん、リトヴィノフ様は三ヶ月は待ってくださるそうです。だから、その間に出来るだけのことをして、いろんな方法を考えましょう。それから決めても遅おそくないと思います」

　できるはずだ。苦戦はするだろうけれど、それでも一定の収益を上げられるはずだ。香月がそう思ったのは、奏月亭は老舗しにせ旅館として名前が通っていることと、都心から近いという利点もあって、厳しいながらもそれなりの営業成績を維い持じできているという手て応ごたえがあったからだ。

　しかし香月の思いとは裏腹に経営は悪化の一いつ途とを辿たどり、次第に融資元の銀行の目も厳しくなってきた。

　物価高の影えい響きようなのか、収益を上げているはずなのに営業すればするほど赤字になる。なんとか期日に間に合わせていた借入金の返済が、次第に滞とどこおりがちになった。削けずれる経費はすべて削り、無む駄だをなくし、収益が落ちていることを説明して自分を含ふくめすべての従業員の給料も下げたのに、経営は苦しいままだ。

「庭園のイルミネーションは止やめませんか？」

　経費の無駄、時季外れということもあるが、夜は石いし灯どう籠ろうの明かりが点る日本庭園に、池や太たい鼓こ橋ばしを縁ふち取どるイルミネーションは不似合いだ。お客様はもちろん従業員の間でも不評なので中止を提案したのだが、これは鈴木の強きよう硬こうな反対にあった。それは新規のお客様を獲かく得とくしようと鈴木が始めた企き画かくだったからだ。

「どうして仕入れ値が以前の倍に跳はね上がっているんですか？」

　食材の費用が昨年の平均を大きく上回っていることに驚おどろいて板長に詳しよう細さいを尋たずねたときは、

「素人のぼっちゃんに、市場の値動きの何がわかるんですかい」

　香月は自分の父親ほどの年ねん齢れいの板長を激げき怒どさせてしまった。

　そのときは鈴木が板長を宥なだめてくれて事なきを得たのだが、もしかしたら他ほかの従業員たちの不満も鈴木が上手うまく処理してくれているのかもしれない。そう思うと申し訳なさが募つのり、自分の不ふ甲が斐いなさが悔くやしかった。だが、自己嫌けん悪おに浸ひたっている暇ひまはない。折れそうになる心を奮い立たせ、旅館や従業員を守らなければと必死に金策に走った。

「──まあ、奏月亭さんとは長い付き合いだし、ぼっちゃんは千春さんのお孫さんだし、助けてあげたいのは山々なんですけどねぇ」

　追加融資を頼たのみに行った銀行の融資担当者は、膝ひざに額がくっつくほどに深く下げた香月の頭に、いかにも困ったというように溜ため息を落とすばかりだ。

「奏月亭さんには既に八千万の融資をしてますし、これ以上となると、ちょっと難しいなあ」

「そこを何とか、お願いします。必ず、必ずきちんと返済しますから……！」

「でも最近、返済が遅おくれがちになってますしね」

　言葉こそ穏おだやかだが目が厳しい。その冷ややかな眼まな差ざしに香月は身が竦すくむ思いだったが、引く訳にはいかない。何度断られても通い詰つめ、頭を下げた。しかし、そのうちにいつ訪ねても担当者が不在だと言われるようになり、門もん前ぜん払ばらいされるようになった。

　亭主として、従業員からも金きん融ゆう機き関かんからも信しん頼らいされていないことは明らかだった。「ぼっちゃん」という呼び方がその象しよう徴ちようだ。仕事仲間として付き合いのあったフロントや仲居達は香月を励はげまし、亭主として守もり立ててくれるけれど、それが逆に香月の至らなさ、未熟さを浮うき彫ぼりにするようで、毎日が針の筵むしろだ。

　──やっぱり叔父さんの言う通り、リトヴィノフ様の融資の話を受けるべきなのかな……。

　眠ねむれぬ夜に思い悩なやむ日々が続く。だが、実際にルキアンと顔を合わせ、「いい加減、意地を張るのは止めたらどうだ」と言われると、負けたくなくて「余計なお世話です」とつい言い返してしまう。そして、まだ頑がん張ばれると思ってしまうのだ。もう、どう頑張ればいいのかもわからないのに。

　そして五月の決算も大おお幅はばな赤字となり、とうとう借金の返済ができなくなった。

　このままでは本当に、担保になっている土地や建物を差し押さえられてしまう。

　それだけは阻そ止ししなければならなかった。だが、借金の返済もできない自分にいったい何ができるだろう？

「……この辺りが潮時だよ」

　たった三ヶ月で一回り細くなった香月の肩かたに、鈴木がそっと手を置いた。でも、と香月は抗あらがうように鈴木を振り仰あおぐ。

「民事再生法を適用すればいいんじゃないかって、友達にアドバイスを受けたんです。おれは具体的なことはよくわからなくて……鈴木さん、どう思いますか？」

「それは私も考えたんだが、すぐには始められないんだよ。裁判所に行って再生手続の申立てをして、決定が下されるまでに数ヶ月かかるだろうからね」

「え、そんなに？」

　表情を曇くもらせた香月に、鈴木が重々しく頷うなずいた。

「ああ。それじゃとても間に合わない」

　確かに、と香月は花がしおれるように俯うつむいた。鈴木が言うのならそうなのだろう。財務や経理業務において千春の絶大な信頼を得ていた鈴木は、香月などより遥はるかに世間に通じている。

「それに再生手続開始となったら監かん督とく委員が来るし……」

「監督、委員？」

「ああ。他にも債さい権けん者を集めての説明会をしたり、色々大変なんだよ。それに何より奏月亭のイメージに大きな傷がつく。民事再生法を適用するということは、破産宣言したも同然のことだからね」

「そうですか……。それじゃ、やっぱり……」

「ああ。こうなってはもう奏月亭を畳たたむか、リトヴィノフ様からのお話を受けるしか道はないだろうね」

　どちらかしかない、と言われて香月は膝の上の拳こぶしをぎゅっと握にぎった。

「……奏月亭は畳みません」

　考え深げな沈ちん黙もくの後、鈴木が肩で息をつく気配がした。

「それなら『幻月』へ融ゆう資しのお願いに行くしかないな」

　嫌いやだとは、もう言えなかった。

　そうして香月は『幻月』に向かい、ルキアンと融資の契けい約やくを結ぶことになったのである。




　　　　＊




　一いつ般ぱんに旅館の暇な時期とされる六月から七月上じよう旬じゆんにかけては、奏月亭では繁はん忙ぼう期の一つだ。ちょうどその期間に蛍ほたる狩がりのイベントが開かい催さいされるからである。

　蛍は、運がよければ奏月亭の庭園内でも見られるが、近くを流れる桂かつら川がわを舟ふねで遡さかのぼる蛍狩りのイベントに参加すれば、高い確率で蛍の乱らん舞ぶを目にすることができる。

　蛍狩りの舟を出すのはシーズン中の土日だけだが、この時季は平日も満室になるのが常だった。舟で川を遡るなどという面めん倒どうなことをしなくても、夜に川辺をそぞろ歩いて運良くちらほらと舞まう蛍が見られればそれでいいという人も多いからだ。

　今年は稼か働どう率りつが落ち、この時季に初めての空室を出してしまうのではないかと香月は内心不安だったけれど、それは杞き憂ゆうに終わり、蓋ふたを開けてみれば今年も蛍狩りのイベント期間は稼働率百パーセントを維持することができた。

「まさかお庭で蛍が見られるなんてねぇ。とっても綺き麗れいだったわ」

「ほんと。それにお部屋もお風ふ呂ろもよかったし、お料理も美味おいしくて」

「また来年も来るからね。頑張ってね、ご亭てい主しゆ」

「ありがとうございます。お帰りをお待ちしております」

　年配の女性客らを乗せたタクシーを見送って、香月はほっと息をついた。

「やっぱりイルミネーション、止めて良かったなぁ。おかげで庭はすっきりしたし、蛍もよく見えてお客様にも喜んでもらえたし」

　つい本音が零こぼれ、心の中で庭園のイルミネーションを企画した叔父おじの鈴木に謝った。あの企画は経費削さく減げんの名の下もとに結局中止になったのだ。

「蛍狩りが終わったら、次は夏休みだ。この調子で頑張らなきゃ」

　踵きびすを返し、香月は館内に戻もどっていった。

　ルキアンからの融資を受けた奏月亭は、銀行からの借入金を綺麗に返済し、土地や建物を差し押さえられる不安から解放された。これで奏月亭は存続できる。そう思ったら涙なみだがでるほど安心して、香月はそれまで自分がどれほどの重圧に押し潰つぶされそうになっていたかを改めて思い知らされた。

　そして香月はルキアンとその秘書ら、それに番頭の鈴木を交えて新たな返済計画を立て、ルキアンに毎月一定額を返済していくことになった。その計画の無理のなさ、銀行と比べての返済期間の短さに、無利子の有り難がた味みをしみじみと感じ、感謝の気持ちも芽生えた。けれど、だからといって警けい戒かい心を解いたわけではない。

　ルキアンとの融ゆう資し契けい約やくは奏月亭にとって天の助けだったが、その代わりに自分の自由が失われたことや、彼の真意が謎なぞのままであることを香月はちゃんと憶おぼえていた。

「……それにしても、何を考えてあんな条件を出してきたんだろう？」

　パソコンのキーを叩たたく手を止め、事務所の机に頰ほお杖づえをついて香月はふと呟つぶやいた。融資契約の夜のキスが脳のう裏りを過よぎる。まさかルキアンは、そういう意味で自分を彼のものにするつもりなのだろうか？

　──馬ば鹿か、そんな訳ないだろ。あれはおれの覚かく悟ごを試ためすテストのようなものだったんだから。

　本人もそう言っていたのだから、そのはずだと、香月は不ふ穏おんな考えを追い払はらった。

　融資契約を結んだ夜、あの不ぶ躾しつけなキスの後、鋭するどくルキアンを睨にらんだ香月に彼は苦く笑しようして言ったのだ。

「怒おこるなよ。あなたが自分はどうなってもいいなんて言うから、ちょっと試しただけじゃないか」

「だからって、こんなこと……っ」

　悪あく趣しゆ味みだ、と詰なじった香月をルキアンは鼻先であしらった。

「へぇ、随分と頑がん丈じような箱の中で育ったんだな、亭主。だが、そうやって詰ったり怒ったりする権利は、本当はあなたじゃなく俺にこそあるんだが？」

「怒る、権利？」

　思わぬ台詞せりふに、香月ははたりと長い睫毛を上下させた。

「あなたには言ってもわからない。トリ頭だからな」

「おれはトリ頭じゃないっ、馬鹿にするな！」

　鼻で笑われ、動どう揺ようや怒りや屈くつ辱じよくなどが一気に胸に沸わき返った。そのせいで香月は敬語を使うのをすっかり忘れていたのだが、そんな香月をルキアンは咎とがめることもなく、むしろ二人でいるときや仕事以外ではそうして普ふ通つうに話せと言った。自分を馬鹿にし、あんな暴挙に出た二つも年下の男のことを、仕事以外で丁てい重ちように扱あつかう気などとうに失うせていた香月は、その申し出を受けることに何の躊ちゆう躇ちよもなかった。

　──けど、あれはどういう意味だったんだろう？

　詰ったり怒ったりする権利は自分にこそあるとルキアンは言った。あれは香月に向けられた言葉だ。

　彼が奏月亭に宿しゆく泊はくして三ヶ月以上が経たっている。その間に、何か粗そ相そうをしただろうか？

　心当たりは一つしかなかった。それはもちろん初対面での挨あい拶さつの件だが、それについては既すでに十分に報復されたはずだ。その他ほかのことで、ルキアンを怒おこらせるようなことをした覚えはないのだが、自分では気づいていないだけなのだろうか？

　堂どう々どう巡めぐりを始めた香月の物思いを、ノックの音が破った。

「はい？」

「よ、香月。元気にしてるか？」

「藤とう堂どう！」

　香月の顔がぱっと明るくなった。開いたドアから顔を覗のぞかせたのは、これまで奏月亭の融資元だった銀行に勤めている幼なじみの藤堂だ。

「今いい？　あれ、香月一人なのか？」

「うん。事務所の皆みなは昼休み。おれは留守番。藤堂は仕事大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「俺も昼休み。てか、食休み？　外回りで近くまで来てさ、昼飯食ってから次までの時間がちょっと空いたから寄ってみた」

　デザート持参で、と藤堂は来客用のソファに腰こし掛かけ、コンビニ袋ぶくろからお椀わん型のパッケージを二つ取り出した。

「おまえも食う？　白玉あんみつ」

「わ、ありがとう。ご馳ち走そうになります」

　和洋の別なく甘かん味みは大好物だ。香月は二人分のお茶を入れると、いそいそと藤堂の向かいに座った。

「粗そ茶ちやですが」

「お、サンキュ。おまえ何かそういうの板についてきたなぁ。その着物姿も、いかにもいいところの若わか旦だん那なって感じ」

　そうかな、と香月は艶つやのある黒くろ髪かみをさらりと揺ゆらし、瑠る璃り紺こんの着流しに薄うすく透すける紗しやの夏羽織という自分の格好を見下ろした。足袋たびに包まれた足許は雪せつ駄ただ。

　香月は先月で二十五歳になった成人男性だが、男というには綺麗で優やさしすぎる、白い花のような姿をしていた。中性的というより、むしろどこか植物的な独特の透とう明めい感かんがあり、そんな雰ふん囲い気きは和装だといっそう際きわ立だつようで、香月の着物姿での接客は老ろう若にやく男なん女によを問わずとても評判がよかった。特に外国からの観光客は必ず並んで写真を撮とりたがる。

　けれどそれは、亭主としての力量とは何の関係もないことだ。

「まぁ板についたっていっても、形ばっかりだけどね」

「形から入ったっていいじゃん。俺だってスーツにネクタイ、何より名めい刺しがなかったら銀行員だって未いまだになかなか信用してもらえませんー」

　おどけて笑う藤堂に、うん、それはそうかも、と香月も小さく笑った。藤堂は表情にどこか甘さを残す、精せい悍かんな顔立ちをした好青年だ。だが彼の持つ華はなやかな雰囲気は一いつ般ぱん的な銀行員のイメージとはかけ離はなれているし、長身でスタイルもいいせいか堅かたいスーツをセンスよく着こなしたその姿は、銀行員というよりもむしろモデルや俳優のようなのだ。

「でさ、ちょっと小耳に挟はさんだんだけど」

　藤堂はプラスチックのスプーンで餡あんをつつきながら、早さつ速そくつるりとした白玉を頰ほお張ばった香月に何気ない口調で尋たずねた。

「おまえ借入金、全額返済したって？」

「ん」

　口に物が入っているので、香月は小さく頷うなずくに留とどめた。その短すぎる返事に焦じれたのか、藤堂がつと眉まゆ根ねを寄せてこちらへと身を乗り出してくる。

「大丈夫なのかよ？　何か無む茶ちやなことしたんじゃないだろうな」

　香月は白玉を飲み込んでから「大丈夫だよ」と笑ってみせた。だが、藤堂の眉は心配そうに寄せられたままだ。気のいい幼なじみに余計な心配をかけたくなくて、彼の懸け念ねんを振ふり払うように香月はスプーンを振って先を続けた。

「本当に大丈夫なんだ、何も無茶なことはしてないよ。ただ、あちこちからの借金を一つに纏まとめて、借かり換かえただけなんだ。だから銀行には返済したけど、借金そのものは残ってる」

　借り換えねぇ、と藤堂がどこか疑わしげな目をしてスプーンをかじる。その眉み間けんの皺しわが深くなるのを見て、香月は少し早口になった。

「ほら、前に話しただろ、リトヴィノフ家の人が融ゆう資しを申し出てくれたって。藤堂がアドバイスしてくれた民事再生法のことも相談したんだけど、それだと奏月亭のイメージが悪くなるからって反対されてさ。リトヴィノフ様の融資の話を受けようってことになったんだ」

「そうか。けど、なんでロシアの大財ざい閥ばつが資金援えん助じよを申し出てくるんだよ。行内でも皆みな驚おどろいてるぜ？　どういう繫つながり？」

「それが、おれにもわからないんだ」

　香月はあんみつのカップを膝ひざの上に置き、猫科の猛獣を思わせる男の美貌を思い浮かべた。

　大財閥の次期総そう帥すいであるルキアンと奏月亭との間には、繫がりなんて最初からない。ルキアンは三ヶ月ほど前に仕事のために来日し、長期に亘わたる仕事のために奏月亭の離れを家代わりにしているけれど、縁えんといえばそれだけだ。

「何の繫がりもない相手から億単位の融資を受けるっておかしくないか？　しかも無利子、無担保、無期限とかさ、それ本当に大丈夫なのかよ？　実はそいつ、リトヴィノフの名を騙かたる詐さ欺ぎ師しとかヤミ金業者じゃないだろうな」

「それは大丈夫。相手は身元の確かな人だから。とにかく、これで旅館を差し押さえられる心配はなくなったし、運営資金も得られたし。頑がん張ばって借金を返済していけば大丈夫だよ」

　内心の疑念を次々藤堂に口にされて胸の内に動揺が走ったが、香月はこれ以上親友に心配をかけまいと不安を隠かくして笑いかけた。

　だが現実は、口で言うほど容易たやすくはなかったのだ。










「若旦那、仲居の数を減らすという話をあちこちで耳にしますが、それは本当のことですか？」

　夕食も済み、客室の寝ね支じ度たくを整えて仲居達の仕事も一段落した頃ころ、彼女達の控ひかえ室で一日の報告を受けた香月は、古参の仲居頭がしらに突とつ然ぜんそう尋ねられて驚おどろきに目を丸くした。

「まさか。しませんよ、そんなこと。何ですかそれ、そんな噂うわさが流れているんですか？」

　よほど心配だったのか、その噂を否定すると、居並んだ仲居達がほっとした様子で目を見み交かわした。仲居頭もやや強こわ張ばっていた頰ほおを笑えみに緩ゆるめる。

「それを伺うかがって安心しました。いえ、そんな噂話を信じた訳ではありませんが、皆がリストラされるんじゃないかと動揺していましてね」

「どうしてそんな噂が出たんでしょうか。リストラなんて話、一度もしたことがないのに」

　眉根を寄せて首を傾かしげた香月は、一いつ緒しよになって不ふ審しんそうにしている仲居達に気付いて表情を緩めた。

「あの、皆さんには私が不ふ甲が斐いないせいで不安な思いをさせてしまって申し訳ありませんでした。リストラはしません。奏月亭には皆さんの力が必要です。ですから、これからもどうぞ宜よろしくお願いします」

「ああ、そんな、頭を上げてください若旦那。もちろん表で働く者の中には若旦那のお気持ちを疑う者はおりませんよ。よくお人ひと柄がらを存じあげておりますからね。ただ、あの方の──『幻月』のお方の動向に皆が不安を感じているのは確かです」

「リトヴィノフ様の……」

　その名を紡つむいだ唇くちびるを香月はきゅっと引き締しめた。

　ルキアンは香月との約束通り、融ゆう資しが行われた後も奏月亭の理念に口出しをしたりはしなかった。だが融資契けい約やくの直後から彼は自身の仕事の合間を縫ぬって、奏月亭の事務所に出入りするようになっていた。

「こちらは資金を出しているんだ。決算報告を受けるのも、経営計画を立てるのも当然の権利だろう」

　ルキアンはそう主張して、徹てつ底てい的にこれまでの経営状じよう況きようの見直しを始めた。無む駄だな経費を削さく減げんすると言って、以前香月が提案して鈴木に却きやつ下かされたイルミネーションの中止及および撤てつ去きよは、ルキアンが事務所に初めて立ち入ったその日に決定し速すみやかに実行された。この件に限っては、実は誰だれもが心の中でよくやったと拍はく手しゆを送っていた。クリスマスのような電でん飾しよくの明かりは、それに似合う場所で見れば綺き麗れいなのかもしれないが、しっとりとした風ふ情ぜいのある奏月亭の日本庭園には似合う似合わない以前に、まったく馴な染じまなかったのだ。

　鈴木を始めとする事務方の面々は、最初のうちこそルキアンの存在を煙けむたく思いながらも何も言わずにいたが、細かいチェックを受けるうちに次し第だいに苛いら立だちを募つのらせて、今では事務所全体がぴりぴりしている。その雰囲気は表で働く仲居達にも伝わり、不ふ穏おんな気配が不安を呼んでリストラの噂に繫がったのかもしれない。

「わかりました。従業員の不安を煽あおるような行動は慎つつしんでもらうように頼たのんでみ──」

「ぼっちゃん、大変です！　番頭さんが……！」

　最後まで言い終わらないうちに、事務員の一人が血相を変えて控え室に飛び込んできた。

「鈴木さんが？　どうしたんですか？」

「どうもこうもないですよ、『幻月』の人に我が慢まんできなくなってとうとう爆ばく発はつしちゃって」

　今度は香月が最後まで聞き終えないうちに控え室を飛び出した。着物の裾すそを翻ひるがえし、雪駄をかちゃかちゃ慣らしながら事務所へ走る。

「──だから、それが異常だと言っているんだ。事務系統の見直しは絶対に必要だ」

「無用だ！　この仕事は私でなければ無理だと言っているんだ。他ほかの人間には任せられない。すべて私がやるから、それでいいだろう！」

　口論が聞こえてきた。どちらもよく知った声だ。

「大きな声を出さないでください、お客様に聞こえたらどうするんですか」

　香月は事務所へ駆かけ込むと、ルキアンと鈴木の間に割り込んだ。そしておそらく騒そう動どうの原因であろうルキアンへと向き直る。

「リトヴィノフ様。奏月亭の内部のことは口出ししない、それは融資契約の条件の一つだったはずです」

「そうだったな」

　そう答えながらもルキアンは香月の方など見もしなかった。事務所の机に浅く腰こし掛かけ、書類に目を走らせている。

「旅館のホスピタリティには口出ししない、経営理念を曲げる気もない。これらのことは約束した。そして資金を出した以上、経営状況はチェックすると言っておいたはずだな」

「ですが、これは行き過ぎです」

「へぇ、逆らうのか？　だったら貸した金、耳を揃そろえて今すぐ返せ」

「なっ……」

　あまりにも身勝手な言い草に、思わず香月は絶句した。すると書類から目を上げたルキアンがにやりとし、机に座り直すふうを装って香月の耳元に唇を寄せると、他の従業員には聞こえないように声を低めて囁ささやいた。

「甘いな。あなたは俺のものなんだから、あなたのものは俺のものだ」

「そんな勝手なこと……！」

「ところで、ちょうど亭てい主しゆが仲居を引き連れて来たようだから提案するが──」

　香月の抗こう議ぎなどなかったかのように、ルキアンが廊ろう下かの方へと目を向けた。事務所の出入り口の辺りには、香月の後を追ってきた仲居達が固まっている。

「仲居の数を減らしてもらおうかと考えている。それから出入りの造園業者だが、二社もある上、どちらもコストがかかりすぎだ。別の業者への乗のり換かえを提案する」

　ざわりと仲居達の間に動どう揺ようが走った。香月はきつくルキアンを睨にらみ付ける。

「勝手なことをおっしゃらないでください」

「何だ、反論があるのか？　まあ、聞いてやってもいいが」

　その偉えらそうな態度に頭の後ろで何か熱いものが弾はじけたような気がした。だが、駆け引きや交こう渉しようごとで感情的になったら負けだ。香月は必死に冷静になろうと努めた。

「……従業員のお給料と人数の件ですが、現状維い持じでいきたいと考えています」

「納なつ得とくできるだけの理由があるんだろうな？」

「お給料は既すでにぎりぎりまで抑おさえています。正直言って、申し訳ないくらいです。仲居の仕事は激務だ。うちでは一人の仲居が一組のお客様を完全に担当するので、拘こう束そく時間は長く不規則だし、重労働で責任も大きい。今だってぎりぎりでやっているんです、もしこれ以上人員を削減すれば過労で倒たおれる人が出ます」

　それにベテランで気の利きく仲居というのは旅館にとって不可欠だ。亭主の香月が未熟な奏月亭では特に、最前線で働く彼女たちの力は必要だった。

「なるほど。他には？」

「出入りの造園業者を切れとおっしゃいましたが、イルミネーションを頼んだ新規の業者さんはともかく、奏月亭の庭園は百年近くも遠えん藤どう造園さんのお世話になっています。うちの庭のことは遠藤造園さんが誰よりもよく知っているんです。費用が安いというだけの理由で他の業者さんに切り替かえることはできません」

　庭園はお客様に楽しんでもらうための旅館の施し設せつの一つだ。どこから見ても美しく、そして建物との調和が取れていなければならない。その難しい仕事を遠藤造園はこれ以上ないほど上手うまくやってくれていた。その遠藤造園を、何の問題もないのに一方的に切ったとなれば間ま違ちがいなく奏月亭の方が信用を失うことになる。

「わかった。その辺は、まあ仕方がない。旅館の表の業務については俺は門外漢だからな。あなたの思う通りにしてくれ」

　その言葉に、香月より先に仲居達の緊きん張ちようが解けた。

「だが、このずさんな経営は見過ごせない」

　その一言で、今度は事務所内の従業員達が顔色を変えた。そんな中でただ一人、鈴木が怒いかりの形相で椅い子すを蹴け立たてて立ち上がる。

「ずさんとは何だ、失敬な」

「事実だろう。別に番頭が経理を兼かねていてもいいさ。だが、資金の流れを完全に把は握あくしているのが亭主ではなく番頭一人、しかも監かん査さ役がいないというのはどういうことだ。明らかにおかしいだろ」

　話にならない、というように頭を振ふったルキアンに、鈴木の顔が怒りのために真っ赤に染まった。

「仕事を一人に集中させるな。分散しろ。そして資金の流れを透とう明めい化し、定期的に税理士のチェックを受けること。これは必ず実行してもらう。いいな？」

「いい訳があるか、ふざけるな！」

「叔父おじ……鈴木さん、落ち着いて」

「だが、こいつはさっきから勝手なことを……っ」

「でも資金の流れを明確にするのは大事なことだと思います。何人かの目が間に入ればミスの防止にもなるし、今回のように過ぎた借り入れをしないように外部の人に監査を依い頼らいするのはいいことだと──」

「反対だ！　私は断固反対する！」

　鈴木はすっかり冷静さを失っていた。今まで経理業務を一手に引き受け、奏月亭の金庫番とまで言われた番頭は、その仕事をずさんだと言われてプライドを深く傷つけられたようだった。

　しかしルキアンの意見はもっともだったので、香月を始め従業員達も反対のしようがなく、ルキアンの指揮の下もと、経営の正常化が図はかられた。

　鈴木の機き嫌げんはすっかり傾かたむき直る気配はなかったが、とにかくこれで奏月亭に突とつ如じよ巻き起こった騒動は収束するかに見えた。

　ところが奏月亭の立て直しのために巻き起こった騒動は、次には思わぬところへ飛び火したのである。




　　　　◇




「ぼっちゃん。いきなりで申し訳ありませんが、本日限りで辞やめさせていただきます」

　事務所での大おお騒さわぎからおよそ一ヶ月。

　大たい抵ていの旅館が目の回るほど忙いそがしい八月半ば、事務所に詰つめていた香月は突とつ然ぜん訪おとずれた板長の言葉に跳とび上がって驚おどろいた。

「え、…ええっ!?」

　かちゃ、と雪せつ駄たの裏底がリノリウムの床ゆかに当たって高く鳴る。

「ど、どういうことですか浅あさ野のさん、辞めるってそんないきなり……」

　おろおろと香月は机を回り込み、板長の浅野へと歩み寄った。事務員たちも啞あ然ぜんとして、仕事の手が止まっている。

「理由はあの男から聞いてください。ぼっちゃんのパトロンに」

「パト……!?」

「お世話になりました。失礼します」

　浅野はおざなりに一度頭を下げると、さっさと事務所のドアを潜くぐった。呼び止める暇ひまもない素す早ばやさだ。

「待ってください、板長！　浅野さん！」

　慌あわてて香月は後を追ったが、既に荷物を纏まとめていた浅野は振り返りもせずに奏月亭を出て行ってしまった。

「いきなり、どうして……」

　突然辞めると言われても、香月には訳がわからない。以前、香月が仕入れ値のことを問い質ただしたことが尾おを引いているのだろうか？　それとも以前は板長任せにしていた食材の仕入れの内容に、香月が目を通すようになったことが気に入らないのだろうか。

「とにかく事情を調べてみないと」

　香月が急いで板場へ向かうと、一人前というにはやや頼たよりない中ちゆう堅けんどころの料理人を中心に、数人が深刻な様子で額を寄せ合っていた。あ、と香月に気付いた一人が声をあげ、全員の目がこちらを向く。

「ぼっちゃん、板長は？」

「それが急に辞めると言って、出て行ってしまって。板場で何かあったんですか？」

「自分達にもわかりません。ですが、『幻月』が原因じゃないかと」

「『幻月』が？」

「ええ。十時過ぎくらいに板長は『幻月』に呼び出されたんです。戻もどってきたのは昼近くになってからで、急にここを辞めることになったと言って荷物を纏めだしたんです」

「あいつ……っ」

　ぼっちゃんのパトロン。浅野の言葉が嫌いやな感かん触しよくを伴ともなって耳の奥に蘇よみがえる。同時に、意地の悪い銀ぎん灰かい色しよくの双そう眸ぼうが脳のう裏りを過よぎり、香月は密ひそかに拳こぶしを握にぎった。

「事情を聞いてきます。何かわかったらすぐに戻るので、皆みなさんはお仕事を始めてください」

　香月は身を翻ひるがえし、離はなれの『幻月』へ走った。

「板長が急に辞めると言い出した。どういうことなんだ」

　本館よりも高台にある離れには、専用庭に面した座ざ敷しきが二間、専用の露ろ天てん風ぶ呂ろに直接出入りできる寝ね間まがあり、そして本館と庭園を見み渡わたせる場所に洋間が一つある。この日外出予定のなかったルキアンは、その洋間をにわか仕立ての執しつ務む室にして仕事をしていた。

　そこへ突とつ然ぜん香月が飛び込んでも、彼は片眉まゆをひょいと上げただけだ。ノートパソコンのキーボードを叩たたく手を止めもせず、気のない返事を寄よ越こしてきた。

「何だ、そんなことか」

「そんなこと!?　うちの大事な板長をクビにしておいて、よくもそんな──」

「文句を言うより先にやるべきことがあるんじゃないのか、ご亭てい主しゆ？」

　そこでようやく仕事の手を止め、ルキアンはロシア語で秘書に何か命じた。出て行った秘書がすぐに一冊のファイルを手に戻り、それを開いて香月に手て渡わたす。

「これは？」

「奏月亭の過去の決算書の写しだ。見ろ、仕入れ値の数値がおかしい。この時期から急に倍近くに跳はね上がっている」

　それは香月も気になっていた食材の仕入れの値段のことだった。仕入れ値が跳ね上がったのは香月が奏月亭を継ついだ翌月からである。

「このことはおれだって気付いてたし、変だと思ったから板長にも問い質した。板長は、これは市場の値動きのせいだと言っていたんだ」

　そのとき香月は、素人しろうとが口を出すなと言わんばかりに浅野に凄すごまれたのだった。それでも気になり、それ以降も嫌な顔をされつつ食材の仕入れには気を配っていたのだが、特におかしなところは見受けられなかった。

　香月の主張に、ルキアンは仕方なさそうな溜ため息をついた。

「あなたは本当に騙だまされやすいな。一つのことに気を取られると、すぐに周りが見えなくなるんだ。この件も仕入れ値の数字にばかりに目がいって、食材そのものや数量のことには意識が向かなかったんだろ」

「食材そのもの？　……数量？」

「そうだ。仕入れた食材は結構な量だが、そのすべてが奏月亭で使われていることを確かく認にんしたか？」

「食材を使った、確認……？」

　ルキアンの言わんとしていることが摑つかめず、香月は首を傾けた。

「確認って、どうして？　だってそれは当たり前のことで……」

「ところが、そうでもない。意外とよくある話だが、あの男は奏月亭の食材を仕入れるとき、自分の娘むすめが経営しているレストランの食材も一いつ緒しよに仕入れていた。つまり、奏月亭の金で娘のための買い物をしていた訳だ」

「なっ……！」

　香月は目を見開いた。そんな馬ば鹿かなこと、あるはずがない。胸中に湧わいたその思いが顔に出たのだろう、ルキアンが更さらに言葉を継いだ。

「あなただっておかしいと思ったからあの男に確認したんだろ？　俺がしたのも同じことだ、あなたよりは深く追つい及きゆうしたがな。そうしたらあの男、意外とあっさり認めたぞ」

「そんな、まさか浅野さんが……」

「こんな不正がばれたんだ。辞めると言って逃にげたなら、もう戻っては来ないだろうな。まぁ戻ってきたら、捕つかまえて警察に突つき出すが」

　ルキアンの言葉は香月の頭を素す通どおりした。奏月亭でそんなことが行われていたなんて信じられない。信じたくなかった。けれど現実に浅野は逃げるように奏月亭から去っている。

『浅野さんは扱あつかいの難しい人だから気が抜ぬけないのよねぇ。料理の腕うではいいんだけど』

　ふと、そう零こぼしていた千春の困り果てた横顔が思い浮うかんだ。そのときはただ浅野の協調性のなさや、板場の厳しい上下関係ゆえに浅野以外の料理人が居つかないことを問題にしているのだと思っていた。けれど、それだけではなかったのかもしれない。こういう不正を働きかねない何かが浅野には昔からあって、そんな浅野の手た綱づなを千春が上手うまく引いていたのかもしれない。ただ、香月が気付かなかっただけで──

　そこまで考え、不意に背筋が冷たくなった。更に恐おそろしい現実に気が付いたからだ。

「……食事、どうしよう」

　今は夏休み、しかもお盆ぼんだ。今日も奏月亭はそれなりに部屋が埋うまっている。

「このままじゃお客様の夕食を用意できない……板長の代わりが務まる人もいないのに」

　ショックを受けている場合ではない。香月は半ば無意識にルキアンの胸にファイルを押し付け、おぼつかない足取りで踵きびすを返した。代理の手配だとか手伝いがどうとか、ルキアンが何か言っていたが、半ば恐きよう慌こう状態に陥おちいった香月にそれを聞き取る余よ裕ゆうはない。

「何とかしなきゃ、おれは亭主なんだから……っ」

　夕食を出せないなどという取り返しのつかない不始末を仕出かしたら、奏月亭は終わりだ。

　震ふるえる足を叱しつ咤たして香月は板場へと取って返した。










　その日はまさしく奏月亭の屋台骨を揺ゆるがす嵐あらしのような一日だった。

　その嵐を何とか乗り切り、無人の事務所に一人戻ると香月はへなへなとソファに座り込み、ぱたりと横様に倒たおれ込んだ。

「間に合ってよかった……」

　安あん堵どの深い溜め息と共に力が抜けて、今いま更さらながらに身体からだ中じゆうが震える。

　実際、前ぜん代だい未み聞もんの緊きん急きゆう事態だった。番頭の鈴木も板場の者達もおろおろするばかりで頼りにならず、香月は一人で料理人を確保するために文字通り必死に奔ほん走そうした。

　突とつ然ぜんそんなことを言われても、と呆あきれ顔で断られながら幾いくつもの旅館や店を回り、昔から付き合いのある料りよう亭ていの女将おかみに必死に頼たのみ込んで、やっと三日の期限付きで応おう援えんの料理人を差し向けてもらえると決まったときは、本当に涙なみだが出そうになった。それから大急ぎで奏月亭に戻り、少々時間が遅おくれたけれど無事すべてのお客様に料理をお出しすることができた。応援の料理人が請うけ合ってくれたので、明日の朝食も心配ない。

　けれど応援は三日という期限付きだ。目の前の危機を乗り越こえたとはいえ、香月には残る三日で新たな料理人を見つけなければならないという難問が残されていた。

「どうしよう……来月は月見の宴うたげがあるのに」

　それは奏月亭で毎年九月に開かれる十五夜のイベントだ。今年は池の上に舞ぶ台たいを組んでの薪たきぎ能のうの鑑かん賞しよう会と、その後の食事会を企き画かくしており、チケットも既すでに販はん売ばい済みだ。チケットの売れ行きは順調で、その日に合わせた部屋の予約もそれなりに入っている。中止する訳にはいかないし、開かい催さいするなら料理なしという訳にもいかない。

　──どうしてこんなことになったんだろう……？

　目を閉じたら、人を馬鹿にしたように薄うすく笑う年下の男が瞼まぶたに浮かんだ。

「……全部あいつが悪い。あいつのせいだ。何が経営の正常化だよ、人をこんな窮きゆう地ちに追い込んで」

「何だ、俺のせい？　あなたが勝手に窮地へ向かって突っ走っただけなのに？」

　自分以外には誰だれもいないはずの事務所に突然他人の声が響ひびき、はっとして香月は身を起こした。

「リトヴィノフ……！」

「あはは、とうとう様が取れたな。どうせならルキアンで構わないが？」

「何があはは、だ。おまえのせいで奏月亭がどんなに大変なことになってるか、わかってるのか!?」

「あなたが一人で大変がっていることはわかってるよ。離はなれで話をしているとき、代理の料理人は手配したし他ほかにも手伝いが必要なら力になると俺は伝えた。それを聞きもせずに勝手に飛び出して行ったのはあなたじゃないか」

「そんなの知るか、大おお噓うそつき！　契けい約やくしたら、もう何も失わずに済むって言った癖くせに」

「なら見過ごせばよかったのか？　奏月亭が食い物にされているのを」

　ルキアンが向かいのソファにゆったりと腰こし掛かける。静かな、けれど強い眼まな差ざしを向けられて香月は気勢を削そがれた。

「それは……」

「あなたが大事に思っているのは、あんな奴やつに好き勝手に食い荒あらされる奏月亭じゃないだろう。それにあなたも薄うす々うすとはいえ奴の不正に気付いていたはずだ。だから誤ご魔ま化かされても仕入れに目を配っていたんじゃないのか？」

　その通りだ。まさかあんな不正が行われているとは思わなかったけれど、何かおかしいと感じていたから嫌いやな顔をされても板長から目を離さなかった。

　けれど香月は舐なめられていて、最初に詳しよう細さいを尋たずねたときは怒いかりに満ちた形相で凄すごまれて誤魔化されてしまった。そして結局、最後まで真実を見み抜ぬくことができなかったのだ。

　だが、ルキアンは違ちがう。

　浅野は『幻月』に呼び出され、この男と向き合ってすぐに誤魔化しはきかないと悟さとったのだろう。だからあっさりと自分の不正を白状し、逃げるように奏月亭から去っていった。

　そのことも、実は香月にとってはショックだった。亭てい主しゆの自分を欺あざむき続けた男が、ルキアンの前ではものの一、二時間で罪を認めたのだ。香月は、自分が亭主の器うつわではないのだと突きつけられたような気がした。

「あなたに……奏月亭にあんな男は必要ない」

「そんなこと、勝手に決めるな」

　強く言ったはずなのに、香月の声は弱々しく掠かすれていた。なんでこんなことに、と胸の中に嵐が起きる。ルキアンが現れ、契約を結んでから何もかもが滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　──違う。本当は、彼が来る前から奏月亭は滅茶苦茶だったんだ。

　今回のことだって悪いのは不正を働いた板長の浅野だ。それでも香月は現実を認めるのが苦しくて、ルキアンのせいにしたくなる。

　香月は奏月亭を昔のままで残しておきたかった。千春が生きていた頃ころのまま、人も物も何もかも、そっくりそのまま残しておきたかったのに、ルキアンはそれを許してくれない。だからつい、酷ひどいと責めたくなってしまう。

　けれど香月にも本当はわかっていた。

　今回のことでルキアンを恨うらむのは筋すじ違ちがいもいいところだ。彼は浅野の不正を見抜いてくれたのだから、むしろ感謝するべきだった。

　悪いのは不正を働ける環かん境きようを許し、正せなかった亭主の自分だ。自分が経営者として頼たよりないことが一番の問題なのだ。

「……奏月亭はおれが守る」

　膝ひざの上で両手をぎゅっと握にぎり締しめ、香月は身体中の震えを堪こらえた。

「絶対に守る。守らなきゃ……おれは、亭主なんだから」

　落ち込んでいる場合じゃない。泣いている場合でもない。自分にそう言い聞かせ、唇くちびるを嚙かんで息を詰つめる。そうしていないと涙が滲にじんでしまいそうだ。

「そんなに悲ひ愴そうな顔をしなくても、あなたにはできるさ。実際に今日やってみせただろ」

「何、を……？」

　身を硬かたくして問い返すと、隣となりに移動してきたルキアンに肩かたを包むように抱だかれた。強こわ張ばった身体に温ぬくもりが伝わる。

「おれが今日、何をしたって言うんだ」

「自分の力で料理人を探し出して、奏月亭の危機を乗り越えた」

「そんなの、」

「当たり前のことか？　だが誰にでもできることじゃない。実際、あなたが一人で走り回っている間、番頭はただうろたえていただけだった」

　それは仕方がないと香月は思った。自分だって亭主でなければ、右往左往するだけだっただろう。だが、たとえそれがルキアンでも、必死の努力を認めてくれたという事実に香月の心は慰なぐさめられた。

「まったく、あなたは何をするか予測がつかないな。いざというときの意志の強さと行動力には驚おどろかされる。普ふ段だんはぼんやりしたトリ頭の癖に、あなたはやっぱり奏月亭の亭主なんだな」

　そうだろうか。本当に自分に亭主が務まっているのだろうかと、香月は瞳ひとみを揺らした。力強く頷うなずいたルキアンが自分の不安を正しく読み取り、その上で答えてくれたことが伝わってくる。両りよう肩かたに伸のし掛かかっていたものが少し軽くなったような気がした。

「大だい丈じよう夫ぶだ、あなたはよくやってる。そうやってあなたの奏月亭を少しずつ作っていけばいい。その姿を見ているんだ、従業員もついてくるだろうし、俺も出来る限りのことはする」

　約束だ、とルキアンが香月の冷えた小指に自分のそれを絡からめた。

　──指きり……？　ロシア人なのに？

　なんでそんなことを知っているのだろう。香月は不思議に思ったが、何だか懐なつかしいような胸が熱くなるような、そんな気持ちが潮のように満ちてきて、絡んだ指を振ふり解ほどく気にはなれなかった。むしろ何だか心強くて、もう少しそのままでいて欲しいくらいだ。

「代理の手配はしておいたから、今後のことも心配はない。今夜は何も考えずにゆっくり休むといい」

　疲つかれただろう、と低い声が優やさしく身体に響いてくるのが心地ここち好よい。ピンと張り詰めていた神経が宥なだめられ、ゆっくりと弛緩する。けれどそのまま力を抜ぬき切るには、無視できない単語があった。

「代理って、何？」

「料理人だ、次の板長候補。京都の料りよう亭ていで修しゆ行ぎようしてパリの高級日本料理店で現代的なアレンジの技わざを身につけた、なかなかの腕うでの板前だぞ。明日、ここへ来るように言っておいたから、気に入ったら使ってくれ」

　え、と香月は瞬まばたきをした。緩みかけていた気持ちがまた一気に張り詰める。香月はルキアンから身を離し、身体からだを捻ひねって彼に向き合った。

「板前の手配って、どうして……？　融ゆう資しをしてくれただけでも有り難がたいのに、どうしてそこまでしてくれるんだ。奏月亭とリトヴィノフ家には何の関係もないのに」

　理解できない。そんな思いを視線に乗せて凪ないだ横顔を見上げるけれど、そこからはどんな答えも得られなかった。彼の思いも企たくらみも静かな表情の奥深ふかくに沈しずんでいて、その片へん鱗りんさえ窺うかがえず、香月にはルキアンの真意がわからなくなる一方だ。

「契約の時に約束しただろ、悪いようにはしないと。それに、あなたは信じないだろうが──」

　特に理解を得ようとは思っていない、そんな口調でルキアンは続けた。

「俺はこれでも奏月亭を気に入っているんだ。ここを失いたくない。美しい場所は美しいままに維い持じしたい。だからあなたは、奏月亭を守るために俺を上手うまく利用すればいいんだ。これでも大財ざい閥ばつの次期総そう帥すいだからな。大たい抵ていのことはしてやれる」

「な、に言ってるんだ、それじゃまるで──」

　それではまるで、香月が奏月亭のためにと望めば、いくらでも力を貸してくれるというように聞こえるではないか。

　──そんなに甘い男じゃないのに。

　頼りたくなる気持ちを戒いましめて、下した唇くちびるの内側を密ひそかに嚙んだ。そんな香月の肩をルキアンが改めて抱き寄せて、艶つやのある黒くろ髪かみに覆おおわれた小さな頭を自分の肩にそっと載のせる。そのまま髪を梳すき始めた指を、香月はどうしてか拒こばめなかった。

　──おれのこと怒っているなら、どうして助けるようなことをするんだ。

　こんなふうに慰め、励はげますような言葉を口にして、緊きん張ちようの連続で冷えて強張った心と身体を包んで温めるような真似まねをして──

「……おまえ、何考えてるのかわからない。全然、なんにもわからない」

「それはあなたが鈍にぶいからだ。頭も、心もな」

　人の気持ちを察する文化に育った人間とは思えない。そんなふうに揶や揄ゆされたのに、いつものように悔くやしいと感じないのはなぜだろう？

　触ふれたところからルキアンの体温が伝わってくる。こんなふうに人の温もりに包まれるのはいつ以来だろうか。亭主になってから誰だれにも頼れず張り詰め切っていた香月の心に、それはじんわりと優しく沁しみ入ってくる。

　ルキアンを信じた訳ではない。これまでの悔しさが消えた訳でもない。

　けれど香月はルキアンの腕を振り払はらわずに、肩を抱かれたままでいた。










　その夜、香月は夢を見た。

　強いストレスに晒さらされたときに香月が決まって見る夢だ。

『──っのバカ！　なんで一つに気を取られると他ほかのことが見えなくなるんだ！　少しは状じよう況きようを把は握あくして行動しろよ！』

　華きや奢しやで小さな身体。ふんわりとした金きん髪ぱつに縁ふち取どられた、フランス人形のように繊せん細さいな顔立ち。

　子供の頃ころ、ひと夏を一いつ緒しよに過ごした年下の友達ルカーシュ──ルカが、あの頃の小さな姿のまま、心配を通り越こした怒いかりの表情で香月のことを睨にらんでいる。

　これは香月が蛍ほたるに気を取られて、揺ゆれる舟ふねから川に落ちたときの思い出だ。

『ごめんね、ルカ』

　驚かせて、物もの凄すごく心配させてしまったことがわかっているから、安心させるように香月はルカに笑いかけた。

『ごめん。もうしない。気をつけるから』

『馬ば鹿か。なんで謝るんだ』

　生意気な口調には似合わない、どこか頼りなげな声。

　きゅっと唇を引き締め、香月の全身に目を走らせて怪け我ががないことを確かめると、ルカは自分の服が濡ぬれるのも構わず、びしょ濡れの香月にぎゅっと両手で抱きついた。

　きっと本人は抱き締めているつもりなのだろう。けれど年下のルカは香月より頭半分背が小さくて、香月は縋すがりつかれているような気分になった。

『……ごめん。カヅキが川に落ちたのは俺が舟を揺らしたせいだ』

　喉のどもとの辺りからくぐもった声がした。

『違ちがうよ、ルカのせいじゃないよ。舟から落ちたのは、おれが蛍に気を取られたから』

　香月は繰くり返しそう言って、強張ったルカの背中を宥めるように何度も撫なでる。

　ルカが顔を上げると二人の体勢はそのままに、周囲の景色がくるりと変わった。

　夏の終わり、別れの場面だ。

『待ってて。俺は急いで大人になる』

　切ない痛みが胸に走った。

　──行かないで。

　その言葉を、あのとき香月は必死になって飲み込んだ。そのせいで他の言葉も何一つ出てこなくなり、代わりにぼろぼろと涙なみだが溢あふれた。

『大人になって、誰よりも強くなって、カヅキのところに戻もどってくる』

　真しん剣けんに言い募つのるルカの言葉に、香月は頷くのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　だから待っていて、そう繰り返すルカの声が夢と共に遠ざかる。

『戻ってきたら、ずっと一緒だ。ずっとカヅキを傍そばで守る』

　カヅキがもう何も失なくさなくて済むように──

　最後に届いたルカの言葉に、どこかで聞いた低い声が重なったような気がした。




　　　　＊




　翌日、ルキアンの紹しよう介かいで新しい板長候補が奏月亭にやってきた。まだ三十に満たない若さの、真っ直すぐで誠実そうな青年だ。どこか静けささえ感じさせる凜りんとした風ふう貌ぼうの中で、意志的な強い目が印象的だった。

「初めまして。神かみ尾おと申します」

「こちらこそ初めまして。奏月亭の亭てい主しゆ、藤代香月です」

　少々緊張気味に始まった面接は、互たがいの仕事に対する熱意が伝わるにつれて、次し第だいに打ち解けた雰ふん囲い気きになっていった。

　試食会で出された料理の数々は極ごく上じようで、シンプルでありながらどこか華はなやいだ美しい見た目と上品で奥深い味わいは奏月亭の雰囲気によく合い、従業員達も納なつ得とくして神尾を新しい板長として採用することが決まった。

　同じ時期に顧こ問もん税理士も決まり、奏月亭の業務は滞とどこおりなく回り始めた。

　番頭が一人で抱かかえ込んでいた仕事を任された事務方の職員達は、責任を感じると共にやる気を見せるようになり、才さい気き溢あふれる若い板長を迎むかえた板場は神尾の仕事に刺し激げきを受けたらしく、にわかに活気づいた。

　神尾と打ち合わせを繰り返して十五夜のイベントのための献こん立だてが決まり、イベント自体の準備も着々と進んでいる。チケットは完売し、イベント前後の客室は九十パーセントの予約が入っていた。

　幾いく多たの壁かべに突つき当たり、眠ねむれない夜を過ごしてきたのが噓うそのようだ。ここにきて奏月亭は亭主の香月を中心にまとまり、旅館全体が若々しく明るい雰囲気に包まれ始めた。

　そして、ある日のことである。

「ぼっちゃ……じゃない、若わか旦だん那な！」

　香月が事務所で仕事をしていると、鈴木から経理の仕事を受け継ついだ高たか村むらがノートパソコンを両手に抱え、物凄い勢いで椅い子すごと滑すべってきた。

「どうしたんですか、高村さん？」

「これです、これ！　ちょっと見てください」

「これ？」

「そうです。この数字です」

　高村が、モニターの一点を指差した。そこにあるのは、八月の収益の中から借金の返済分や税金、諸経費をすべて差し引いて残ったマイナスのついていない数字だ。その意味を察して、香月ははっと顔を上げた。

「高村さん、これ、これってまさか」

「そうです、まさかの黒字です！」

　高らかに宣言した高村の台詞せりふに辺りが一いつ瞬しゆん静まり返り、次の瞬間、クラッカーを鳴らしたような歓かん声せいが事務所いっぱいに弾はじけた。

「やったー！　これ初めての黒字ですよ、若旦那が亭主になって初めての黒字！」

「おめでとうございます、若旦那！」

「あ、ありがとう、皆みなさんのおかげです」

「いやいや、若旦那の頑がん張ばりがあってこそですって！」

　皆で喜び合い、就業中なのでお茶で乾かん杯ぱいして、香月は胸がいっぱいになった。一緒に頑張ってくれた鈴木にも喜んで欲しかったが、鈴木は口をへの字に曲げて一人もくもくと仕事をしていた。鈴木はルキアンに仕事の流れを組み替かえられてから、ずっとこの調子なのだ。

「若旦那の頑張りがあればこそっていうのは同感ですけど、もしかしたら『幻月』の人のおかげってのも、ちょっとはあるかもしれませんね」

「あ、私もそう思います。今までは渡された仕事を指示通りにこなすだけで、自分が何の仕事をしているのかよくわからなかったんですけど、今は全体の流れがわかってきたから仕事の優先順位も決めやすいし」

「板場も若返ったというか、元気になりましたしねえ。新しい板長の神尾さん、『幻月』の紹介なんでしょう？　凄すごい人が来たって板場の人たちが大おお騒さわぎしてましたよ。いい人が入ってくれてよかったですね」

　盛り上がる従業員の輪から抜ぬけ、香月は鈴木の許もとへ歩み寄った。

「叔父おじさん」

　敢あえてそう呼びかけると、こちらを無視していた鈴木の顔が僅わずかに香月の方を向いた。

「おれが亭主になってからずっと叔父さんが助けてくれたおかげです。ありがとうございます」

　これからも宜よろしくお願いします、そう言って頭を下げる。すると、気難しげに眉まゆ根ねを寄せてはいたが、鈴木が労ねぎらうようにぽんぽんと肩かたを叩たたいてくれた。またすぐ顔を背そむけてしまったが、それは皆がルキアンの話題で盛り上がっているからだろう。ルキアンに傷つけられた鈴木のプライドはまだ癒いえていないようだった。

　けれど皆の言うように、奏月亭がいい方向へ変わることができたのは、やり方は強ごう引いんだったとはいえルキアンのおかげだと香月も思う。

　彼は、奏月亭を気に入っていると言っていた。だから失いたくない、と。もしかしたら、あれは本音なのかもしれない。

　ルキアンの真意は謎なぞのままだが、そこだけは信じてもいいのではないだろうか。

　お祭り騒さわぎをひとまず収めて業務に戻りながら、ルキアンに対する認にん識しきを少し改めようかと香月は思った。










「たぶん、まだ帰ってないよな」

　一日の仕事を終えた後、香月は離はなれの『幻月』の様子を見に行った。彼の許にはいずれ八月の月次決算報告書が届けられることはわかっていたけれど、自分の口から黒字を出したと伝えたかったのだ。

　けれど『幻月』を訪ねたところでルキアンに会えるかどうかはわからなかった。最近ルキアンは本業が忙いそがしいようで、頻ひん繁ぱんに外出していた。一度出で掛かけると戻るのは大たい抵てい夜遅おそくで、時間によっては香月と守衛が裏口から出で迎むかえることになり、あまり遅くなるようだと外がい泊はくすると連れん絡らくが入る。帰宅時の少し疲つかれた横顔を見ていると、都内のホテルに泊とまるか部屋を借りるかすればいいのにと思うこともしばしばだったが、香月はそれをどうしてか口には出せずにいた。

「あ、れ？　明かりが……」

　離れへ通じる専用の渡り廊ろう下かから見上げた『幻月』に仄ほのかな明かりが灯ともっていた。知らず急ぎ足になって廊下を進むと、『幻月』の戸口から秘書らが出てくるのが見えた。

「リトヴィノフ様はもうお休みになりましたか？」

　起きていても疲れているようなら会わずに戻ろう。そう思いながら、香月は彼らに尋たずねた。

「まだ起きておいでですよ。少し外の空気を吸いたいとおっしゃって庭へ……離れの庭ではなく、本庭園へ下りていかれました」

　ほんの数分前のことです、と主に似て日本語の堪たん能のうな秘書が丁てい寧ねいに教えてくれた。その間に別の秘書が携けい帯たい電でん話わでルキアンの所在を確認したらしく、

「マチヤにいるそうです。わかりますか、マチヤ？」

「あ、はい。待屋ですね。お気き遣づかい有り難がとうございます」

　香月は礼を言いながらも、秘書らの愛あい想そと段取りのよさにいささか面めん食くらった。ルキアンの息いき抜ぬきの邪じや魔まをする気はなかったのだが「やっぱりいいです」とは言いづらい雰囲気だ。しかも、その階段を降りていったとルキアンの足取りまで教えられては、後を追わない訳にはいかない。香月は恐きよう縮しゆくしながら庭園へ向かった。

　庭園の中央にある池を回り込み、小川に架かかる太たい鼓こ橋ばしを渡わたる。絹のように水の落ちる滝たきの音が聞こえてくると、木々の狭はざ間まから茶室と待屋が見えてくる。待屋の三方を囲む漆しつ喰くいの壁が月光に青く染まり、格こう子しの嵌はまった円窓から、長なが椅い子すに腰こし掛かけた男の横顔が垣かい間ま見みえた。静せい謐ひつ、という言葉が頭に浮うかんだ。

　──……これ、煩うるさいかな。

　急に雪せつ駄たの足音が気になった。雪駄の裏底には金具がついていて、飛び石伝いに歩くたびにかちゃかちゃと音を立てるのだ。絨じゆう毯たんの敷しき詰つめられた旅館内では足音が立たないし、事務所などでは気にならないけれど、この静せい寂じやくの中では、一度足を止めたら再び踏ふみ出すのが悪いような気になった。

「どうした、賑にぎやかな足音を立てて。何かトラブルか？　それとも文句でも言いにきたのか？」

　待屋から、からかうような声がした。香月の足音は随ずい分ぶん前から聞こえていたのだろう。こんなに近くに来てから足音を気にして進むことも戻もどることもできなくなった香月の気まずい思いを察したかのような、それは彼らしい軽口だった。

「どっちも違ちがうよ。八月の報告と、それから……お礼を言おうと思って」

　答えて、香月は再び歩を進めた。

「礼？」

　ルキアンが驚おどろいた様子で片眉まゆを上げる。たった今まで声の調子も表情も香月をからかうようだったのに、礼と聞いた途と端たん、酷ひどく訝いぶかしげなものに変わるのはいったいどういうことなのか。

「どうしたんだ。何かあったのか？」

「だから、報告とお礼を言いに来たって言ってるじゃないか」

　待屋の前で、香月は憮ぶ然ぜんとして言い返した。だが考えてみれば、これまでのルキアンに対する香月の態度は決して褒ほめられたものではない。疑ったり突つっかかったり反発したりと、そんなことばかりだったのだから、こういう反応をされるのは仕方がないのかもしれない。

　香月はルキアンの正面に立って、雪駄の爪つま先さきを揃そろえた。

「八月の月次決算で初めての黒字が出ました。事務方や板場、仲居さん達、皆が頑張ってくれたおかげです。でも、そんなふうに奏月亭の皆の気持ちが一つになるきっかけを与あたえてくれたのは、リトヴィノフ様だと思っています。リトヴィノフ様のおかげで奏月亭は生まれ変わることができました。……有り難うございます」

　香月はまっすぐにルキアンを見つめると、心を込めて深々と頭を下げた。伝えたかったのはこれで全部だ。すっきりとした気分で香月は頭を上げた。

「息抜きのお邪魔をして、申し訳ございませんでした。それではリトヴィノフ様、私はこれで──」

「ルキアン」

「──は？」

　暇いとまの挨あい拶さつを遮さえぎられ、香月はきょとんとしてルキアンを見た。

「あの、何でしょうか……？」

　香月は嫌いやな予感に何となく逃にげ腰ごしになった。ルキアンが、香月を小こ馬ば鹿かにするときによくする、あの意地の悪そうな薄うすい笑えみを口くち許もとに浮かべていたからだ。

「おまえだの噓うそつきだのと言われた後で敬語を使われても、気持ちが悪いだけなんだが」

「それは……あのときは、申し訳ございませんでした」

「だから、それが気持ち悪い。今は仕事中じゃないんだろ、だったら普ふ通つうに話せばいい。ついでにリトヴィノフ様呼ばわりもナシだ、ルキアンでいい」

「いやでも、名前の呼び捨てはどうかと……」

「へぇ？　おまえ呼ばわりはできても名前は呼べないのか。それはどういう基準なんだ？」

　う、と香月は口ごもった。確かにお客様であり、融ゆう資し元の財ざい閥ばつグループの次期総そう帥すいでもあるルキアンに対して、おまえ呼ばわりはまずかった。それに一度だけとはいえリトヴィノフと呼び捨てにもしてしまっている。できることなら、なかったことにしてしまいたいが口から出たものは戻せない。それにどうやらルキアンはかしこまった敬語よりも砕くだけた言葉の方が好きなようだ。しかし、だからといってお客様の名前を呼び捨てにするのは、もっとまずいのではないだろうか。

「あ、…っ？」

　かちゃ、と焦あせったように雪駄が鳴った。上手うまい断りの言葉を探しているうちに、ルキアンに手首を摑つかまれて強く引き寄せられたのだ。

「それで？」

「え、それでって？」

「だから、礼をしに来たんだろ？」

「いや、お礼を言いに来たんだけど」

　だからもう用事は済んだので香月は館内に戻ろうとしていたのだが、ルキアンは不満そうな顔をしている。香月の手首を摑む長い指にぐ、と力が籠こもった。

「わざわざここまで来ておいて、ありがとうで帰る気か」

　ルキアンが器用に片眉を上げた。口許にはどこか悪戯いたずらっ子のような笑みが乗る。どこかで見たようなその笑い方に香月の中で何かが形を成そうとしたが、次のルキアンの言葉に気を取られ、それは瞬またたく間に霧む散さんした。

「礼が言葉だけじゃ納なつ得とくできないな。感謝は形にしなきゃ意味がないだろ」

「形って、プレゼントとか？」

「プレゼントというか、ご褒ほう美び」

　ルキアンは組んでいた足を解きながら、もう一方の腕うでをさり気なく香月の腰こしに回す。

「そうだな。──キスをしてもらおうかな、あなたから」

「キ…!?」

　瞬しゆん間かん、頭が真っ白になった。そこに閃ひらめくように融ゆう資し契けい約やくの夜の記き憶おくが蘇よみがえり、身体からだが勝手に逃げを打つ。だが、座ったまま、ゆったりと香月を囲い込んでいるだけに見えたルキアンの腕の中から逃げ出すことはできなかった。香月の腕を摑み、腰を抱だいた彼は、痛みや拘こう束そく感を与えず、それでいて逃げだすことも許さないという絶ぜつ妙みような力加減で香月を捕とらえていたのだ。

「ちょ、ちょっと待って、なんでそんな変なことばっかり言うんだ……！」

「別に変なことじゃないだろ。あなたは俺のものなんだし」

「違──」

「否定したら契約破は棄きと見み做なすからな。融資した分、全額返済してもらう」

「そんなの無理だってわかってる癖くせに……っ」

「だったら素す直なおに礼をすればいい。あなたから俺にキスをするだけだ。そのくらい簡単だろ？」

　そのくらいと言われても、と香月は困って眉を下げた。強い視線から逃のがれるように俯うつむいても、ルキアンは下から覗のぞき込むようにして香月の眼まな差ざしを捉えてくる。どうやら逃がしてはもらえないようだ。

「……わかったよ。けど、ここじゃ、ちょっと。どこか他ほかの場所でなら」

「なぜ？」

　なぜって…、と香月は言い淀よどんだ。この待屋は幼い頃ころ、ルカと出会った場所なのだ。香月にとって宝物のように大切な思い出の場所で、男相手にキスをするのは躊躇ためらわれる。

「俺の言うこと、きけないのか？」

　からかうような口調の中に僅わずかな苛いら立だちが混じっている。多分その先は、それなら借金を返せと続くのだろう。

「……わかった」

　仕方がない。ルキアンの奇き妙みように真しん剣けんな眼差しに押し負けて、香月は渋しぶ々しぶと頷うなずいた。

「じゃあ……目、閉じて」

　香月の言うままにルキアンが瞼まぶたを下ろした。今のうちに逃げてしまおうかと、そんな思いが胸を過よぎったが、ルキアンの腕はしっかり香月の腰を抱いたままなので逃とう亡ぼうは断念せざるを得ない。

　──仕方ない。ちょっとの我が慢まんだ。ほんの一瞬で済むんだから。

　二人ともが口を閉とざすと、小川のせせらぎや滝たきの水音が密ひそやかに聞こえてきた。月明かりに照らされた待屋は青く染まり、少しずつ近づく二人の影かげをどこか儚はかなく映している。これが男女のカップルならさぞやいい雰ふん囲い気きになるのだろう。こんなところで男二人で何をやっているんだか、と思わないでもなかったが、覚かく悟ごを決めて香月はおずおずとシャープなラインを描えがくルキアンの頰ほおへと唇くちびるを寄せた。

　──あと少し……。

　なぜか酷く緊きん張ちようして、心臓が早はや鐘がねを打つ。香月は片手で胸を押さえ、思い切って顔を近づけた。頰に触ふれるまであと三センチ──

　そのとき、急にルキアンの顔が動いた。

「うわぁっ!?」

　危あやうく唇同士が触れそうになり、香月は弾はじかれたように身を引いた。

「な、なんで急に動くんだ！」

「なぜ動かないと思うのか、そっちのほうが俺には不可解だ」

　薄く笑ったルキアンに腰を抱き寄せられ、膝ひざの裏を掬すくわれたかと思うと、香月はルキアンの膝の上に横座りに乗せられてしまった。

「ちょ、何を…！」

「だから、礼だろ」

　男の膝から降りようと慌あわてる香月にまるで構わず、キスといったら唇が常識、などと嘯うそぶく唇が迫せまってくる。ちょっと待て、と香月は身を竦すくめたが、それは遠えん慮りよなく香月の唇に重なった。

「……っ、ン…っ」

　そのキスは融資契約の夜のそれとはまるで違ちがっていた。

　最初から香月の唇を割って、ルキアンの舌が侵しん入にゆうしてくる。

　必死になって逃げる舌を、いかにも楽しげに追い回されて悔くやしさが込み上げたのは一瞬のことだ。香月の舌はルキアンのそれにいとも容易たやすく捕とらえられ、びくりと全身が震ふるえたときには羞しゆう恥ちと危機感で一いつ杯ぱいになった。

　男の膝の上に乗せられて唇を奪うばわれるなんて、どう考えても異常事態だ。妙みようにいやらしい感じのするキスが耐たえ難がたいほど恥はずかしくて、香月はルキアンの逞たくましい肩かたを両手で突つき放そうとする。しかし力強い腕にがっちりと腰を抱かれ、もう片方の手で顎あごを押さえられていては、体格で負けている香月には勝ち目がない。

「…っ、んぅ、ゃ…っ……」

　ひとしきり弄もてあそばれて、身体に恐きよう怖ふとは違う意味での震えが走り始めた。このままでは自分がどうなってしまうかわからない。強きよう烈れつな危機感に、顎を押さえるルキアンの手に香月は思い切り爪つめを立て、力が緩ゆるんだ一瞬の隙すきをついて無理やり顔を背そむけた。

「も、いいだろ……っ、これで、終わり、で……」

　乱れた呼吸を整えながら急いで膝から降りようとしたが、ルキアンは香月を解放する気はないようだった。細い身体を力強い腕に簡単に拘束されて、強ごう引いんに顔を上げさせられ、香月はそのままの姿勢で固定されてしまった。

「何するんだ！」

「ご褒美を貰もらう。本当はあなたからのキス一つで済ませてやるつもりだったのに、そんなこともできないで相手を焦じらしたりするから、こういうことになるんだ」

「焦らしてなんか……っ」

「俺は焦らされた。自分の容姿や言動が男にどんな影えい響きようを及およぼすか、あなたは少し学習した方がいい」

「な、……っ、んん…っ」

　抗こう議ぎの言葉は再びルキアンに飲み込まれた。戦慄わななく唇の表面を舌先で辿たどり、柔やわらかく歯を立て軽く吸い、彼は香月の唇をまるで甘いものでも味わうように弄ぶ。そうして唇を緩めさせると再び口こう腔こうに舌を差し入れてきて、香月の舌を搦からめとった。巧たくみなキスに長い間翻ほん弄ろうされて、香月の感覚は次し第だいに狂くるい始める。

　嫌いやだと思うのに、ぬるりと舌が擦こすれ合い、強く吸われると身体の芯しんがじんと痺しびれる。必死で抵てい抗こうしようにも、どうしようもなく身体から力が抜ぬけてゆき次第に意識が霞かすみ始めた。ルキアンを突き放そうとしていた手は、今や震えながら彼の肩に縋すがりついている有様だ。

　──こんなの、どうかしてる……。

　けれど、もう香月にはどうにもできない。どうすればいいのか、わからない。

「……は、ぁ……」

「綺き麗れいだな、あなたは」

「…え……？」

　キスの合間にルキアンが何か呟つぶやいた。

「こんなことをされているのに、生々しさが少しもない」

　月や花のようだと囁ささやく声は、乱れた呼吸と心音が耳元で煩うるさく鳴るせいで香月には上手うまく聞き取れない。それよりも、じんじんと疼うずいている赤く濡ぬれた唇を舌先でなぞられる感覚がたまらなかった。

　熟うれた唇をちゅ、と音を立てて軽く吸われただけで身体に甘い痺れが走る。身体からだ中じゆうの神経がどんどん狂っていくかのようだ。怖こわくて思わず竦めた肩から、するりと羽織を落とされたが香月には気付く余よ裕ゆうもない。

「このままにしておきたい気もするが……、それはそれで腹立たしいな」

　手に入った気がしない。そう呟いたルキアンの唇がすっと移動し、赤く色づいた耳みみ朶たぶにやんわりと歯を立てた。

「…っ、ぁ…っ」

　びく、と香月の身体が跳はねた。思わぬ刺し激げきにはっと意識が鮮せん明めいになる。

「や、嫌だ、なにし、て……っ」

「さぁ、何だと思う？」

　ルキアンが薄うすく笑う。その手に着物の裾すそを大きくはだけられ、香月は身を硬かたくした。

「や…っ！」

　ルキアンの手が直接脚あしに触れてくる。香月は驚おどろいて両りよう膝ひざを閉じ合わせ、片手で裾を搔かき合わせながら、もう一方の手でルキアンの手を振ふり払はらった。が、そんな抵抗などなかったかのように無礼な手は香月の腿ももの内側へと、するりと忍しのび入ってくる。

「ちょ、やだ、何を……っ」

「このくらい構わないだろう？　俺は随ずい分ぶんあなたのために働いたはずだ」

「だからって、こんなこと……っ」

　大だい胆たんに乱されていく着物と長なが襦じゆ袢ばんの裾を必死に押さえて抵抗すると、欲望を孕はらんだ熱い声がじわりと耳朶を嚙かんできた。

「あなたは自分が誰だれのものなのか、理解する気がないみたいだな」

「……っ！」

　はっとして香月は息を飲む。

　香月がルキアンのものになること──それは融ゆう資し契けい約やくの条件だ。確かに香月はそれを受け入れ、契約が成立した。

　──けど、まさか本当にこういう意味が含ふくまれていたなんて。

　融資契約の夜にキスをされはしたけれど、あれは香月の覚悟を試ためす手段だと思っていた。実際、あの夜以来ルキアンが香月に性的な意味合いで触れてくることはなかった。

　けれど今は違ちがう。香月に触れてくるルキアンの手は熱い欲を秘ひめている。

　逃にげたい。けれど、逃げられない。

　契約に抵抗を封ふうじられ、香月は身を硬くした。

「……奏月亭を気に入ったって、失いたくないって……そう言った癖くせに」

　美しい場所は美しいままに維い持じしたい。そんな台詞せりふを口にしながら、こんな振る舞まいをするのかと香月は眼まな差ざしでルキアンを責める。

「噓うそは言ってない。ただ俺には奏月亭より気に入った、失えないものがあるというだけの話だ」

「何だよそれ。気に入っているのは、人を契約で縛しばって好き勝手すること？」

　香月の憎にくまれ口に、ルキアンがすっと目を細めた。

「あなたは俺に逆らえる立場だったか？」

「や…！」

　ばさりと音をたてて着物の裾が大胆に捲まくられる。脚の付け根まで外気に晒さらされ、ぞくりと香月が身を震わせたとき、容よう赦しやなく下着まで引き下ろされて月明かりのもと、下か肢しを露あらわにされてしまった。

「や、嫌だ…！」

　抗あらがってはいけないと理性ではわかっていた。しかし、あまりのことに身体が勝手にルキアンの腕うでから逃のがれようとする。だが、香月を拘こう束そくするルキアンの腕はびくともせず、拒きよ絶ぜつの声を上げかけた唇くちびるは彼のそれに強引に奪われた。

「…ぅ、んん…っ……」

　舌を痺れるほどに吸われながら、熱い手に脚を撫なでられるのを感じた。するりと内うち腿ももを這はい上がる手に驚きよう愕がくして膝ひざを閉じ合わせたが、そんなことで彼の意志を阻はばめる訳もない。ルキアンの指が容赦なく性器に絡からみつき、他人にそんな場所を触ふれられたことのなかった香月はあまりのショックに震え上がった。

　──や、嫌だ……！

　心の叫さけびを聞きつけたかのように、強こわ張ばった香月の舌をルキアンが甘く嚙んでくる。舌に柔らかく食い込む歯の感かん触しよくにぞくりと背筋を震わせながら、熱い手に性器をゆるゆると刺激されて、香月は知らず喉のど奥から小さな鳴き声を漏もらした。

　──どうして、こんな……こんなの、おかしい。

　男なのに同じ男に着物を乱され、身体に触れられているなんて。しかも夜の闇やみに包まれているとはいえ、ここは外だ。待屋には屋根と三方に壁かべがあるが、庭園に面した部分には隔へだてるものは何もない。そんなところで不ふ埒らちな行こう為いに及び、もし誰かが通りかかったら──

「やだ、放せ！　頼たのむから……！」

　こんな夜よ更ふけに奥庭まで人が来るはずはない。けれど香月の声は辺りを気にして、ほとんど息の音のようだった。

「震ふるえてるのか？　……可愛かわいいな。こんなふうに触れられるのは初めて？」

　奥歯を必死に嚙み締しめながら、当たり前だ、と香月は胸中で答えた。意思に反して反応し始めた熱を手のひら全体でねっとりと扱しごき上げられて、口を開いたらとんでもない声が出てしまいそうだ。

　──よりによって、ここで、こんなこと……っ。

　香月は下肢に触れてくるルキアンの手にきつく爪を立て、必死でそこから引き剝はがそうとした。けれどルキアンはまるで痛みを感じていないかのように平然と香月の熱を嬲なぶり続ける。身を捩よじって抵抗しても彼の腕からは逃げられず、宙を蹴けって暴れる爪つま先さきから雪せつ駄たが脱ぬげて落ちるばかりだ。

「や、ぁっ……や、め……っ」

「嫌いやじゃないだろう？　ほら、濡れてきた。……いやらしいな」

「…ぁっ、いや、やぁ…っ」

　とろりと潤うるんだ先せん端たんを指先でくすぐられ、くちゅ、と濡れた音がした。辺りが静まり返っているせいで、香月の耳にはその密ひそやかな音は実際以上に大きく響ひびく。必死に嚙み殺していた嬌きよう声せいも、はしたなく蜜みつを零こぼし始めた性器への巧たくみな愛あい撫ぶと首筋や耳元に繰くり返されるキスに次し第だいに解かれ始めた。

「や、だめ…っ……さわら、な……っ、あぁ…っ」

「噓つきだな。そんないい声、本当に嫌なら出ないだろ」

　感じてる、と笑い混じりに囁かれ、カッと身の内で熱が弾はじけた。

　本当に、嫌なのに。それなのにどうしてルキアンに触れられて、こんなにも反応してしまうのだろう。香月は自分の身体が信じられず、初めて他人の手で一方的に与あたえられる快楽にどうすればいいのかわからなくなった。

　──こんなの、おかしい……おかしいのに……っ。

　香月は今まで自分を育ててくれた祖母の千春に恩返しをしようと、千春の大事な奏月亭を守り、受け継ついでいくことだけを考えて生きてきた。もちろん女の子と付き合ったこともあるけれど、香月の中で最優先にされていたのは常に千春と奏月亭だ。そのせいか恋こい人びとができても長続きせず、セックスの経験も実は少なくて、他人に身体を触れられること自体がこれまでほとんどなかった。征せい服ふくする意志を持って同性に触れられたことなど、もちろんない。

　巧みな愛撫に経験したことのない官能を刺激され、溺おぼれてしまいそうなほど深い快楽を引き出されてしまっては、セックスの経験の少ない香月などひとたまりもなかった。

「あ、あぁっ……」

　着物の裾をしどけなく乱し、押し寄せてくる快楽の波に切なく身を震わせる。ルキアンは服装に一分の乱れもないのに、その膝の上で香月一人が淫みだらな姿を晒し、一番恥はずかしいところを露にされて男の手に嬲られていた。

　そこを弄いじられてくちゅくちゅと濡ぬれた音を立てる、自分の身体からだのはしたなさ。それを思うと燃えるような羞しゆう恥ちに襲おそわれ、逃げ出したくなる。けれど小刻みに震える身体には思うように力が入らず、抵てい抗こうどころか香月はもうルキアンの肩かたに縋すがりつくのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「…っ、あんっ」

　いつの間にか、きちんと着付けられていた着物の胸むな元もとを大きくはだけられ、首筋を伝い下りた唇に小さな乳ち首くびを含みとられた。これまで特に意識したこともなかったその場所を吸われたり舌で押し潰つぶされたりすると、酷ひどく切ない刺激が走ってどうしてか腰こしが疼うずいてしまう。

「…っ、や、い…やぁっ……こん、な……っ、ど、して……っ」

「胸でこんなに感じるのか。可愛いな」

　年下の男に好きにされた挙げ句そんな台詞を囁ささやかれても、言い返すこともできない。

　身体がもう自分のものではなくなりかけているような気がした。ルキアンに触れられ、彼の思い通りに反応する、彼のための身体に作り変えられてしまうような……。

「あ、あぁ…っ、やだ、や…っ、も…やめ、て……っ」

　つんと尖とがって切なく疼き出した乳首を舌で押し潰されて、足袋たびに包まれた爪先がぎゅっと丸くなる。身体の中に溜たまった熱が苦しくて涙なみだが溢あふれた。この酷い快楽に意地もプライドも壊こわされて、香月は自分を追い詰つめている男に許しを請こうしかない。

「お願、い…っ、もういや、も、…ぁっ、あぁんっ」

　とろとろと雫しずくを零す先端を指先でくすぐられ、乳首を吸われて、びくびくと身体が反り返る。快楽と共に下腹部に溜まった熱は毒のように全身に回り、身体が勝手に身み悶もだえるのも腰こしがいやらしく捩れるのも、指先まで細かく震えるのも香月にはもう止められない。

「ぁ…っ…あんっ、やぁっ……っ」

「そろそろ限界か？」

　がくがくと香月は頷うなずいた。身体中が熱い。膝の上で悩なやましく乱れる腰をずっと抱だいていたルキアンの腕が上がり、猫ねこにするように香月の喉のどを撫でてくる。そしてその手はいかにも楽しげに、涙に濡れ、快楽に歪ゆがんだ香月の顔を彼の方へと向けさせて固定した。

「ご褒ほう美びは、俺にいかされるあなたの顔だ。それを鑑かん賞しようさせてもらう」

「や…！　そんな……っ」

「ほら、いけよ。見ててやるから。もう我が慢まんできないだろ」

　嫌だ、と必死に抗うけれど、既すでに身体は限界だ。嫌なのに、感じている顔を背そむけることもできず、濡れそぼった性器に強い刺し激げきを与えられ、びくんっ、と大きく身体が跳はねた。

「や、あぁっ、いやぁっ──……ッ！」

　無理やり追い上げられて、喉から悲鳴がほとばしる。

　感かん極きわまって涙を零す快楽に染まった淫らな表情も、身体に溜まった熱を放つ恥ずかしい姿も、香月は何も隠かくせずに彼の目の前に曝さらけ出すしかなかった。










　　　　◇




　満を持して迎むかえた十五夜は晴天に恵めぐまれ、愛めでるに相応ふさわしい名月が夜空に皓こう々こうと輝かがやいた。

　昼間の熱気を吹ふき払はらう風に空気は澄すみ渡わたり、水面に映る火ほ影かげも美しく、管かん弦げんの音もさやかに奏月亭の九月のイベント、月見の宴うたげは開かい催さいされた。

　メインイベントの薪たきぎ能のう鑑賞会も大きな拍はく手しゆをもって幕を閉じ、その後の食事会では神尾が考案した京懐かい石せき風創作料理も好評を博した。

　挨あい拶さつ回まわりの最中はあちこちから「よくここまで立て直したな」とか「花見の頃ころはもう駄だ目めかと思ったよ」とか「庭園で電でん飾しよくがチカチカしたときはどうなることかと思ったけど、こんなに素す敵てきに生まれ変わってくれてよかったわ」などと、常連客から労ねぎらいの声を掛かけられた。香月は現在の奏月亭が人々に認められ、受け入れられたことにほっとしたけれど、ここまで立て直すために力を貸してくれた人物のことを思うと複雑な気分になってしまう。

　──見直すんじゃなかった、あんな奴やつ。

　ふとした拍ひよう子しに脳のう裏りに蘇よみがえる銀ぎん灰かいの双そう眸ぼうに苛いら々いらした。夜風に揺ゆれては月光を細かな銀色に弾はじく羽織の裾すそさえ忌いま忌ましい。

　薪能と料理を堪たん能のうした人々は、今は広々とした芝生しばふの広場に設しつらえた歓かん談だんスペースで日本酒やワインなどのグラスを傾かたむけながら余よ韻いんを楽しんでいる。今日は少し気になるお客様がいたので神経を使ったが、このまま何事もなければあと一時間ほどでイベントは終しゆう了りようだ。

「成功のようだな」

「……おかげさまで」

　この数日、香月が徹てつ底てい的に避さけていた人物がすっと身を寄せてきた。本当は無視したかったが、相手はわざわざチケットを購こう入にゆうしてイベントに参加しているお客様なので、そうすることもできない。言葉少なに返事をして香月がさり気なく距きよ離りを置くと、ルキアンは当然のように開いた隙すき間まを詰めてきた。

「まだ怒おこってるのか？」

　当たり前だ、と香月は胸中で吐はき捨てた。人にあんなことを、しかも野外でしておいて、よく平然と話しかけられるものだ。できることならその綺き麗れいに整った精せい悍かんな顔をグーで思い切り殴なぐってやりたいと心の底から思ったが、内心の怒りを何とかねじ伏ふせて静かに答えるに止とどめた。

「……何のことでしょう？」

「何だ、まだご機き嫌げん斜ななめなのか。あの夜は、あんなに気持ちよさそうにしていたのに」

「…ッ」

　カッと頰ほおが熱くなった。こんなところで何を言い出すんだ、と香月は隣となりの男を睨にらみ付ける。だが相手は怖こわがるどころか、水割りのグラスを片手で揺らしながら薄うすい笑えみを口くち許もとに浮うかべ、更さらにとんでもない台詞せりふを繰くり出してきた。

「ああ、あなただけ無む理りやりいかせたから？　それとも外でしたのがまずかったのか？」

「馬ば鹿か、変なこと言うな！　お客様の前なんだぞ」

　こんなところでしていい話ではない。香月は言葉を取り繕つくろうことも忘れて、小声で鋭するどく叱しつ責せきした。だが、ルキアンは素知らぬ振ふりだ。

「それも違ちがうなら、そうだな。──場所が悪かった、とか」

　急に声を低められ、条件反射で怯おびえたように肩がびくりと揺れてしまう。こうして少し間を置いた後、何か含ふくみを感じる口調でルキアンが物を言うときは、融ゆう資し契けい約やくや待屋でキスを要求されたときのように、良からぬ事の起きる前兆なのだ。

　これ以上踏ふみ込まれてたまるかと、香月は先手を打って予防線を張った。

「場所の問題じゃない。ああいうことを無理やりされて怒らない人間がいると思うのか」

「あなたが焦じらして煽あおるからだろ。素す直なおに俺にキスしていれば、あの場はそれで済んだんだ」

　そんな言葉を信用できるか、と香月は密かに拳こぶしを握にぎった。キスをしていればしていたで、結局この男はああいう状じよう況きように持ち込んだかもしれないのだ。

「どうしてあの場では嫌いやがった？　場所を変えたいと言っただろ。それはあの場所に何か思い入れでもあるからか？」

　口を閉とざした香月を見つめるルキアンは相変わらず口許に笑みを浮かべていたが、目は笑っていなかった。予防線は無意味だったようだ。さすがに実力で財ざい閥ばつグループの次期総そう帥すいの座を勝ち取っただけあって、彼はとても目め敏ざとい。あんな些さ細さいなやり取りの中から、香月の胸の奥に大事に仕し舞まわれている宝物の存在に気付いていた。

　──絶対、教えない。そこは、おれにとって大事な思い出の場所なんだ。

　あの待屋は、香月がルカと──ルカーシュという、ロシアから来た少年と出会った場所だ。

　それは忘れようにも忘れられない、六月二十五日。香月の十二回目の誕生日の宵よいだった。

　その日は亡なくなった両親の魂たましいが現世を離はなれると言われる四十九日と重なって、誕生日どころではなかった。祖母や叔父おじが傍そばにいるとはいえ両親を一度に失い、更にその魂までいなくなってしまうと思うと胸が潰つぶれそうに苦しくて、法要の後、香月は母の着物を両手に抱かかえ、父の羽織を肩かたから羽織り、待屋の中でうずくまっていた。

　そうして待っていたのは、蛍ほたるだ。

　庭園の池に流れ込む小川が近くを流れているので、待屋からはこの時季になると時折蛍が見られる。青白い小さな光を瞬またたかせて舞まう蛍は亡くなった人の魂だと、奏月亭の宿しゆく泊はく客だったか従業員だったか、とにかく誰だれかがそう言っていたのを思い出し、それなら蛍になったお父さんとお母さんに今ならまだ会えるかもしれないと考えたのだ。四十九日目は、まだ夜の十二時を回っていなかったから。

　両親が蛍になって現れるとしたら、乱らん舞ぶの見られる桂川よりも二人の大事にしていた奏月亭の庭のはずだ。そう思い、香月は両親の着物に包まれてじっと蛍を待っていた。けれど薄はつ荷か飴あめのように白っぽかった月が皓々と輝きだしても、香月の足あし許もとにも届いていなかった月光が待屋の中を青く染め上げる頃になっても、蛍は一匹ぴきも現れない。

　──もう蛍でなくてもいい。

　香月は震ふるえる唇くちびるを嚙かみ締しめた。幽ゆう霊れいでも何でもいいから、お父さんとお母さんに会いたかった。会いに来て欲しかった。顔が見られなくても、抱き締めてもらえなくても、ほんの少しでいい、その存在を間近で感じさせて欲しかった。だって今日は、香月の誕生日なのだ。

　息を殺し、声を嚙み、ただひたすら待ち続けてどのくらい経たった頃だろう。

　闇やみの中、待屋の窓の向こう側に、仄ほのかに青白く輝くものがちらちらと見え隠れした。

　蛍だ。

　そう思ったときには香月は待屋を飛び出していた。だが、そこにいたのは待ち望んでいた蛍ではなかった。驚おどろきに見開かれた漆しつ黒こくの双眸に映ったのは、白に近い金きん髪ぱつを月光に青白く煌きらめかせた外国人の少年だ。

　──蛍じゃない。お父さんとお母さんじゃなかった……。

　ちらちらと光って見えたのは月光を弾く少年の髪かみだ。がっかりして香月が待屋の長なが椅い子すに戻もどると不思議な響きの言葉が聞こえ、少しの沈黙の後、綺麗な英語が聞こえてきた。

『──何だ。ここで綺麗なものが見られるって聞いたから、それかと思ったのに』

　ちょっと生意気そうな口調は、香月より幾いくつか年下と思おぼしきその少年のものだ。

　香月は、いずれ奏月亭を継つぐときのためにと沢たく山さんの習い事をさせられていた。その中に英会話も入っていたから、少年の言葉は理解できる。だから、ふと気になって尋たずねた。

『それ、って、何のこと…？』

『だから、綺麗なもの。それが何のことかは知らないけど、今この小屋の中で何かが小さく光ったから、それがそうなのかと思ったんだ。でも違ちがった。涙なみだだ』

　あ、と香月は慌あわてて涙を拭ぬぐった。きっとこの子は奏月亭のお客様なのだろう。無様なところは見せちゃいけない。

『……その綺麗なものって、蛍のことだと思うよ』

　泣いているところを見られた気き恥はずかしさに顔を背そむけてそう教えると『蛍？』と少年は気難しそうな声を出して、軽く眉まゆ根ねを寄せた。やっぱり生意気な仕草だ。小さくて可愛かわいらしい、フランス人形のような姿に似合わないその表情に、香月はなんだか笑いを誘さそわれて、うん、と気安く頷うなずいた。

『おれはここで蛍が来るのを待ってるんだ』

『ふぅん。じゃあ俺も』

　涙の訳を尋ねることも下手へたに慰なぐさめることもせず、少年はすいと待屋に入ってきて香月の隣に座り込んだ。

　それきりどちらも何も言わず、互たがいの体温が空気を通して仄かに伝わるのを感じながら並んで蛍を待った。

　結局その夜蛍は現れなかったのだけれど、心が壊こわれそうな寂さびしさはなぜだか少し和やわらいで、香月は両親がこの世を離れてしまうという一日をどうにか乗り越こえることができた。

　翌日、香月はその少年のことが何となく気になって、夕食の後で家を抜ぬけ出しこっそり待屋へ行ってみた。すると蛍を待っているのか、その少年が長椅子に座っていた。次の日も、そのまた次の日も。

　そうして一いつ緒しよに過ごすうちに香月はその少年──ルカと打ち解けていった。

　子供同士のことで、少し互いが歩み寄れば仲良くなるのはあっという間だった。奏月亭の裏に広がる森で遊んだり、一緒に縁えん日にちに行って金魚掬すくいをしたり、掬った金魚を空だったロビーの花器に放して二人で千春に怒おこられたりと、思い出は枚挙に暇いとまがない。

　出会ったのが香月の誕生日の夜だったから、亡くなった両親がプレゼントとしてルカに出会わせてくれたのではないかと思うほど一緒に過ごす時間が楽しくて、香月はルカといると寂しさを忘れられた。だから夏の終わりにルカが奏月亭を離れるときには、置いていかれるのが嫌で悲しくて、泣いて泣いて見送りもできないほどだった。

　そんな香月を見かねたルカが、帰国の前夜、絶対にまた会いに来ると香月に約束してくれた。すぐに戻ってくるから待っていて、と香月がねだるままに指きりまでしてくれた。輝かがやき始めた月の下、風に揺ゆれる木々の葉は陰かげが青く映る待屋で。

　約束は子供同士のもので保護者の預かり知らぬことだったし、ルカは外国からの観光客だ。交かわした約束が守られる可能性はほとんどないことを、当時の香月はわかっていた。きっとルカも同じだっただろう。

　あれからルカが奏月亭を訪おとずれることはなく、約束はとっくに時効になっていたけれど、香月はあのときのことを大切に心に仕舞っている。ルカがくれた約束は、今でも香月の支えの一つなのだ。

　待屋は、そんな大事な思い出の場所だった。

　ルキアンは、事もあろうにそこであんな不ふ埒らちな真似まねに及およんだのである。ただのセクハラだとしても許し難がたいことなのに、香月にしてみれば聖域を踏み荒あらされたも同然だ。

「へぇ、やっぱりあの場所には何かあるのか」

「あってもなくても、関係ないだろ」

「関係ない？　人が贈おくった着物に袖そでを通しておいて、酷ひどい言い草だな。あの夜、あんな姿を見せた相手でも、あなたにとっては無関係なのか？　だったら最後まで関係しておくんだった」

　ひく、とこめかみが引き攣つった。もしかしたら青筋が浮うかんでいるかもしれない。香月は目だけを動かして、薄うすく笑っている隣となりの男を睨にらみ付けた。

「……言っておくけど、この着物は仕方がないから着てるんだ。わざわざ朝礼に顔を出して『黒字の祝いだ。ぜひイベントで袖を通してくれ』なんていかにも親切そうに渡されたら、皆みなの手前、着るしかないじゃないか」

　香月が今日纏まとっているのは、従業員の目の前でルキアンから贈られた着物だった。真新しい羽織に袴はかま、長着と帯、羽織紐ひもや足袋たび、襦じゆ袢ばん、半はん襟えりに到いたるまでトータルで揃そろえられたものである。礼装用の着物を持っていなかった香月はイベントにはスーツで臨のぞむつもりだったし、そんな高価なものを贈られる謂いわれもなかったので受け取れないと断ったのだが、「まあまあ、こういうことは気持ちだから」と従業員らに執とり成なされ、受け取らざるを得なかった。

「どうしてあんなことをしたんだ」

　香月はそう尋ねたが、あんなことというのがどれのことなのか、自分でもよくわからなかった。着物のことなのか待屋でのことか、神尾を紹しよう介かいしてくれたり経営の立て直しを助けてくれたことなのか、融ゆう資しをもちかけてきたことか──

　そんな香月の曖あい昧まいな問いかけを、ルキアンは「どうしていかにも親切そうに着物を渡したのか」と解かい釈しやくしたようだった。

「そんなの決まってる。あの夜着物を汚よごした詫わびだなんて本当のことを言ったら、その着物、あなたは絶対に受け取らなかっただろ？」

「だからどうしてそういうことを……！」

　関節が白くなるほど強く拳こぶしが震える。本心なのか単なる揶や揄ゆなのかは知らないが、とんでもない答えを平然と返され、香月は燃えるような羞しゆう恥ちに包まれた。

　──駄だ目めだ、無視だ、無視しよう。何を言われても徹てつ底てい的に無視するんだ。

　こんなタチの悪い男をまともに相手にしていたら、こちらの神経が焼き切れてしまう。

　香月は深呼吸を繰くり返して気持ちを無む理りやり落ち着けた。意識を仕事に集中させて、そこから先は隣の男を一ミリたりとも視界には入れずに周囲の状じよう況きようへ目を配る。

「──あ、栗くり原はらさん。それは桐きり原はら様の奥様に？」

　夜は涼すずしくなってきたとはいえ、まだ九月だというのに温かい葛くず湯ゆを盆ぼんに載のせた女性従業員が通るのに気付き、香月は声を掛かけた。桐原というのは奏月亭のお得意様で、その夫人は極度の冷え性しようだ。はいと頷いた栗原に、膝ひざ掛かけを渡したかどうかを尋ねると、

「あ、まだです。そういえば桐原様は冷えると膝が痛むんでしたね。すみません、うっかりしてました。今から取って──」

「いえ、葛湯が冷めるといけないから。私が取ってきます」

　柔やわらかに言って踵きびすを返すと、ルキアンの声が追ってきた。

「客の体質まで把は握あくしているのか。それは従業員全員が？」

　無視するつもりで香月は唇くちびるを引き結んだけれど、答えを待たれているのを感じたら黙だまっているのは悪い気がして、結局「そうだよ」と応じた。

「常連のお客様のことなら当然だ。そうでなくても仲居さん達は自分が担当したお客様のことは忘れないし、フロントのスタッフは一度泊とまったお客様のことは顔も名前も憶おぼえてる。去年退職した下足番の宮みや部べさんなんて、奏月亭に初めて来たとき五歳だったお子様が二十歳を過ぎてお帰りになったときも一目でわかったし、お名前を間ま違ちがえもしなかったんだ」

「へぇ、凄すごいな。……それは、あなたも？」

　もちろん、と香月は頷いた。それは亭てい主しゆとして当然のことだ。先代の女将おかみの千春も、亡なくなる前に亭主を務めていた父も、若女将として働いていた母も同様だった。ただ、そんなふうに祖母も両親も何を置いても奏月亭が一番だったから、両親が亡くなるまでの間に家族全員で食しよく卓たくを囲んだことなど年に数える程ほどしかなくて、子供の頃ころは随ずい分ぶん寂さびしい思いをさせられた。その寂しさはこの年になっても根雪のように残っていて、ときどき思い出したように顔を出しては香月の胸を冷たくするのだが、そんな物思いは表に出さず香月は淡たん々たんと続けた。

「宮部さんにはとても敵かなわないけど、奏月亭で働き始めてからのお客様のことは全部憶えてるよ。それ以前のお客様のことも記録を見たりして、できるだけ頭に入れるようにしてる」

　へぇ？　と、今の話の何が気に障さわったのか、急にルキアンが皮肉めいた声を上げた。その、いかにも不ふ機き嫌げんな相あい槌づちに香月はちらと彼を見やる。

「何。どうかした？」

「別に？　あまりに不毛な挑ちよう戦せんだと思って気の毒になっただけだ。あなたはトリ頭だからな」

　むかっときて反射的に言い返しそうになったが、香月はそれを飲み込んだ。ここで相手をしたら負けだ。無視すると決めたばかりなのに、それを破って相手をするからこんなふうに不ふ愉ゆ快かいな気持ちにさせられるのだ。

　──今度こそ無視しよう。もう絶対、完全無視だ。

　自分にそう言い聞かせ、香月はルキアンに背を向けた。

「あまり遠くへ行くなよ。迷子になって、悪いおじさんに攫さらわれても知らないからな」

　どこまでも人を馬ば鹿かにした台詞せりふが背中にぶつかってきたけれど、きっぱりと無視する。膝掛けを手にし、彼の視線を振ふり切るようにして香月は桐原夫妻のいる展望テラスへ向かった。

「まあまあ、ありがとう。ご亭主自ら気き遣づかってくれるなんて。悪いようだけど、何だか嬉うれしいわね」

　テラスでは、誰だれかと違ちがってはんなりとした上品な老婦人が香月の気持ちを素す直なおに受けてくれた。皮肉ではなく謝辞と笑え顔がおで報むくいられると香月も素直に嬉しくなって、それまで棘とげ々とげして歪いびつになっていた気持ちがまあるく宥なだめられてしまう。接客業に就ついてよかったと思うのはこんなときだ。

「どうぞ最後まで楽しんでいってください」

　自然と笑顔になりながら、椅い子すに腰こし掛かけた夫人の膝に軽くて温かい膝掛けをふわりと掛けた。そうしてその場を立ち去りかけて──

「──え？」

　妙みような気配に足を止め、香月は庭園の奥に目を凝こらした。

　──何だろう、あのお客様方……あんなところで何をしてるんだ？

　芝生しばふの広場の右手から旅館の裏手へと広がる庭は、ちょっとした自然の山を思わせる野や趣しゆに富んだ造りになっている。そこへ通じる小道は木々が競きそって枝葉を茂しげらせているため鬱うつ蒼そうとしているのだが、その人目につかない小道から数人の人ひと影かげが出てきて、また戻もどっていこうとしていた。彼らの中で仲居らしき人間の着物の袂たもとが翻ひるがえったように見えたのは、気のせいだろうか？

　──まさか……。

　嫌いやな胸むな騒さわぎがした。香月は人目につかないように落ち着いた足取りで柘植つげの生いけ垣がきの向こうへ回り込むと、そこから一転、小道へ向かって走り出す。そのとき月にかかっていた雲が風に流れ、香月の懸け念ねんが現実のものとして月光に照らし出された。

　奏月亭は高級老舗しにせ旅館だけに、普ふ通つうの旅館やホテルなどよりは客室の値段設定が高めだ。そのため、扱あつかいの難しいお客様はいるにはいるが、柄がらの悪い、言ってみればチンピラのような人種とはこれまで縁えんがなかった。だから今夜訪おとずれたその種しゆの三人の男達にはイベント開かい催さい前から殊こと更さら気を付けていたのに。

　──叔父おじさんは？　どこへ行ったんだ。

　あのお客様のことは任せろと自ら言った鈴木の姿が見当たらない。その代わり、奏月亭には馴な染じみのない、まるで借金の取り立てにきたヤクザのような風ふう体ていをした二人の男に、若い仲居が絡からまれている。

　距きよ離りが近づくと、人目につかない小道の暗がりに緋ひ毛もう氈せんを敷しいた長なが椅い子すが二脚きやくあるのが見えた。そこに腰掛けて別の男が一人で手て酌じやくで飲んでいる。そんなところに長椅子を用意するはずはないので、彼らが勝手に移動したのだろう。男達は嫌がる仲居の手を摑つかみ、肩かたを抱だき、席に着かせようとしていた。

「内うち野のさん」

　急いで暗がりに向かうと、香月はできるだけ落ち着いた声を出した。振り向いた仲居は、可哀かわい相そうに、今にも泣き出してしまいそうだ。

「若わか旦だん那な……！」

　大だい丈じよう夫ぶだというように香月は小さく頷うなずいて見せた。虚きよを衝つかれた男たちの手が緩ゆるんでいるのを見て取り、さっと仲居を引き寄せて彼らの手から遠ざける。そして仲居に向かってしかつめらしい顔を作ると、できるだけ偉えらそうな口調で言った。

「こんなところで何をしているんだ。担当のお客様をお部屋へお送りする時間を忘れたのか？　お客様は君が来ないのを怒おこるどころか心配されて、長いことお待ちになっているんだぞ」

「は、はい。すみません」

　担当のお客様も部屋へ送り届ける時間も口から出任せだったが、そういう口実で叱しかる振りをして香月は仲居を自分の背後へさり気なく移動させた。

「なんだ、てめぇ。若旦那だって？」

「そこの彼女は今夜は俺らの担当ってことに決まったんだよ。他ほかの客ならおまえが……って、あれ？　あんた、もしかして凄すげェ美人じゃねぇ？」

　千鳥足で寄ってきた二人の男から仲居を庇かばい、香月はすっと頭を下げた。

「申し訳ございません、お客様。この仲居には急ぎの用事がありまして、一度下がらせていただきます。退たい屈くつかもしれませんが、彼女の代わりに私がお相手を務めさせていただきますので、どうぞご容よう赦しやください」

「いや、それはいいけどよ。それよりちょっとあんた、顔上げろや」

「はい。承知していただき、ありがとうございます」

　驚おどろくほど簡単に了りよう承しようを得られてほっとした香月は、仲居を下がらせ、頭を上げた。酒臭くさい息がかかり、危あやうく顔を顰しかめそうになったが根こん性じようで笑顔を作る。するとさっきから一言も喋しやべらず長椅子で酒を飲んでいた男が、尻しり上あがりの妙な声を発して近づいてきた。

「へぇ、こりゃなかなかの上玉だな。掘ほり出しもんだ」

「ほんとっすね、村むら瀬せさん。マジでキレーな面つらしてんなぁ。な、あんたさ、若旦那ってことは男？　マジで男？　そうは見えねぇなあ、いやでも女にも見えねぇ……てか、どっちでもアリなようなナシなような……。なあ、どっち？」

　性別がわかりづらく、どこか浮うき世よ離ばなれしていると人に言われる自分の容姿を香月はあまり好きではなかった。酷ひどく中ちゆう途と半はん端ぱな気がするからだ。だが酔よっ払ぱらい達があっさり仲居を下がらせることを了承したのが、もしこの外見に興味が移ったからだとすれば、こんな半端な容姿でも役に立つことはあるらしい。

　酒臭い割に言葉はしっかりしている村瀬と呼ばれた中年の男と、手下その一と言いたくなるような派手なスーツを着た金きん髪ぱつの酔っ払いに、香月はにこりとして答えた。

「男です」

「マジかよ、男？　うあ、勿もつ体たいねえ！」

　金髪が大げさに身み悶もだえた。いかにも酔っ払いらしいテンションの高さだ。仲居を取り逃にがして不機嫌になるかと思ったがそんな様子は見えず、これなら痛い目に遭あわずに済みそうだと香月は内心安あん堵どした。仮にも相手はお客様で手を上げる訳にはいかないし、そもそも香月は喧けん嘩かはからっきしなのだ。

「男の酌しやくではつまらないかもしれませんが、一いつ杯ぱいいかがですか？」

　時間稼かせぎに香月はとりあえず酒を勧すすめることにした。

　──きっと内野さんが誰かに事情を説明して、応おう援えんを寄よ越こしてくれるはずだ。

　それまで彼らが騒さわぎを起こしたりしないように、うまく宥めておかねばならない。長椅子に置かれた銚ちよう子しを手に取って振り向くと、酒の誘さそいに男達は簡単に乗ってきた──ように、香月には思えた。

「まあ、悪くはねえな」

「こんな美人に酌してもらえたら、安酒でも美味うまくなりそうっすね」

　ではどうぞ、と香月は三人のリーダー格らしい村瀬に猪口ちよこを差し出したが、村瀬は猪口には見向きもせずに香月の手首を摑み取った。

「まあ酒は置いとこうぜ。その前にちょっと遊ぼうや」

「さっきの女の代わりに俺らの相手してくれんだろ？」

「え、…っ」

　にやにやと笑う男達に取り囲まれて、香月は戸と惑まどい、瞳ひとみを頼たよりなく揺ゆらした。

「え、じゃねえよ。女の代わりになるって、あんた今言ったよな」

「は、それは……言いましたが……」

　何だか妙な雲行きだ。思い描えがいていた展開と違ちがう。手首を摑んだ男の親指に味わうように肌はだを撫なでられ、びくりとして香月は銚子を取り落とした。零こぼれた酒が地面の色を濃こく変え、黒い染みのように広がっていく。

「な、あんた本当に男？　本当は胸とかあるんじゃねえの？」

　金髪の男が香月の背後から絡みつくように腕うでを回し、痛いほどに肩を締しめ上げてきた。

「え、あの、お客様!?」

「うっわ細ェ。しかも何かいい匂においがするし、首筋なんかすべすべしてんじゃん」

「や、やめてくださいっ」

「女には見えねぇけど男って感じもしねぇし、何なの、あんた。どんな生き物だよ？」

　金髪の男は香月を放はなすどころか首筋に頰ほおを擦すり寄せてきた。今にも耳に齧かじりついてきそうな雰ふん囲い気きだ。男だとさっき答えたのに、確かめさせろとべたべた身体からだに触ふれてくる。

「あの、ちょっと、何を…っ」

「おい、一人で勝手に遊んでんじゃねえぞ」

　焦あせって抵てい抗こうする香月の顎あごを、いきなり村瀬が捉とらえてきた。様々な角度から顔立ちを検分するかのように、なぜだかあちこちを向かされる。もう一人の黒くろ髪かみを無造作に伸のばした男がにやにやと笑いながら尋たずねた。

「どんな感じです？　村瀬さん」

「顔はよし。嫌いやがる表情も声もいいな。これで身体の具合もよけりゃ、相当稼ぐだろう。ここの若旦那っつったら色々縁もあるし、いざとなったらこいつに尻しり拭ぬぐいしてもらうか」

　彼らが何の話をしているのか、香月には理解できなかった。そんなことよりも金髪の男に背後から耳みみ朶たぶに嚙かみつかれたことの方が、香月にはよほど重大だ。

「嫌だ、ちょっと、止やめてください！」

「何だよ、いいじゃねえか確かめるくらい。男同士なんだからよ」

「男同士とわかっているなら、確かめる必要はないんじゃないかと……」

「っせえなぁ。お客様が確かめたいっつってんだぞ。黙だまって言うこと聞けよ」

　香月は三人の男に囲まれ、羽は交がい締じめにされた。金髪の男に首筋を舐なめられ、そのあまりの気持ち悪さに全身が総毛立つ。

「やめろ、触さわるな！　嫌だ、いや…っ」

「あはは、イヤ、だって。かっわいーの」

　面おも白しろがった男達に着物の上から身体中を撫で回されて、香月は嫌けん悪お感で一杯になった。無我夢中で絡み付いてくる何本もの腕を撥はね除のけ、無む理りやりに身を捩よじり、彼らの輪から逃のがれ出る。摑まれた羽織が嫌な音を立てて肩から裂さけてしまったが、構っている暇ひまはない。

「お、いいねぇ。鬼おにごっこかあ？」

　下げ卑びた笑い声に追いかけられて、香月は必死に人のいる方へと小道を走った。だが、

「あっ…!?」

　あと少しというところで突つき出た木の根に足を取られた。まともに地面に倒たおれ込み、全身を強く打って一いつ瞬しゆん息が止まったが、痛みを感じる余よ裕ゆうもない。なんとか起き上がり、立ち上がろうと膝ひざに力を込めたとき、

「捕つかまーえ、た…ッぐふっ……っ！」

　すぐ後ろに迫せまった声が妙みような呻うめき声に変わり、後方へ遠ざかる。それと同時に、香月の身体は力強い腕に掬すくい上げられるようにして誰だれかの胸に収められた。

「誰の断りを得てこの人に触れた──？」

　追ってきた男達の誰かに捕まったのかと、香月は目を閉じ身を硬かたくしたが、こめかみの辺りで聞こえた声は覚えのあるものだった。震ふるえる睫まつ毛げを持ち上げて、自分を抱だき締めている男を恐おそる恐る見上げる。そこには冷たい怒りに凍いてついた銀ぎん灰かいの瞳があり、何かを──香月を追ってきた男達を眼光鋭するどく睨にらんでいた。

「ルキアン……!?」

　どうして彼が今ここに、と驚きと安堵が一度に香月の全身を包んだ。だがルキアンはそんな香月を片かた腕うでできつく抱いたまま、酒の臭においに濁にごった空気すら容よう赦しやなく切り裂いてゆくかのような冴さえ冴えとした怒ど気きを発している。

「勝手なことをすれば容赦しない。まだ何かする気なら、その程度では済ませないが？」

　ルキアンが腹を抱かかえて地面にうずくまる金髪の男を顎で指し示した。香月は何が起きたのかわからなかったが、その男は香月に手を掛かけようとした瞬しゆん間かん、ルキアンの足を腹に叩たたき込まれて後方へ吹ふっ飛んだのだ。そのたった一撃げきで立ち上がることはおろか、声も出せないほどのダメージを受けた様を見て、村瀬は力量の差を正しく悟さとったようだ。

「おい、なんだてめ──」

「待て。止めとけ」

　相手が悪い、と村瀬が逸はやる黒髪の男を片手で止める。

「──失うせろ」

　低く恫どう喝かつしたルキアンに憎にく々にくしげな目を向け、何か低く悪態を吐つきながら金髪の男を乱暴に立たせると、彼らは慌あわただしく逃げ去っていった。

「大だい丈じよう夫ぶか。転んだようだが、怪け我がはないか？」

「……あ、うん。大丈夫」

　ほっとしたら急にルキアンの温ぬくもりと彼の匂いが鮮せん明めいになった。胸の中でぎゅっと縮こまっていた心臓がゆるゆると弛し緩かんして、身体からも力が抜ぬけていく。何だか穴のあいた風船になった気分だ。

「ありがとう、本当に助かった……。あ、内野さんはどうした？　無事？　怪我はなかった？」

「内野って誰だ。血相変えて走ってきた仲居のことか？　それなら無事だ、話は支し離り滅めつ裂れつで要領を得なかったが、怪我はないようだったぞ」

　内野がここから逃にげ出して最初に捕まえた人間は、どうやらルキアンだったようだ。彼は内野から事情を聞いて、即そく座ざに駆かけつけてくれたに違ちがいなかった。

「そっか。無事ならよかった……」

「何がよかった、だ。全然よくないだろ。あなたは人のことより自分の心配をしろ。……酷ひどい格好だ」

「あ……」

　言われて我が身を見下ろせば、確かに酷い有様だ。羽織は破れて襟えり元もとも乱れ、いつの間に緩ゆるめられたのか十文字に結んでいた袴はかま紐ひもが解けかかっていた。泥どろで汚よごれた袴は、転んだ拍ひよう子しに木の枝にでも引っ掛けたのか、ところどころ破れている。そのときに雪せつ駄たも脱ぬげてしまったのだろう、足袋たびに包まれた左足は直じかに地面を踏ふんでいた。

「何だか喧嘩の後みたいだ。いつの間にこんなことになったんだろう？」

「自分のことだろ、他人事みたいに言うな」

　ルキアンの鋭い語調が鼓こ膜まくを震わせ、抱き締める腕に力が籠こめられるのを感じた瞬間、ふわ、と香月の両足が地面を離れて浮うき上がった。

「うわ…!?」

　逞たくましい腕に抱き上げられた香月は、抗こう議ぎする暇もなく小道に置かれた長なが椅い子すの上にそっと降ろされた。

「いきなり何するんだ。わざわざこんなことしなくても、自分で歩けるのに」

「それでまた転んで、今度こそ本当に怪我をするのか？　いいから、あなたはそこでじっとしていろ。動くなよ？」

　言葉と強い眼まな差ざしとで念を押し、ルキアンは踵きびすを返した。二つも年下の男に子供扱あつかいされて香月はむっとしたけれど、追いかけて文句を言おうにも、広い背中は既すでに生い茂しげった下草を踏み分けて左手に広がる雑木林の中だ。

　──何してるんだろう？

　じっと見つめた先では長身が何かを拾うように屈かがみ、再び伸ばされてこちらを向いた。その手の中にあるものを見て、香月は短く声をあげた。

「あ、雪駄…？」

　真新しいそれは、今日のためにと用意された着物と一いつ緒しよにルキアンから贈おくられたものだ。

「脱げた片方を残していくなんて、シンデレラみたいだな」

「またそうやって変なこと言う……でも」

　戻もどってきたルキアンを軽く睨み、けれど香月は眼差しをすぐに和やわらげた。

「ありがとう。雪駄も、助けに来てくれたことも。……本当は、ちょっと怖こわかったんだ」

　亭てい主しゆとして従業員を守るのは当然のことだが、内野が走り去り、イベントの喧けん騒そうも届かない場所にチンピラのような男達と取り残されたときは、本当は足が震えそうになった。

「だからあなたは馬ば鹿かなんだ。こういうときは先に応おう援えんを頼たのんでおけ」

　温かい手が慰なぐさめるように香月の頭を数度撫なで、ついでのように頰ほおを撫でて離はなれた。その仕草も呆あきれ声も、優やさしかった。だから、だろうか。その手に酷いことをされた記き憶おくはまだ鮮明に残っているのに、触ふれられても少しも嫌じゃない。

「ほら、左足」

　スーツが汚れるのも構わずに、ルキアンが香月の足あし許もとに片かた膝ひざをついた。まるで跪ひざまずくような格好だ。

「え、何して…」

「履はかせてやるよ、シンデレラ」

　彼は香月の左の踵を手のひらで包むように取り、自分の膝の上にそっと載のせた。

「ちょ、そんなのいいっ。自分で履くから！」

「いいから大人しくしてろ」

　引っ込めようとした足をしっかりと押さえられ、するりと雪駄に爪つま先さきが入る。他人の手で履はき物ものを履かされるなんて初めてだ。壊こわれ物を扱うような丁てい寧ねいさで鼻はな緒おの位置まで調整されて、焦あせりとも羞しゆう恥ちともつかない感情に頰が熱くなる。暗くてよかった、と香月は思った。きっと自分は今、真っ赤になっているに違いない。

「……ありがとう」

　不本意だが雪駄を履かせてもらったことは事実なので、ぼそぼそと香月は礼を述べた。足を下ろされると、雪駄越ごしに硬い地面の感かん触しよくが伝わったけれど、なんだか今でもルキアンの手に包まれているような気がする。

「どういたしまして。そろそろ戻るぞ。……ああ、その格好じゃ人目につくのはまずいな」

　最後は独り言のように呟つぶやき、数秒考えるような間を空けた後、ルキアンは香月の肩かたから破れた羽織を落とすと、自分の上着を脱いで香月に着せ掛けた。そして脱がせた羽織を香月の足の上に広げ、あちこち裂さけて泥で汚れた袴を覆おおう。そうして手早く香月の着物の乱れを隠かくすと、当然のように脇わきと膝裏に腕うでを差し入れようとした。

「よし、行くぞ。部屋まで送る」

「待っ、ちょっと待て！」

　またもや抱き上げられそうになり、香月は慌あわててその腕を押し止とどめた。

「今、何しようとした？」

「抱き上げようとしたに決まってる」

　馬鹿、と香月は更さらに慌てた。

「そんなことして、誰かに見られたらどうするんだ」

「見られたって別に困らないだろ」

「困る。お客様に見られたら、どう説明すればいい？　おれはいつ、どこで、誰だれに見られてもいいように、きちんとしていなきゃいけないんだ。亭主なんだから」

　何が気に障さわったのか、すっと銀ぎん灰かい色しよくの双そう眸ぼうが剣けん吞のんに細められた。

「お客様だの亭主だの……あなたの頭には奏月亭のことしかないのか？」

「え…？」

　思わぬ問いかけに香月は戸と惑まどい、強い眼差しにたじろぐ。

「あなたがこんな目に遭あって、俺が何も感じていないと思ってるのか？　それとも俺には関係ないとでも言うつもりか？　あなたは、俺のものなのに──」

　…どきん、と香月の心臓が跳はねた。

　──もしかして、本気で心配してくれた……？

　あなたは、俺のもの──その言葉はもちろん契けい約やく上のものだ。けれど、いつもの皮肉で意地の悪い眼差しとは違ちがう、仕事中の冷れい徹てつで傲ごう慢まんなそれでもない、熱く射い貫ぬかれるような、胸を焦こがされるような、そんな目をして言われたらルキアンに対する怒いかりも忘れ、心が震ふるえてしまいそうだ。

「あの、ルキ……」

「あっ、いたっ、香月！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　自分にもよくわからない衝しよう動どうに駆られてルキアンの名を呼びかけたとき、ばたばたと慌あわただしい足音と共に幼なじみの声が響ひびき渡った。

「藤堂？　どうしたんだ？」

「どうしたって、どうかしたのはおまえだろ！　もう大丈夫だ、すぐに鈴木さんも来るからな」

　駆け寄ってくるなり長椅子に座り込んでいた香月を奪うばうように抱だき締しめると、藤堂はまるで天敵を威い嚇かくする獣けもののようにルキアンを鋭するどく睨にらみ付けた。

「仲居さんが言ってた酔よっ払ぱらいのチンピラってのは、おまえか」

　ルキアンのこめかみがぴくりとしたのに香月は目め敏ざとく気が付いた。ああ、怒った、とすぐにわかったが、リトヴィノフの御おん曹ぞう司しがチンピラ呼ばわりされたのだから当然の反応だ。

「……藤堂。おまえには、こちらの方が酔っ払ったチンピラに見えるのか？」

「見えない。けど、じゃあ誰だよこいつ」

　張り詰つめた空気を勢いよく破られたせいか、なんだか香月は気が抜ぬけて、こんなところで何だけど、と彼らに互たがいを紹しよう介かいした。

「……失礼致いたしました、リトヴィノフ様。彼は私の幼なじみで、以前奏月亭が融ゆう資しを受けていた銀行に勤めている藤堂高たか弘ひろといいます。藤堂、こちらは奏月亭のお客様で融資元の御曹司、ルキアン・リトヴィノフ様。酔っ払いのチンピラから助けてくださったんだ」

　香月の頭上で二人の視線が交こう錯さくする。香月を両りよう腕うでに抱かかえ込んだまま、へぇ、と藤堂が普ふ段だんの彼らしくない硬かたい声を出した。しかもどうしたことか、彼は臨戦態勢のままだ。経済誌などでよく見るルキアンに初めて会って緊きん張ちようしているのだろうか。いや、酔っ払いのチンピラ呼ばわりされたルキアンに不ふ機き嫌げんも露あらわに睨まれて、身構えてしまっているだけかもしれない。

　──それはそうと、もう放してくれないかな。

　力任せにぎゅうぎゅう抱き締められては、さすがに苦しい。それにルキアンが貸してくれた上着や膝ひざの上の羽織が乱れ、ぼろぼろになった着物を見られて余計な心配をかけるのも嫌いやだった。だが、そんな香月の心情や、さり気なく逃のがれようとする身動きに藤堂は少しも気付かない。

「勘かん違ちがいをして失礼しました。初めまして、藤堂高弘です。この度たびは香月がお世話になったようで、ありがとうございました。ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ございません」

　え、と香月は藤堂を見た。まるで保護者のような口くち振ぶりだ。

「な、何言ってるんだ、藤堂」

「いやだって俺、幼なじみだし。ずっとおまえの面めん倒どう見みてきた訳だし。おまえがお世話になったなら、きちんとご挨あい拶さつしとかないと。──という訳なんで、どうぞ宜よろしく」

　藤堂はお気に入りの玩具おもちやを奪われまいとする子供のように片かた腕うででぎゅっと香月を抱いたまま、右手をルキアンへと差し出した。それに対してルキアンも手を差し伸のべたが、それは握あく手しゆを求めた藤堂を無視して、香月の肩に回された。

「ちょ、おい。無視かよ」

「煩うるさい。この人を乱暴に扱あつかうな。さっき無理に飲まされたせいで、具合が悪いんだ」

　え、と慌てて力を抜いた藤堂の腕から有う無むを言わさず、それでいて丁寧に、ルキアンが香月を自分の腕に抱き取った。痛みと緊張から解放されて、香月はほっと息をつく。その頃ころになって、ようやく鈴木が駆かけつけてきた。

「大丈夫か、香月！」

「叔父おじさん！　どこへ行ってたんですか」

　はあはあと肩で息をつく鈴木は必死の形相だったが、息を整えている間にそれは心配そうなものに変わった。

「済まなかった、私が彼らから目を離したばっかりに。急に取引先から打ち合わせの電話があって、資料が必要で事務所に戻っていたんだ。すぐに済むと思って、近くにいた内野さんに後を頼んでしまったんだが、彼女にも迷惑をかけてしまったな。私のミスだ。本当に申し訳ない」

「……どんな悪あく趣しゆ味みな取引なんだか」

「なんだと!?　私の趣味のどこが悪いというんだ！」

　差し挟はさまれたルキアンの皮肉に、気き遣づかわしげな顔をしていた鈴木が一転、眉まゆを吊つり上げる。どうやらイルミネーションの一件は、彼らの間で未いまだに尾おを引いているようだ。

「鈴木さん、鈴木さん。あんまり大声出さないでやって。何か香月、下戸なのに、そのチンピラ達に無理に飲まされて具合が悪いらしいんだ」

「なんだって？　そうなのか、香月」

　口を挟んだ藤堂に、鈴木が顔色を変えて覗のぞき込んでくる。

「う、うんまあ、付き合えって言われてちょっとね。でも、飲んだ分より零こぼしたほうが多いくらいだし、リトヴィノフ様が助けてくださったから大丈夫。大したことないよ」

　香月はルキアンに調子を合わせて、起きたことを誤ご魔ま化かした。ついでに酒を零して着物が濡ぬれたことにして、借り物の上着をぎゅっと搔かき合わせる。この下の有様は絶対に気付かれたくなかった。

「いい加減、戻もどるぞ」

　汚よごれた袴はかまを羽織で上手うまく包んで隠し、ルキアンが香月を抱き上げた。いわゆるお姫ひめ様抱っこの体勢だ。男の身でこんなふうに抱き上げられるのは恥はずかしくて嫌だったけれど、この際文句は言っていられなかった。具合が悪いという設定になっているし、自分で歩けば袴や着物の乱れ具合は隠しようがない。

「あ、そうだ。イベントはどうなってますか？」

　はっと気付いて鈴木を見ると、上から不機嫌な声が降ってきた。

「もう終しゆう了りよう間ま際ぎわだ。亭てい主しゆなしでも番頭がいれば何とでもなるだろ」

「ああ、後のことは任せてくれて大丈夫だ。今日はもう、おまえは休みなさい」

　今回ばかりはルキアンの意見に反論せずに、鈴木は仕事へと駆け戻っていった。

「藤堂も、来てくれてありがとう……って、そういえば、どうしてここに？」

「ああ、俺、今夜の最終でちょっと長期の出張なんだよ。で、少し時間があったからイベントの様子を見がてら、おまえの顔でも見ていこうかと思ってさ。で、庭の方に顔出したらちょうど鈴木さんが来て、おまえはどこかって訊きこうとしたら仲居さんが走ってきたんだ。若わか旦だん那なが大変だって」

　びっくりしたぜと藤堂は笑え顔がおを見せたが、またすぐ真顔に戻った。

「あんまり無む茶ちやすんなよ」

「うん。心配かけてごめん」

「ほんとだぜ。……こいつ、助けてくれて有り難がとうございました」

　最後の言葉はルキアンに向けて言い、藤堂が軽く頭を下げた。それを潮に藤堂は帰り、何が起きたか知られることなく場が丸く収まるだろう。そう思って香月がほっと息をついた、そのときである。

「…別に。役立たずの幼なじみだかヒラの無能な銀行員だか知らないが、おまえに礼を言われる筋合いはない」

　絶対零れい度どの眼まな差ざしでルキアンが藤堂を射た。酔っ払いのチンピラ呼ばわりされた腹立ちが、まだ収まっていなかったようだ。

　なんだと、と煽あおられた藤堂がたちまち表情を険しくする。なんてことを言うんだ、と香月は驚おどろいてルキアンを振ふり仰あおいだ。

「どうしたんだ、いきなり!?」

「何が？　本当のことだろ」

「ふざけんなよ、てめぇ。人が下手に出てりゃいい気になりやがって！」

「弱い犬ほどよく吠ほえるというのは本当だな。しかも煩いだけで生産性がない」

「ちょ、ちょっと待て、二人とも！」

　今にも火を噴ふきそうな藤堂の目と、見るものすべてを凍こおらせるようなルキアンの眼差しがぶつかり合う。何かどこかで見たことのある光景だと思いながら、香月は二人を宥なだめようと必死になって言葉を継ついだ。

「藤堂は忙いそがしい仕事の合間を縫ぬってわざわざ会いに来てくれたんだ。あのチンピラ達と間ま違ちがえたのは確かに失礼だったけど、それはおれのことを心配してくれたからで悪気はないんだ。そのことはおれからも謝るから、そんな酷ひどいこと言わないでくれ」

　ごめん、とルキアンに小さく頭を下げて、香月は藤堂へ顔を向けた。

「藤堂もごめんな、出張前に嫌な思いさせて。せっかく来てくれたのに、おれの不注意でこんなことになって本当にごめん」

「なぜ、あなたが謝るんだ」

　ルキアンが冷ややかに言うのに、藤堂も頷うなずいた。

「別におまえに謝られたくねぇよ。俺はこのマトリョーシカ並みに箱入りな世間知らずのお坊ぼつちゃまにムカついてるんだ。リトヴィノフ家には、人に礼を言われたら返礼としてそいつのことを侮ぶ辱じよくしろとかいう、庶しよ民みんには理解不能な家訓でもあんのか？　ああ？」

「さっきも言ったが、おまえなんかに礼を言われる筋合いはない。俺がこの人を助けるのは当然で、それを他人にとやかく言われるのは礼であっても不ふ愉ゆ快かいだ。この人は俺のものだからな」

「なっ、何を言い出すんだ……！」

　最後にさらりと放たれた台詞せりふに香月はぎょっとし、藤堂が眦まなじりを吊り上げた。

「おい、てめぇ今何つった？　誰だれが誰のものだって？　どういう意味だよ、それ。適当なこと言ってんじゃねえぞッ」

「違ちがうんだ、藤堂。今のは別に大した意味じゃなくて──」

「意味も何も、言葉通りだ。別に隠かくすことないだろ。……ああ、そうか、他人に知られるのが恥ずかしいのか。それとも二人だけの秘密にしておきたかった？」

「なっ…!?」

　わざとらしい言い回しにわなわなと全身が震ふるえる。確かに融ゆう資し契けい約やくの条件を他人に知られるのは嫌いやだし、秘密にしておいて欲しいけれど、こんな意味深な言い方をされたら同意できる訳がない。香月は真っ赤になって抗こう議ぎした。

「全然違う！　なんでそういう誤解を招くような言い方するんだ！」

「おい香月、どういうことだよ!?　ちゃんと説明しろ！」

　怒ど鳴なりつけるように言い、藤堂が香月の肩かたを摑つかもうとする。しかし、香月を抱だいているルキアンがすっと身を躱かわしたせいで、その手は虚むなしく空を切った。

「人のものに気安く触さわるな」

「てっめ……！」

「ああもう……！　藤堂、時間！」

　業ごうを煮にやして香月が叫さけぶと、今にも襟えり首くびを摑み上げそうな凄すさまじい形相でルキアンを睨にらんだ藤堂が、その顔のままでこちらを見た。殺気立ったその眼差しに一いつ瞬しゆん香月は怯ひるんだが、この訳のわからない諍いさかいの幕はさっさと下ろしてしまいたい。香月は細く息を吸い込み、できるだけ穏おだやかな声を出した。

「出張なんだろ、藤堂。時間は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「…あ！」

　はっとした様子で藤堂が腕うで時ど計けいを確かく認にんした。小さな舌打ちが辺りに響ひびく。タイムリミットのようだ。

「……時間ねぇから今日はもう行くけど、俺はまだ納なつ得とくしてないからな。ちゃんと後で話聞かせてもらうから」

「うん。わかってる」

　頷いた香月に頷き返し、憎にく々にくしげにルキアンを睨み付けると藤堂は踵きびすを返して立ち去った。それを見送る暇ひまもなく、香月を抱いたままルキアンも歩き始める。それは香月の居室のある本館とは別の方向だった。

「どこに行くんだ？　っていうか降ろしてくれ。もう大丈夫だから」

　香月は足を軽くぶらぶらさせてアピールしたが、ルキアンの答えはにべもなかった。

「駄だ目めだ。あなたは具合が悪いことになっているんだから。それに、そんな着き崩くずれた格好で歩き回って人目につきたくないだろ」

「それを言うなら、今の状態だってそうだ」

　香月の抗議を、けれどルキアンは取り合わなかった。これでは何を言っても無む駄だだと悟さとり、はぁ…、と香月は溜ため息を吐ついて身体からだの力を抜ぬく。そして、彫ちよう刻こくのように冷たく張り詰つめているルキアンの顔をそっと見上げた。

「……な、さっきから何を怒おこってるんだ？　藤堂にあんなこと言うなんて、どういうつもりなんだ」

「それは俺の台詞だ。本当にどういうつもりなんだ、あなたは」

　じろりと睨まれ、香月は怯んだ。藤堂にあんな目で睨まれたのも初めてだったが、ルキアンの怒りに満ちた双そう眸ぼうを受け止めるのも初めてだ。

「どういうつもりって、何が？」

「遠くへ行くなと言っただろ。人の言うことを聞かないからこういうことになるんだ」

　子供を叱しかりつけるような台詞に年上のプライドを刺し激げきされ、香月も目を吊つり上げた。

「どうしておれがおまえの言うことを聞かなきゃならないんだ。馬ば鹿かにするな、おれの方が二つも年上なんだぞ」

「ああ、そういえばそうだったな。じゃ、お仕置きは大人のやり方でしよう」

「だから、どうしてそんなことされなきゃならないんだ！」

「あなたがいつまで経たっても覚えないからだろう？」

　何を、と口にしかけて、香月は息と共にその言葉を飲み込んだ。木々の生い茂しげる鬱うつ蒼そうとした小道を抜けて、月光にルキアンの横顔が照らし出される。

「もう二度と、関係ないなんて言わせない」

　鋼のように強い声。銀ぎん灰かいの瞳ひとみが濡ぬれた刃やいばのように光り、香月は胸の真中を刺さし貫つらぬかれたような錯さつ覚かくに囚とらわれた。

「な…何言って……」

　胸の鼓こ動どうが乱れて速まる。動どう揺ようのあまり、身体全体がゆらゆらと不安定に揺ゆれているような気がした。いや、本当に揺れているのだ。以前、『幻月』から待屋へ向かったときに使った離はなれの石段をルキアンが上っていく。

「あなたは自分が誰のものなのか、多少のことじゃわからないようだ。だから身体に覚えさせる」

「身体、に…って……？」

「もう手加減はしてやらない」

　ぞくりと香月の全身が震え、見開いた瞳に『幻月』が映る。

　その寝ね間まに敷しかれた布ふ団とんに下ろされ、逃にげる暇もなく組み敷かれ、

「──今から、あなたを抱く」

　低く宣言したルキアンに香月は全身を強こわ張ばらせた。

「や、だ…！」

「や、じゃない」

　強きよう烈れつな危機感に香月の両手が跳はね上がり、ルキアンを押しのけようとした。だが香月の力などまるで感じていないかのようにルキアンは微び動どうだにせず、着物に手を掛かけてくる。

「や、嫌だ、やめろ……っ！」

　香月の必死の抵てい抗こうなど、体格が一回り以上も違うルキアンにとっては無いも同然なのか、彼は香月の身体から袴はかまも帯も長着も、何もかもをむしりとるようにして剝はぎ取った。

　力任せに着物を奪うばわれて一いつ瞬しゆん竦すくみあがった香月は、けれどすぐに我に返り、ルキアンの下から這はって逃のがれようとした。だが、その身体を捕とらえられ、うつ伏ぶせに押さえつけられる。

　そして熱い手がいきなり香月の下か肢しに絡からんできた。

「嫌だっ、触るな……！」

「あなたが悪いんだ」

　下肢を嬲なぶる手を外させようと、香月は必死になって抗あらがった。ルキアンの腕うでを叩たたいたり爪つめを立てたり、身を捩よじって逃れようとする。

　けれど、そんな香月の抵抗などものともせず、明確な意図をもって蠢うごめくルキアンの指は香月の性器を巧たくみに昂たかぶらせていった。

「やだ、やぁっ…放、せ……！」

「俺は何度も言ったはずだ。あなたは俺のものだ、と。……無自覚だったあなたが悪い」

　こんなところに指の跡あとをつけられて、とチンピラのような男達に力任せに摑まれた肩を、ルキアンが強く吸い上げる。その感かん触しよくに思わず首を竦すくめた瞬しゆん間かん、もう一方の手に乳ち首くびを摘つままれ、突とつ然ぜん走った切なさにびくん、と香月の腰こしが跳ねた。

「や、ぁっ」

「これだけで感じたのか？　あなたは頭よりも身体の方が覚えがいいんだな」

「やだ、違ちがう…っ」

「違わない。ここは俺を覚えてるじゃないか。ほら、ちょっと摘んだだけで悦よろこんで硬かたくなって……身体の方が素す直なおで躾しつけ甲が斐いがあるな」

　頭を振ふって否定するのに、そこはルキアンの指に触ふれられた途と端たん、待屋で弄いじられたときに教えられた甘い疼うずきを思い出していた。そのせいで親指と中指できゅっと摘み上げられただけで、じんと切なく疼きだしてしまう。尖とがってしまった先せん端たんを人差し指で優やさしく擦こすられると、びくびくと背筋が跳ねて、ルキアンの手に嬲られている昂ぶりがとろりと潤うるんでしまった。

　胸と下肢を嬲る手にどんどん熱を上げられて、性急に変化していく自分の身体が香月は恐おそろしくなった。

「やだ、や…っ、待って、待っ……ぁっ」

「待たない。あなたは俺のものだ」

　それをこうして刻みつける、と潤んだ性器の先端に甘く爪を立てられて、香月はきつく背筋をしならせて高い悲鳴をほとばしらせた。

「…っ、ぁんっ、いやぁ……っ」

「嫌？　イイ、の間ま違ちがいだろ。こんなに溢あふれさせて」

　待屋で一度いいようにされて、香月の身体の弱いところはルキアンに知られてしまっている。彼の愛あい撫ぶは的確で、しかも香月はうつ伏せにされて後ろから抱だき締しめられるような格好で身体に触れられているから、布団と自分の間を這い回るルキアンの手を阻はばむことは困難だ。

　──どうして……？

　意地の悪いことばかり言う唇くちびるが背筋を伝い降りていく。

　あのチンピラのような男達から助けてくれたと思ってほっとしたのに、結局はルキアンも彼らと同じなのか。ただ香月のことを弄もてあそび、嬲って遊んでいるだけなのか。

　そう思って心は傷つき悲鳴を上げるのに、巧みな愛撫に無む理りやりに快楽を引き出された身体は否いや応おうなく熱くなる。

「俺のものだ……。この身体に、他ほかの男の跡をつけることは許さない」

　低く囁ささやき、ルキアンは全ぜん裸らの香月を両りよう腕うでで掬すくい上げるようにして仰あお向むけにすると、改めて布団に縫ぬい付ける。そして香月の全身に目を走らせて、どこにも他人の痕こん跡せきがないことを確かめると、震ふるえる香月の唇に宥なだめるようなキスを落とした。

「あいつらに、どこを触さわられた？」

「…そんな、の……知らない……っ」

「へぇ、否定しないのか。ってことは、触られたんだな。言えないくらい、どこもかしこも？」

　それなら俺も全部触る。そんな声に耳みみ朶たぶを嚙かまれた瞬間、香月は膝ひざ裏うらを掬い上げるようにして脚あしを大きく広げられた。そして何もかもがあらわになった腰を彼の膝の上に乗せられる。そのあまりにも恥はずかしい体勢に、香月はショックのあまり目め眩まいがしそうになった。

「やだ、こんなのや…っ、放せ、もう放し、て……っ」

「駄だ目めだ」

　片手で性器をぬるぬると嬲られながら、右の足首を摑つかまれて指を口に含ふくまれた。信じられないルキアンの行動から逃げ出したいと思うのに、香月の身体は巧みな愛撫に淫らに捩よじれるばかりだ。

「やだ、そんなこと、や、ぁっ……や、め……っ」

「全部触ると言っただろ？　それまで許さない」

　性器や乳首などの特に感じるところを刺激されて、正気に戻もどることを許されないまま、爪つま先さきから足首、ふくらはぎから膝へと唇で辿たどられる。本当に身体からだ中じゆう、自分でも見たことのないような場所まで唇で辿られ、触れられた。嫌いやだと泣いて身を捩っても、香月の抵抗を封ふうじることなどルキアンにとっては赤子の手を捻ひねるように簡単なことらしく、隅すみ々ずみまで見られて、キスされて、抵抗する力も気力も根こそぎ奪われた。

　そして香月の身体から力がすっかり抜ぬけた頃ころ、ルキアンの膝に後ろ向きで座らされ、背後から抱き締められるような形で脚を広げさせられた。

「や、そんなところ……！」

「全部触るって言っただろ？」

　手加減はしないと宣言した通り、ルキアンは容よう赦しやなく香月の身体を暴あばいていった。前をたっぷり可愛かわいがって溢れさせた雫しずくを指にとり、後こう孔こうに触れてくる。

　片手で香月の熱をあやしながら、もう一方の手で他人を受け入れたことのないそこを丁てい寧ねいに揉もみ解ほぐす。そして後孔に指先を含ませて入り口の周囲をくすぐるように刺し激げきしながら、時間をかけて体内へと入り込んできた。

「や、やだ…っ、こわ、い……っ」

「怖こわくない。すぐに悦よくなる」

　小刻みに前後したり円を描えがくように動きながら、指が少しずつ奥へと侵しん食しよくしてくる。体内をルキアンの指にくすぐられるたびに何かが疼き、次し第だいに腰がじっとしていられないような知らない感覚が生まれた。それが何なのかわからないまま、ただ必死に身を硬かたくして香月は未知の感覚に耐たえるしかない。そして、とうとう指を一本根元まで埋うめ込まれたとき、香月は高く声を上げたけれど、それは痛みゆえではなかった。

「…あ、ぁっ、やぁ…っ」

「中も気持ちいいだろう……？　俺はあなたに痛い思いなんか、絶対にさせない。あなたのことは丁寧に、徹てつ底てい的に、快楽だけで犯おかしてやる」

　そうして香月を征せい服ふくし、服従させるつもりなのか。

　ルキアンは宣言通りに、香月の後孔をゆっくりと拓ひらいていく。そして香月の身体に顕けん著ちよな変化が現れたのは、二本目の指を吞のまされてすぐのことだ。それまで疼いていた知らない快感が、急にじくりと甘く、濃こくなった。

　──嫌だ、これ何…？

　中のその場所を擦られると気持ちがいいと、意識よりも身体が先に認にん識しきした。ルキアンの指がそこに触れるたび香月の先端がとろりと潤み、後孔が柔やわらかくなっていく。

「や、いや！　それ嫌、やめて……っ」

「それって、何だ？」

「…から、…ゆび、いやっ、やぁっ……」

「嫌？　もっと、の間違いだろ」

　からかうように囁ささやきながら、ルキアンが指の動きを強くする。そのたびに知らない快楽が滲にじみ出し、ますます中が蕩とろけたようになって、気付いたルキアンが更にそこを責めてくる。悪あく循じゆん環かんだ。

「や、あぁっ、あぁん……ッ」

　身体の中でルキアンの指が、まるでそれ自体が別の生き物のように淫みだらがましく蠢いていた。その動きを止めたくて香月は身体に力を入れるけれど、それは却かえって彼の指の存在感と刺激を強くするだけだ。けれど、それなら他にどうすればいいのかわからない。

「こんなに締め付けて……随ずい分ぶん気持ちがよさそうだな」

「や、やっ、も、やめ…て……！」

「どうして？　気持ちいいだろ？」

　見つけられて間もない弱みを刺激され、ルキアンの膝の上で身体がびくびくと反り返る。腰こしから背筋を駆かけ上がった強きよう烈れつな痺しびれに、頭の芯しんまで焼き尽つくされてしまいそうだ。

「…ッ、あ、あんっ……」

「ここが気に入ったみたいだな。なら、もっとしてやる」

「…ゃ……っ」

「嫌じゃないだろ。初めてで、こんなに感じておいて。……こら、脚を閉じるな。もっとイイことを教えてやるから」

　ここに、と香月の中をぐちゅぐちゅと指でかき回し、淫らな快楽を送り込みながら、ルキアンがいやらしい言葉を囁いた。いや、と香月は首を振ったが、耳に流し込まれた甘い声にぞくぞくと首筋の辺りが痺れ、頭の中が溶とけそうになる。

　自分の身体がどうなってしまったのか、香月にはもうわからなかった。これは自分の身体をルキアンのものにされてしまったということなのか。

「…や、こんな、……こん、な…こと……っ」

　香月の体内に潜ひそんでいた官能の芽が一気に開花し、甘やかに理性を蝕むしばんでいく。ルキアンは三本目の指を差し入れ、それらをばらばらに動かしても香月に痛みを与あたえないほど十分に馴な染じませてから指を抜き、香月の身体を布ふ団とんの上に仰向けに倒たおして両りよう脚あしを抱かかえ上げた。

「あ、あっ、やぁ……ッ」

　びくん、と身体が反り返った。蕩けた後孔に熱くて硬かたく太いものが押し入ってくる。敏びん感かんになった内ない壁へきを押し広げられ、見つけられたばかりの弱みを擦こすられて、その刺激に跳はねる身体を奥へ奥へと侵食されてゆく。そうして最さい奥おうまでルキアンの猛たけりに穿うがたれた身体は押し寄せる快楽にわななくばかりで、恐おそろしいことに痛みはほとんど感じなかった。

「……もう、俺のものだ。わかるだろう？」

　ぐ、と押しつけるようにして腰を揺ゆらされて、じんと甘い疼うずきが奥に生まれる。あ、と声を上げて香月が目を開くと、銀ぎん灰かい色しよくの双そう眸ぼうがじっとこちらを見下ろしていた。

「あ、っ、や…！」

「わかる、だろう？　誰だれに、何をされているのか」

　征服されている。ルキアンに言われるまでもなく、その事実は香月の身体中に響ひびいていた。

「や、やぁんっ、うごか、ない…で…っ」

　自分の上にあるルキアンの身体が揺れると一いつ緒しよに香月も揺らされて、身を捩よじりたくなるような刺激に襲おそわれる。腰を回すように使われると中をぐりぐりと抉えぐられるような感じがして、陸に揚あげられた魚のように身体がびくびくと跳ねてしまう。そのたびに、とくん、と性器から雫が溢あふれ、甘い疼きが身体の奥から身体中に広がった。

　──こんな……こんなの、信じられない……。

　初めて教えられた快楽は香月にはあまりにも強烈で、一度縋すがるようにシーツを握にぎり締しめたら離はなすことができなくなった。離したら未知の快楽に攫さらわれ、どこか暗くて深い、一度入ったら二度と戻れない場所へ引きずり込まれてしまうような気がした。

　──怖い、こわい……たすけて。

　香月の瞳ひとみが涙なみだに曇くもる。このままじゃ壊こわれる。身体を別の何かに作り変えられてしまう。

　身体が無む理りやり送り込まれる快楽に乱れるのとは裏腹に、心が怯おびえて竦すくみ上がる。と、それを見み透すかしたようなタイミングで包むように抱だき締められて、ルキアンのキスが落ちてきた。

「香月……」

「……ん、っ……」

　腰の動きを和やわらげながら、ルキアンは触ふれるだけのキスを降らせてきた。薄うす絹ぎぬを幾いく重えにも重ねてゆくような儚はかなく優やさしい口づけは、無理やりに香月の身体を拓いた男のものとは思えない。

　見知らぬ世界に落ちるのではないかと怯えていた心をふわりと掬すくい上げられたような気がして、シーツなどより遥はるかに頼たよりになるルキアンの逞たくましい肩かたに香月は夢中でしがみついた。

「…ふ、ぅっ、ン、ぁん…っ…」

　あやすようなキスが段々と深くなり、ルキアンによって身体の奥に送り込まれる切ない刺激は怯えを凌りよう駕がするほど濃いものになった。香月の意思の働かないところで勝手に腰が揺れ始め、それに誘さそわれたように再びルキアンが香月の中を優しく抉り始める。舌を甘く吸われながら揺さぶられ、もうどうなってもいいと思う程に全身が甘く痺れた、そのとき。

　携けい帯たい電でん話わの着信音が鳴り響いた。

「……ッ!?」

　快楽に霞かすんでいた意識が瞬時に冷めて、驚おどろきに凍こおりついた香月は、そのせいで体内に深々と吞まされているものをはっきりと意識する羽目になる。

「あ、やだ…っ」

　たちまち燃えるような激しい羞しゆう恥ちに包まれた。身体からだは熱く疼いたままなのに、意識だけが切り離されたように正気に戻もどってしまい、どうすればいいのかわからない。

　──なんで、なんでおれ、こんなことしてるんだ。

　流されきっていた意識が鮮せん明めいになっても逃にげ隠かくれどころか動くことも出来ず、ルキアンと繫つながった部分がじんじんと甘い疼きを訴うつたえてくるのにじっとしていることもできなくて、香月は急速に目を潤うるませる。

　ルキアンはそんな香月の額にキスを落とし、鳴り止やまない香月の携帯電話に手を伸のばした。

「……藤堂だ」

「え…？」

「どうする。出るか？」

「…そ、な……無理……」

　香月は小さく頭かぶりを振ふった。香月は今、はしたないほど脚あしを大きく開かれて、その間に男の腰を挟はさみ込み、体内の奥深くまでルキアンを吞み込まされているのだ。こんな状態で幼なじみからの電話に出られる訳がない。

「じゃ、俺が出る」

　短く言って、止める暇ひまもなくルキアンが携けい帯たいの通話ボタンを押した。

「……な、っ」

『──あ、香月？　俺、今新幹線の中。何とかぎりぎり間に合ったぜ。それでさ、おまえの方は大だい丈じよう夫ぶか？　少しは具合よくなった？』

　携帯から藤堂の声が香月の耳にも聞こえてくる。

　──どうしよう……っ。

　香月は震ふるえる唇くちびるを手で覆おおった。正気に戻り、頭が混乱しているとはいえ身体は未いまだ快楽に浸ひたっている。ルキアンが身じろぎをしたり声を発したりするたびに、その振しん動どうが香月に伝わって声が出てしまいそうだ。

「香月のことは心配ない。俺がついているからな」

「──ッ!?」

　まさか本当に出るとは予想だにせず、ルキアンが応答したことに驚いた香月はびくりと身体を竦ませた。その拍ひよう子しに中のルキアンを締め付けてしまい、じん…、と腰の奥が淫らに疼く。

　──や、だ……切って。

　きゅっと足の爪先を丸め、眼まな差ざしで訴える間にも、藤堂の声が聞こえてくる。

『……なんでおまえが出るんだ』

「それを訊きくのか。案外、察しが悪いんだな」

　余よ裕ゆうたっぷりに答えたルキアンが携帯電話を耳に当てたまま、信じられないことにゆっくりと腰を回し始めた。思わず上がりそうになった声を香月は指を嚙かんでなんとか堪こらえる。

「……っ、ぁっ」

『香月は。俺はあいつに電話したんだ、おまえと話すことなんかねぇんだよ。香月に替かわれ』

「無理だ」

　ゆっくりとした動きで、ルキアンが奥を突ついてきた。香月が指の背を嚙んで必死に声を堪えていることを知っているのに。

　抗こう議ぎの意味をこめて片手でルキアンの胸を叩たたこうとしたら、躱かわされた挙げ句、仕返しのように胸の尖とがりを捻ひねられた。

「…っ、…んっ…」

　いきなり走った切ない刺し激げきにとても目を開けていられない。

『なんで無理なんだよ、それ香月の携帯だろ。替われよ！』

「今は無理だと言ってるんだ。替わっても話せる状態じゃない」

　乳ち首くびを弄いじられながら、敏感になった内壁を擦るようにして続けざまに奥まで拓ひらかれる。急激に強さと深みを増していく快楽に、香月は指を嚙んで声を殺しながら背筋を波打たせた。

　──もう、やめて……！

　ルキアンと藤堂のやり取りが香月の理性を繫ぎ止めていた。だが、これ以上されたら声を抑おさえる自信がない。だからもう動かないでと香月が必死に目で懇こん願がんしているのに、ルキアンは聞き入れてくれなかった。香月が感じるように腰こしを使い、胸を刺激し、雫しずくを零こぼしている性器の先せん端たんをぬるぬると弄り回してくる。

『話せる状態じゃない？　どういうことだ、そんなに具合が悪いのか!?』

　毒のような快楽に身悶え溺れかけていた香月は、藤堂の声にはっとして身を竦ませた。だがルキアンは、そんな香月を緩ゆるく揺さぶりながら、薄うすく笑ってこんなことを応こたえるのだ。

「具合は、いいな。それは確かだ」

「…ふ、くぅ…ん…っ……」

　馬ば鹿か、と怒ど鳴なってやりたいけれど、指を離したら、どんな声を上げてしまうかわからない。

『具合はいい？　それなのに電話には出られないってどういうことだよ!?』

　携帯電話から藤堂の声と、ドアの開く音や車内アナウンスなどが聞こえてくる。だがそれよりもルキアンと自分の腰が擦こすれ合うときの、くち、くちゅ…、という淫みだらな音が香月の鼓こ膜まくを強く震わせた。これが、もしも電話の向こうに聞こえたら──

「……ッ」

　激しい羞恥が香月の全身を包んだ。ここから今すぐ逃げ出して、どこかへ隠れてしまいたい。そんな衝しよう動どうが湧わき起こり、ルキアンの下から這はい出ようと発ほつ作さ的に身を捩よじる。だが、ルキアンに深く穿うがたれた身体でそんなことをすれば、自分で自分に更さらなる刺激を与あたえるだけだ。

「っ、ん──ッ……！」

　腰を無理やり捻った瞬しゆん間かん、ルキアンの猛たけりと香月の中が滅茶苦茶に擦こすれて、信じられないほど甘い痺しびれが腰から背筋を貫つらぬいた。びくびくと身体が反り返り、奥深くまで埋うめ込まれたルキアンの熱を絞しぼるように締め上げてしまう。

「……っ、凄すごい、な」

　急な刺激にわななく内ない壁へきが落ち着くのを待って欲しいのに、呟つぶやいたルキアンが煽あおられたかのように強く腰を入れてきた。

「ひ、ぅんっ、んん…ッ」

　酷ひどく感じやすくなったそこを男に擦られ、穿たれる感覚に香月は嫌いや々いやと首を振る。これ以上されたら、もう声を堪えきれない。そう言うように頼りない目でルキアンを見たとき、香月はその事実を藤堂の声に指し摘てきされた。

『香月、そこにいるのか？　近くにいるんだろう、今ちょっと声が聞こえたぞ』

「……ッ!?」

　聞かれた──。必死に殺して殺して、殺しきれずにとうとう上がってしまったあの声を。

　恥はずかしさのあまり無意識に強く歯を立てた指を、不意にルキアンに奪うばわれた。ルキアンは藤堂を無視して携帯電話を遠ざけながら、歯形の残る香月の指を癒いやすようにそっと舐なめる。

「…お、願……も…っ……それ、切って……っ」

「前も後ろもとろとろだ。可愛かわいいな……もう、限界？」

　必死に頷うなずくさなかにも、じくじくと腰が切なく疼うずき、身体の奥に甘い熱がじっとりと溜たまっていく。

「なら、答えろ。あなたは、誰だれのものだ？」

「……ッ」

　ここまで身体で思い知らせておいて、今それを言わせるのか。徹てつ底ていしたやり方に香月は一いつ瞬しゆん目を見開き、そして携帯に視線を流した。

　聞かれたくない。切って欲しい。

　だが、彼の望む答えを言わない限り、ルキアンは携帯を切ってはくれないに違ちがいない。

　香月は震える唇を開いた。

「おれ、は……おまえの、もの……だ……」

「いい子だ」

　消え入るような声で告げた唇に、ルキアンのそれが重ねられた。腰を擦すり寄せるようにして抱だき締しめられて、ずくりと走った甘い刺激に香月の喉のどが小さく鳴る。ルキアンを包む内壁が熱くわななき、彼の昂たかぶりを締め付けて、二人の繫つながる部分がちゅくりと淫らな音を立てた。

　そんな濃のう厚こうな情事の気配を、電話越ごしに察したのか──

『……おい。おまえ、香月に何してる──？』

「……ッ！」

　とっさに香月は息を詰つめた。漏もれ聞こえた藤堂の声がただならぬ凄味を帯びていたからだ。それにルキアンは平然と答えた。

「たぶん、想像の通りのことを」

『想像って──』

「こういうこと、だ」

「ひ、あんっ、いやぁ…っ」

　声を殺す暇もなく熱く蕩とろけた身体からだを最さい奥おうまで拓かれて、香月はたまらず快楽に彩いろどられた甘い悲鳴を放った。

　それが藤堂に聞こえたかどうか──そんな危あやういタイミングでルキアンが携けい帯たい電でん話わの電源を落とし、その辺に放ほうり投げる。

「や、ひど、い…っ、いま、声…が……」

「聞こえてない。もう切った」

　そんなの信じられない。香月はそう思ったけれど、

「そんなことより、もう限界だろ。……待たせた分、たっぷり可愛がってやる」

　そんな台詞せりふを熱く囁ささやかれ、深く腰を入れられたらもう、まともな言葉は紡つむげない。

「や、あ、あぁ…っ」

　最初はゆっくりと、次し第だいに緩かん急きゆうをつけて揺ゆさぶられ、香月はルキアンの思うままに乱れるしかない。涙なみだのように蜜みつを零す前を長い指であやされながら、身体の奥深くを甘く優やさしく蹂じゆう躙りんされる。前と後ろから違う種類の快楽を送り込まれて体内の熱が飽ほう和わ状態になったとき、ふとした気き紛まぐれのように赤く尖った乳首をきゅ、と再び摘つままれて、香月の中の堰せきが切れた。

「や、あんっ、あぁっ……！」

　ルキアンの肩かたにしがみつき、びくびくと身体を震ふるわせながら溜まりきった熱を吐はき出す。身体の奥深くを男に穿たれながら迎むかえた快楽の頂点は、長くて深く、怖こわいくらいに濃厚だった。




　　　　◇




　──あとどのくらいで終わるんだろう……。

　都心にある有名な老舗しにせ呉ご服ふく店の特別室で、香月は何度目かの溜め息を堪えて飲み込んだ。

　子供の頃ころから和服に親しんでいる香月には、次から次へと運ばれてくる反たん物ものがどれも最高級品だということは一目でわかった。香月が普ふ段だん仕事で着ているものとは光こう沢たくや滑なめらかさが明らかに違ちがうし、布地そのものにはっとするような存在感がある。和服姿の女性店員がそれらの反物の中から一つを手に取り、綺き麗れいに巻かれていた布地をさらりと香月の肩から着せ掛かけた。

「先ほどの長着用の反物に合わせて、こちらのお召めしで羽織をお誂あつらえになってはいかがでしょう？　このお色でしたら上品ですし、独特の透とう明めい感かんが際きわ立だつかと」

「いいだろう、それで仕立ててくれ。その組み合わせ用に帯、半はん襟えり、羽織紐ひもをそれぞれ二、三本ずつ貰もらおう。ああ、足袋たびもだ。いいものを見み繕つくろって揃そろえて届けてくれ。──次」

　かしこまりました、とルキアンへ向けて店長がにこやかに応える。

「こちらの色いろ羽は二ぶた重えなど大変良い品でございますよ。それからこの江え戸ど小こ紋もんはいかがでございましょう。これなどは糸から拘こだわった当社オリジナルのデザインでして──」

　広々とした座ざ敷しきに反物が蜘蛛くもの巣のように広げられていく。店長の説明を右から左へ聞き流しながら、はぁ…、と香月は先ほど飲み込んだ溜め息を胸中でついた。

　──これでもう何枚目だ？　お金持ちの買い物って凄いな。尋じん常じようじゃない。

　ルキアンは椅い子すに腰こし掛かけ、コーヒーを供されながら香月をマネキン代わりにして反物を選んでいた。彼は一組の長着と羽織に対して帯などの小物を幾いくつも付ける。それを何セットも、まるでスーパーで特売品をカゴに入れるように躊ちゆう躇ちよなく、次々と注文していくのだ。

　香月は最初啞あ然ぜんとしたが、彼が大財ざい閥ばつの次期総そう帥すいであることを思い出すと、そういう世界もあるんだなぁと呆あきれ心地ごこちで納なつ得とくした。ルキアンは国家予算かと思うような大金を仕事で動かしているらしいから、着物一ひと揃そろえが数百万円になったところで大したことはないのだろう。

　──それにしても、こんなに沢たく山さんどうするんだろう。お土産みやげか、プレゼントかな。

　彼は着物自体は好きなようだが、自分で着る気はなさそうだった。外国人が日本土産に着物を欲しがるのはよく聞く話だから、きっと誰かに頼たのまれたか自主的に贈おくるかするのだろう。

　香月はふと窓の外に目を向けた。少し灰色がかった薄うすい水色の空がビルの谷間に覗のぞいている。

　──……本当なら今いま頃ごろ、何してたかな。半年ぶりの休日だったのに。

　久しぶりのシャツにジーンズという出いで立ちの香月は黙だまってその場に佇たたずみ、反物に巻かれたり包まれたりしながら、ぼんやりと思いを巡めぐらせた。

　十五夜のイベントが無事に終わり、奏月亭はほっと息のつけるような静せい穏おんな空気に包まれていた。片見月はよくないとされるので来月には十三夜のイベントが控ひかえているが、ともかく一段落といったところだ。

　香月のもとに降って湧いたような休日が訪おとずれたのは、そんなある日のことだった。

「明日は特に重要な仕事もないし、お客様も少ない。香月、おまえは奏月亭の七代目になってから今まで働き詰めだろう。この辺りで少し休んだらどうだ」

　昨日、仕事が終わった後で、急に鈴木にそう言われて香月はきょとんとした。言われてみれば確かに奏月亭を継ついでからというもの、一日も休まず働き通しだった。でもそれは叔父おじさんも同じでしょう、と香月は口にしかけ、その寸前でふと気付いた。この突とつ然ぜんの休日は、先日の一件に対する鈴木なりの罪つみ滅ほろぼしなのではないだろうか、と。

　そういうことならと香月はその申し出を有り難がたく受けることにした。

「休みなんて半年ぶりだ、明日は何しようかな。とりあえず早起きして洗せん濯たくして、掃そう除じして、……ええと、それから何しよう？　休みって何してればいいんだっけ」

　何をしても何もしなくても好きに過ごせばいいのだが、この半年、寝ねても覚めても奏月亭のことで頭が一いつ杯ぱいだった香月は、休日の過ごし方をすっかり忘れてしまっていた。それでも明日は休みだと思うと、そわそわと気持ちが浮うき立ってくる。それに亭てい主しゆが丸一日休みを取れるほど経営が安定してきたと思えば、それもやはり嬉うれしかった。

　そんなわけで、香月は足取りも軽く事務所を後にしたのだが。

「へぇ、休みなのか。じゃ、明日は一日俺に付き合ってもらおう」

　ルキアンに捕つかまった瞬しゆん間かん、休日の予定は朝からルキアンの秘書が運転する車に乗せられ、足を運ぶ予定などまったくなかった都心の老舗呉服店に連れ込まれ、その特別室で店長を始めとする数人の店員に取り囲まれて、着せ替かえ人形よろしく次々と反物を着せ掛けられることに決定したのだった。

　──それにしても、ロシア人の癖くせにどうしてそんなに和服に詳くわしいんだ。

　香月は反物の海に半ば沈しずみながら胡う乱ろんな目をルキアンに向けた。彼は出されたコーヒーに手も付けず、あれこれと細かい注文をつけている。と、反物に注がれていた目が不意にこちらを向いて、図はからずも視線が合った。

「……っ」

　香月はさっと顔を背そむける。目が合った瞬間、少しだけ笑えんだ銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみ。その残像を香月は急いで搔かき消し、記き憶おくから追い払はらった。

　──そんな顔したって騙だまされない。あんな、人にあんなことをして。

　彼が融ゆう資しをしてくれた理由は未いまだに謎なぞだが、そこに付けられた条件については、藤堂からの電話を片手に徹てつ底てい的に蹂躙されたことで想像がついた。

　気晴らしか、ただの遊びだ。

　助けては突つき落とし、また掬すくい上げては沈ませる。そんな仕打ちを受け続けてきた香月には、ルキアンが自分をそうして弄もてあそぶことで長期に亘わたる日本での仕事で溜たまったストレスを晴らしているとしか思えなかった。奏月亭のことは気に入っていても、香月のことは初対面から気に入らない様子だったから、躊躇なく嬲なぶることができるのだろう。

　──おれのことを怒おこる権利があるとか、変なこと言ってたし。

　だが、それでも香月はルキアンに従うしかない。

　自分がルキアンのものになること。その融資契けい約やくの条件を飲み込めていると思っていたが、実はまるで理解できていなかったことを、香月は十五夜の晩、ルキアンに思い知らされた。

　香月はこれまでルキアンに逆らうたびに、それなら借金を返せと言われてきたけれど、それは言葉遊びや意地の悪い冗じよう談だんの範はん囲いに留とどめられていたので、重く受け止めていなかった。自分の立場をわかっていなかったのだ。

　文字通り、身体からだに刻み付けられた今は違う。香月は、一度自分のものと決めたら他人が触ふれることを決して許さない男のものになった。そのことを自覚しなければいけない。たとえ気紛れでも単なる思い付きに過ぎなくても、あの契約が交かわされた以上、香月の身は億単位の金額と引き換かえにルキアンのものになったのだ。それこそ指一本、髪かみの一筋まで。

　──おれが逆らうことに本気であいつが怒ったら、奏月亭は潰つぶされてしまう。

　それも徹底的に、だ。事は香月一人のことでは済まなくなる可能性が高い。

　ここ最近は経営も安定してきて奏月亭にはコンスタントに予約が入っていた。千春が取り仕切っていた頃には及およばないけれど、それなりの稼か働どう率りつを維い持じしている。せっかくここまで立て直したのだ。自分の無自覚な言動で皆みなの努力を無にするわけにはいかない。

　それを心に刻んでから、自分自身のことであれば香月はルキアンに逆らわなくなった。身体を求められれば黙って差し出し、今も大人しく彼の言うことに従っている。ルキアンの思おも惑わくがどうであれ、契約が成立した以上はそれを履り行こうするのは考えてみれば、いや、考えなくても当然のことだった。

「──じゃ、額裏はそのデザインで頼む。仕上がったら届けてくれ」

　買い物が終わったらしい。ルキアンが立ち上がり、この美しい蜘蛛の巣から香月もようやく解放された。

「そうそう、先日ご注文いただいた単衣ひとえのお召し物ですが、本日中のお届けとなっております」

「ああ、聞いている。予定より二日早いな」

「お急ぎとのことでしたので。また何かございましたら、いつでもお申し付け下さいませ」

　ふと最後のルキアンと店長の会話が気になったが、背中を軽く押されて何を言う暇ひまもなく外に出た。すかさず横付けにされた車のドアが開き、その車に再び乗せられ、ほとんど振しん動どうを感じない滑らかな走りに心の一部で感動しながら、香月はちらと隣となりのルキアンに目を向けた。

「何か気に入らないことでもあったか？」

　彼は視線に敏びん感かんだ。すぐに気付いて水を向けてくる。

「別に、何もない…けど。……あの、さっき単衣の着物を今日届けるって言ってただろう？　それがちょっと気になっただけだ」

「気になるって何が？」

「余計なお世話だと思うけど…。ロシアは寒そうだから、単衣でいいのかなと思って」

　日本では単衣の着物を秋に着るとしたら九月までだ。十月からは裏地のついた袷あわせになる。今日注文した着物は全部袷だったのに、その人だけ単衣でいいのだろうか？　もう九月も下げ旬じゆんだ。着物を贈った相手がたとえ日本人でも、単衣の着物を着る期間は明日からでは十日もない。

「本人の希望とか飾かざるだけならいいけど、もしも着るなら今からだったら袷の方が──」

「あぁもう、わかった。わかってるから、それ以上はいい」

　軽く手を上げ、ルキアンが笑い混じりに遮さえぎった。その手が香月のほっそりとした顎あごを捉とらえ、くいと彼の方へ向かせる。

「あなたが馬ば鹿かだってことくらい、もう俺はよくわかってるんだ。だからそんなに一いつ生しよう懸けん命めい、証明してくれなくていい」

「……悪かったな」

　逆らわないと決めたので言い返せない分、不満の色が声に出る。それにルキアンは小さく笑い、ばーか、と香月の顎を軽く揺ゆすった。

「あれは、あなたのだ」

「え…？」

「え、じゃない。今日届く単衣の着物はあなたのものだと言ったんだ。あと十日もないとはいえ、亭主があんななりで人前に出るのはまずいだろ」

「あんな、なり…って」

「古着」

　端たん的てきに言われ、香月は大きく目を瞠みはった。

　香月が今仕事で来ている着物は、実は春先に格安で譲ゆずってもらった上等だけれど古着の単衣だ。春に着たそれを夏の間に秋色に染そめ替えて着まわしているなんて、さすがに貧びん乏ぼう臭くさくて誰だれにも言えず秘密にしていたが、まさか、それをルキアンに見み抜ぬかれていたなんて。

「亭主は旅館の顔だろう？　そんなことじゃ奏月亭の格が落ちるぞ」

　まったくもってその通りだ。香月はそっと目を伏ふせた。旅館や亭主のありようを語るこの男が外国人だなんて、姿を見ずに話だけを聞いていたら誰も思わないだろう。しかも年下だ。まだ二十三歳だ。そう思うと堪こらえきれずに悔くやしさが込み上げてきたけれど、毎日接している従業員達でさえ気付かなかったことを目め敏ざとく見抜かれ、正論を言われては返す言葉が見つからない。自分に課した「ルキアンには逆らわない」という規約を抜きにしても、だ。

「……そうだな。確かに、亭主がみすぼらしい格好をしてたらまずいって、おれも思う」

　けれど新しい着物を買う余よ裕ゆうなど、奏月亭にも香月にもなかった。その事実を思うと恥はずかしさに顔を伏せたくなったけれど、顎を捉えるルキアンの指がそれを許してくれない。

「今までは仕方がなかった。だが、これからは違ちがう」

　すっと親指で頰ほお骨ぼねをなぞられ、香月はびくりとして目を上げた。

「今日届く分だけじゃない。さっきの反たん物ものの山もそうだ。あれは全部あなたの着物や羽織になって、小物とセットで奏月亭に届くことになっている」

「……は？」

　ぱち、と香月は瞬まばたきをした。今、この男は何を言った？

「でなきゃ、あなたをわざわざ呉ご服ふく店まで連れていく訳ないだろ。店長なんか嬉き々きとして似合う品を選んでいたじゃないか。あなたに合わせて生き地じを選んだんだ、考えなくても誰のものかくらいわかるだろう」

　思わぬ言葉に香月は呆ぼう然ぜんとした。

「おれの……って、あの大量のお誂あつらえの着物…が……？」

　そうだ、と平然と頷うなずかれ、すうっと血の気が引いていく。

　──ということは、まさかその代金、奏月亭の借金に計上されるのか……!?

　ルキアンが選んだのは、香月にはとても手の届かない上等な反物ばかりだ。それを香月に合わせていたのは、誰かに贈おくることを想定して布地や着たときの感じを確かく認にんしているのだとばかり思っていた。だから値段のことなんてほとんど気にしていなかったけれど、確か一ひと揃そろえで軽く百万円を超こえていた。それをこの男はどのくらい注文したのだったか。もしかしたらトータルで一千万円を超えているかもしれない。そう思い至り、香月は見る見るうちに青くなった。

「……いい」

「何だって？」

「いい、いらない。あれは今すぐキャンセルしてくれ」

　ぴたりと頰骨をなぞっていた親指が止まった。

「俺に逆らうのは止めたんじゃなかったのか」

「逆らってるんじゃない、頼たのんでるんだ。だっておれには払はらえない」

「払えない？」

　何をだ、と訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せたルキアンの手を、香月は顎から外させた。そして身体ごとルキアンに向き直り、真しん剣けんな面おも持もちで口を開く。

「確かにおれは億単位の借金を背負ってるよ。そこに今いま更さら一千万円増えたところで大した違ちがいはないとルキアンは思うのかもしれない。けど無理だ。奏月亭の格を維持するために一千万円も新たな借金は作れない。だから、あれはキャンセルしてくれ」

　お願いします、と香月が下げようとした頭は、大きな手のひらにぽすんと受け止められた。

「……おい。あなたには俺が代金を請せい求きゆうするような、せこい男に見えるのか？」

「え…。じゃ、しないのか？」

　それはそれで恐おそろしかった。代金の代わりに何を請求されるかわかったものではない。

　警けい戒かい心も露あらわな香月にルキアンが肩かたで溜ため息をついた。

「どうしてそう疑うんだ。言っておくが、これは俺が好きでやっていることで他意はない。奏月亭を気に入っていることも本当だ。だからたとえ着物一枚のことでも、あの宿のレベルが落ちるのは嫌いやなんだ」

「でも、あんな高価な着物をもらう訳には──」

「別に無理に押し付ける気はないさ。俺の選んだ着物が気に入らないなら捨てればいいだろ。あなたの好きにすればいいんだ。ただ、……気に入ったのなら、着てくれ」

　素そっ気無く言って、ルキアンが香月の頭を軽く突つき放した。

　──何だそれ。イベントのときは有う無むを言わせず着るしかない状じよう況きように追い込んだ癖くせに。

　乱れた前まえ髪がみを手ぐしで直しながら、香月は内心で首を傾かしげた。着ろ、と命じられれば香月が拒きよ否ひできないことはわかっているはずだ。それなのに、気に入ったら着てくれだなんて、まるで香月の意思を尊重するかのような言い方だ。

　融ゆう資し契けい約やくに妙みような条件をつけて、人の身体からだを散々好きにした男の台詞せりふとは思えない。そう考えた香月の頭に、不意にある記き憶おくが閃ひらめいた。

　──そういえばあのとき……新しい板長にって神尾さんを紹しよう介かいしてくれたときもそうだったような……。

　香月は事務所のソファでルキアンに励はげまされたことを思い出した。あのときルキアンは、奏月亭のために自分を上手うまく利用すればいいと言ってくれた。利用というと言葉は悪いが、頼たよっていいと言ってくれたように香月には思えた。大たい抵ていのことはしてやれる、というルキアンの言葉に心が揺れたのは、それが噓うそには聞こえなかったせいだ。

　──じゃ、もしかして今日の着物も奏月亭のために？　もしかしたらイベントのときに押し付けられた着物も……？

　まさか彼は、大規模なイベントで亭てい主しゆとして人前に立つ香月が礼装用の着物を持っていなかったため、スーツで出席する予定だったことを知っていたのではないか──？

　──そんな、まさか。

　香月はその考えを否定したが、あり得ない話ではなかった。彼は香月の単衣ひとえの着物を古着だと見抜いた男だ。そして嫌いや々いや袖そでを通したとはいえ、彼のおかげで奏月亭の亭主らしく失礼のない装いでお客様を迎むかえられたのも事実だった。

　──でも、どうしてそんなことを？　それも奏月亭のため？

　そうだとしたら、彼にとって奏月亭はいったい何なのだろう。気に入っていると何度か聞いたが、彼のすることはその言葉一つで納なつ得とくできるレベルを超えている。

　──駄だ目めだ、そんなに簡単に気を緩ゆるめるな。

　ふと現実に立ち返り、香月は頰ほおを引き締しめた。

　彼に助けられ、包み込まれるたびに安あん堵どした心が、どこかでルキアンを信じたがっていることを香月は自覚していた。だが、この男はいつだって人を安心させてから突き落とすような真似まねをするのだ。

　隙すきを見せたら、どんな落とし穴があるかわからない。意識して気を引き締めておかなければならない。ルキアンに対しては幾いくら警戒しても、し過ぎるということはないはずだ。

「──降りるぞ」

　車が停とまり、ドアが開く。香月は戸と惑まどいと警戒を胸に、言われるままに車を降りた。










　数時間後。

　──……そんなに警戒することなかったかも。

　運ばれてきた皿に我知らず目を輝かがやかせる香月の頭を、そんな思考が過よぎった。

　ウェイターが何か料理の説明をしていたが、右の耳から左の耳へと風のように抜けていく。

　香月の前に置かれた皿には、黄色いパプリカを器うつわに見立て、中に鴨かもの燻くん製せいの揚あげ物が詰つめられていた。ウェイターが下がり、早さつ速そく揚げ物を一つ口に入れた香月は、思わず口くち許もとを綻ほころばせる。

　──美味おいしい……。

　一つ食べたら止まらなくなって、二つ、三つと口に運ぶ。彩いろどりよく皿に盛られた付け合わせの野菜は、口直しに程ほどよい味付けのドレッシングで和あえられていた。

「美味うまいだろ？」

　笑えみを含ふくんだ声に顔を上げると、ルキアンは少し得意そうな顔をしていた。香月が食べるのを見ていたらしく、彼の皿は手付かずだ。

「う、うん。凄すごく美味しい」

　夢中で食べていたことに気付いて気き恥はずかしい思いで頷くと、ルキアンが満足げに頷き返してくる。そして彼はようやく料理を口にした。

　辺りには気にならない程度に音量の絞しぼられた音楽と、和なごやかな空気が流れている。香月は朝からハリネズミのように神経を尖とがらせていたが、そんなことなど忘れたように今ではすっかり寛くつろいでいた。

　呉服店の次に連れて行かれたカジュアルなイタリアンの店では、まだ香月はハリネズミのままで、開放的なオープンテラスで片かた肘ひじを張って昼食を摂とった。

　次に連れて行かれたのは美容院だ。香月の髪かみをカットするのにルキアンが細々とした指示を与あたえるのを見ていたら、何だか少し呆あきれてしまい、ハリネズミのハリが脱だつ力りよくした。

　そして有名ブランドショップで服や靴くつを強ごう引いんに買い与えられ、その場で着き替がえさせられた頃ころには、気を張ってハリネズミになっているのが馬ば鹿か馬鹿しくなってきた。

「こんなことに大金つぎ込んで、勿もつ体たいないと思わないのか？」

「全然。こうして俺の色に染めていくのは実に気分がいいからな」

　そんなふざけた台詞を聞かされたら、ハリネズミでいる気力など失うせてしまった。

　もういいや、と過か剰じように警戒するのを止やめて、久々に街を気の向くままに歩いたり、気になる店を覗のぞいたりしているうちに、香月は晴れ晴れとした気持ちになってきた。気付かぬうちに溜まっていたストレスが一いつ掃そうされたような気分だ。一日ルキアンに付き合わされるなんて、とあんなに気が重かったのが噓のように胸がすっきりとして軽くなった。

　──まさかとは思うけど、でも、もしかして……気晴らしに連れ出してくれた、とか？

　ルキアン自身の用事や買い物が一つもないことに気付いて、隣となりをゆったりとした歩調で歩く男を香月が見上げたとき、まるでその質問を封ふうじるかのようにルキアンが先に問いかけてきた。

「中ちゆう華か料理は嫌きらいか？　辛からいものは？」

「どっちも平気だけど」

「なら、美味い中華を食わせてやる」

　そうして高層ビルの最上階にある夜景の綺き麗れいな四し川せん料理のレストランに連れて行かれ、この個室に通された。

　一皿ずつ運ばれてくるフレンチ風に彩りよく盛り付けられた料理は、自信満々に言っただけあって確かにどれも美味しかった。和食に慣れた舌に四川料理の味付けは濃こく感じるけれど、それがむしろ新しん鮮せんで少しも飽あきない。

　なんだか幸せな気分になって、ちらりと香月はルキアンを盗ぬすみ見る。誰だれかとこうして向かい合って食事をするなんて、いつ以来のことだろう？　今日は昼も夜も一人じゃなかった、そう思うとじわりと胸に温かいものが広がった。

「あの、今日は平日だけど、仕事とか大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　胸に広がったものがふわりと溢あふれ、繫つながりを求めて言葉になる。自分でもよくわからない衝しよう動どうだったがルキアンはそれを受け止めて、きちんと会話に繫いでくれた。

「大丈夫だ。俺が今手て掛がけている仕事は、オフィスに籠こもる必要のないものだから。何だ、心配してくれたのか？　それとも俺に興味が湧わいた？」

　からかう言葉に、どうしてか反発する気は起きなかった。むしろ話しやすい空気を作ってもらったような気がして、香月は素す直なおにルキアンに言葉をかけられる。

「財ざい閥ばつグループの次期総そう帥すいって、どんな仕事してるんだ？」

「別に次期総帥って立場なだけで、そういう役職があるわけじゃないんだが」

　小さく笑われても、少しも悔くやしくない。ただ自分の言い方が彼には可笑おかしかっただけで、馬ば鹿かにされたわけではないことが今はちゃんとわかるからだ。

「あまり詳くわしいことは言えないが、役職としてはグループの取とり締しまり役やく会の役員だ。金きん融ゆう部門を担当している。今は、不動産開発部門の方でも少し遊ばせてもらっているが」

「取締役会の役員で、金融部門担当……って、具体的に何するんだ？」

　香月は眉まゆ根ねを寄せて首を傾げた。リトヴィノフ家の出身でなければ到とう底てい届かない高い地位にいることはわかったが、イメージがさっぱり摑つかめない。

「決断を下すことと責任を取るのが仕事、みたいな感じだな。具体的な内容は漏もらせないが、いずれニュースや新聞に載のるはずだ」

　ふぅん、と香月はフカヒレの姿すがた煮にを口に運び、その美味しさに意図せず頰を緩める。

「……そんな顔が見られるなら、食をテーマにするのもいいかもな」

「え？　食？」

　急に仕事のことから話が変わり、香月はルキアンに問うような目を向けた。彼の後ろに広がる夜景に、滑すべり台にしたくなるような三日月が浮うかんでいる。

「これは夢の話。不動産開発部門で少し遊んでるって言っただろ？　俺は、十……いや、昔からホテル業界に興味があったんだ」

　本当は設立に尽じん力りよくした不動産開発部門に移りたいのだが、そう簡単にはいかないのだとルキアンが少し悔しそうな顔をした。彼のそんな表情は珍めずらしく、香月は食事の手を止めて、初めて耳にするルキアン自身の話にじっと耳を傾かたむける。

「個性的なホテルや宿を作りたいんだ。宿しゆく泊はくした人間にとって価値のある特別な場所になるような」

　ルキアンの口調はいつも通りだが、その底に熱いものが流れるのを香月は敏びん感かんに感じ取った。

「たとえばさっき食と言ったのは、そのホテルにくれば居ながらにして世界中の美食を楽しめる、そういうテーマで作るのもありかと思ったんだ。蛍ほたる狩がりといえば奏月亭がすぐに思い浮かぶように、美味いものといえば真っ先に思い浮かぶホテルというのも面おも白しろいかと思ってな」

「美味しいものを食べるのに、レストランじゃなくてホテルなんだ？」

「そうだ。食というテーマに特化したホテルだ。他ほかにもそれぞれのテーマに特化した、同じ系列でもまるで違ちがうホテルを世界中に作る。で、俺は世界のホテル王になる」

「ホテル王って」

　子供のような口ぶりに、香月は思わず笑ってしまった。もちろん馬鹿にしたのではない。ルキアンが夢を語る少年のように見えて、微笑ほほえましかったのだ。もちろん彼は夢を夢で終わらせないだけの実力を持っているのだから、夢見がちだなんて思わない。それでも彼の中にこんな一面があるのだと知ったら、何だか少しだけ可愛かわいく思えた。

　──きっとこの業界のことにも詳しいんだろうな。蛍狩りといえば奏月亭、か。そんなことまで知ってたなんて。

　そういう特とく徴ちようのある宿だから守りたいと思ってくれているのかもしれない。ルキアンが奏月亭を気に入っているというのは本当なのだと、ようやく香月は納なつ得とくできた。

「だが、やっぱり作るなら美しい宿がいい」

　ふとルキアンが表情を変えた。それまで鋭するどく強かった瞳ひとみが、ふっと切ない色味を帯びる。

「美しい、宿？」

　ホテルじゃなくて？　と不思議に思って首を傾かしげた香月に、ルキアンは頷うなずいた。

「俺が子供の頃に滞たい在ざいした美しい宿のような、ああいう場所をいつか自分でも作ってみたい」

　そう語る声こわ音ねに憧どう憬けいが滲にじむ。宿泊した人間にとって、価値のある特別な場所──そうルキアンは言ったけれど、彼にとってのその場所は、その美しい宿のことではないだろうか？　そう思って尋たずねると、

「ああ。俺にとってこの世で一番大事な場所だ」

　彼は本当に大切なものを見つめるように、そっと柔やわらかに目を細めた。

　その眼まな差ざしに、香月はまるで自分が大切に思われているような錯さつ覚かくを起こし、どきん、と胸を高鳴らせる。

　こんな目をして、一いち途ずに求めるような声で一番大事だなんてルキアンに言わせるくらいだ。そこは本当に、夢のように美しい宿なのだろう。そこでどんなことがあったのだろうか。誰か、この世で一番大事だと思えるような人に出会ったとか──？

　ぎゅっと胸を締しめ付けられるような痛みが走り、香月ははっとして見つめたままだったルキアンの瞳から視線を外した。

　──何か……何なんだろう？　胸がざわざわする。

　よくわからないが、何かがとても羨うらやましいような、それに自分も手を伸のばしたいような、変な気分だ。ルキアンが特別だと言ったその宿に、妙みような対たい抗こう心でも抱いだいたのだろうか？

　──たぶん、そうだ。奏月亭のことをお客様にそんなふうに言ってもらえるように、おれも頑がん張ばらなきゃ。

　よし、と気合いを入れたときに、ウェイターが新たな料理を運んできた。

「鮑あわびの牡蠣オイスターソース煮にでございます」

　また何やら小難しい説明が始まり、香月は今回も右から左へと聞き流す。じっと見つめる料理はとても美味おいしそうだ。だが、料理に対する関心はすっかり失せてしまっていた。










　食事を終えて時計を見ると二十時を過ぎていた。

　久しぶりの外出は仕事とは違ちがう神経と体力を使ったようで、飲むのはまた今度にしようと言うルキアンに促うながされ、帰りの車に乗り込んだ。

　それからすぐに満腹感と心地ここち好よい疲つかれが毛布のように全身を包み、香月はうとうとし始めた。その間に車は滑るように都心を離はなれ、香月を奏月亭へと運んでいく。

　──何か、凄すごく楽しかった。

　あちこち引きずり回されてさすがに疲れたけれど、ルキアンに強ごう引いんに連れ出されなければ、香月はきっとこんなふうに外出したりはしなかっただろう。一人で時間を持て余し、旅館のことが気になって、結局休みを返上して事務所へ顔を出していたに違いない。そして新たな緊きん張ちようとストレスを知らずに溜ためていたかもしれなかった。

　──一日付き合えって言われたときは、あんなに憂ゆう鬱うつだったのに。何が幸いするかわからないな。

　夢ゆめ現うつつに今日一日のことを反はん芻すうし、これが男女のカップルなら普ふ通つうにデートだったな、とぼんやり考えて小さく笑う。デートも何も、自分たちは男同士だし、恋こい人びとでもない。融ゆう資し契けい約やくに縛しばられたビジネス上の関係に過ぎない──

　そんな考えが浮かんだ瞬しゆん間かん、首筋の辺りがひやりとし、はっとして香月は目を開けた。急な覚かく醒せいに、知らず身体からだが強こわ張ばる。

「どうした？」

　斜ななめに傾かしいだ頭の上からルキアンの声が聞こえた。うとうとしているだけだったはずが、いつの間にか彼の肩かたに凭もたれて眠ねむっていたらしい。

「ごめん、何でもないんだ。急に目が覚めたからびっくりして」

　香月は急いで身体を起こし、ルキアンから離れた。何だか不ふ穏おんに鼓こ動どうが跳はねているが、これは突とつ然ぜん眠りからクリアな現実に意識が切り替かわったせいだろう。

　はぁ…、と一つ溜め息をついて漠然とした不安感を散らし、何気なく車窓へ目を向ける。窓の向こうに、草むらと所々を立ち木に縁ふち取どられて流れる川が見えた。

「……あ。桂川」

　緩ゆるやかな曲線を描えがくその流れは、子供の頃ころによく遊んだ馴な染じみ深いものだ。そこにあることが当たり前で普ふ段だんは何とも思わないのに、今はとても懐なつかしい。桂川を見ていると落ち着かない気持ちが宥なだめられるような気がして、香月はルキアンを振ふり返った。

「ここで降ろしてくれないかな。少し歩きたいんだ」

　車を停とめてもらい、香月が外へ出ると、付き合うつもりなのかルキアンも降りてきた。車を先に帰し、二人は並んで川沿いの道を歩き出す。

「やっぱりここが一番落ち着く」

　澄すんだ夜気を胸むね一いつ杯ぱいに吸い込んで、ゆっくりと吐はき出す。

　都会のどこか濁にごりを帯びた喧けん騒そうの中から帰ってきた身には、この澄んだ静けさと涼すずしげな水音に心が洗われるようだった。晴れ渡った夜空の下、月の光を青く反射する水面は幻げん想そう的で美しく、その様子に香月はふと目を細めた。

「蛍ほたる狩りの夜を思い出すな……」

　初夏になると、この川には蛍が舞まう。奏月亭では毎年その時季には桂川に舟ふねを出して、蛍狩りのイベントを催もよおしていた。もちろん本当に蛍を捕つかまえるのではなく、水草の生い茂しげる上流へ舟で遡さかのぼり、蛍の乱らん舞ぶを観かん賞しようするというものだ。

　──あのとき、おれはルカに助けられたんだっけ。

　桂川を見ると香月は必ずそのことを思い出す。ルカとは一いつ緒しよに何度か蛍狩りに参加したけれど、それとは別に大人には内ない緒しよでこっそり舟を出したことがあった。

　あれは八月の中なか頃ごろ、お盆ぼんのときで、桂川の上流で季節外れの蛍が出たという噂うわさが立った。地域によっては八月でも蛍が見られるようだが、この辺りではシーズンは七月上じよう旬じゆんまでだ。時季外れ、しかもお盆とあって、出たのは蛍じゃなくて幽ゆう霊れいだという噂が子供達の間に広がった。それを聞きつけた香月とルカは、噂の真しん偽ぎを確かめようとこっそり舟を出す計画を立てたのだ。

　計画を実行に移したその夜、香月とルカは桟さん橋ばしに行く途と中ちゆうで幼なじみの藤堂に出くわした。塾じゆく帰りの藤堂が、どこへ行くのかと根ね掘ほり葉掘り尋たずねてくるので、誤ご魔ま化かしきれずに計画を打ち明けると、一緒に行くと言い出した。そして三人で舟に乗り込んだ直後、一目で互たがいに悪印象を抱いたらしいルカと藤堂は言葉も通じないのに口くち喧げん嘩かを始めた。

　──言葉が通じなくても悪口は伝わるって本当なんだ、ってあのときしみじみ実感したなぁ。

　藤堂と香月が交代で舟を漕こいで上流に辿たどり着き、幾いくつか打ってある杭くいの一つに舫もやい綱づなをかけるまで彼らの辛しんらつな舌ぜつ戦せんは続いた。そして藤堂の手が空くと、口喧嘩は互いの肩を押したり足を蹴けったりする乱暴なものになり、あっという間に摑つかみ合いの喧嘩になった。そのとき香月は二人を止めようと必死になって間に割り込んだが、ふとした瞬間、別のものに気を取られた。

　二つの青白い小さな光が、ふわりと目の前を過よぎったのだ。

『蛍だ……！』

　脳のう裏りに両親の面おも影かげが蘇よみがえり、思わず蛍を追うようにして香月は舟から身を乗り出した。そのとき、ルカに突つき飛ばされた藤堂が舟ふな底ぞこに倒たおれ込み、衝しよう撃げきで舟が大きく揺ゆれた。半ば川のほうへと身を乗り出していた香月はその揺れに耐たえられなかった。バランスを崩くずし、川に落ちてしまったのだ。

　水の暗さと冷たさに驚き、身体に絡からみつく浴衣ゆかたに邪じや魔まされて上手うまく泳げず、溺おぼれかけた香月を助けてくれたのがルカだった。

『──っのバカ！　なんで一つに気を取られると他ほかのことが見えなくなるんだ！　少しは状じよう況きようを把は握あくして行動しろよ！』

　十歳児とは思えぬ言葉で叱しつ責せきし、揺れる舟から身を乗り出したら落ちるに決まっているだろうと小さな身体一いつ杯ぱいに叫さけんだルカの、怒おこったような泣き出しそうな顔が忘れられない。怒ど鳴なった後に、香月が落ちたのは自分が舟を揺らしたせいだと謝って、脱ぬげた草履ぞうりを香月の足あし許もとに揃そろえてくれた。それから、無事を確かめるようにぎゅっと抱きついてきた小さな身体。

　──口が悪くて生意気だったけど、可愛かわいくて頼たよりになるいい子だったな。

　ルカは頭が良くて、香月にはよくわからない難しい話を一いつ生しよう懸けん命めいしてくれた。一緒に出かけた縁えん日にちの金魚掬すくいでは一匹ぴきも掬えず、へそを曲げて口を利きいてくれなくなったこともあった。香月が掬った金魚をあげようとしたら、ますます機き嫌げんを悪くして大変だったのだ。

　──森や川で遊んだり、木登りをしたり、お風ふ呂ろにも一緒に入ったっけ。

　ふわふわな髪かみをした、ちっちゃなルカ。フランス人形のようだったから、きっと知的で優雅な王子様みたいに成長していることだろう。今はどうしているだろうか──？

「心ここにあらず、だな。何を考えているんだ？」

　思い出に浸ひたっていた意識の中に、ルキアンの声が割り込んできた。我に返って傍かたわらを振り仰あおぐと、月明かりを受けて仄ほのかに煌きらめく淡あわい金きん髪ぱつが目に入った。

「ごめん、ちょっと子供の頃のこと思い出して」

　ふと香月の中でルカと出会った待屋での記憶が浮かび上がった。月光の下のルキアンの髪は、あのとき月明かりを弾はじいていたルカのそれとそっくりだ。

「子供の頃？」

　興味を示したルキアンに、香月は小さく頷うなずいた。

「そう。この夏も催したけど、奏月亭では毎年蛍のシーズンにこの川に舟を出して蛍ほたる狩がりをするんだ。子供の頃は、夜に舟を出すことも、それに乗って蛍を見に行くのも嬉うれしくてわくわくしたな、とか。子供だけでこっそり舟を出したこともあったな、とか考えてた」

「……そうか。今年もやっていたな、蛍狩りは」

　初夏の頃を思い出しているのか、ルキアンがどこか考え深げに呟つぶやいた。

「奏月亭では伝統行事は欠かさずやるから、一年中何かしらイベントがあるんだ。特に夏は外国からのお客様が多いから、日本文化を体験していただくために色々企き画かくを立てるしね」

　香月の言葉に、なるほどとルキアンが頷く。ルキアンが奏月亭に滞たい在ざいし始めたのは三月半ばだ。参加したかどうかは別にして、花見や端たん午ごの節せつ句くがあったことは彼も知っているだろう。六月下げ旬じゆんから七月上旬にかけては蛍狩り、七月の七夕、八月は花火大会や地域の祭り、九月は重陽の節句に十五夜の月見。来月に控ひかえているのは十三夜の月見のイベントだ。

　またすぐに忙いそがしくなるな、と夜空を仰いで深く息を吸い込んだとき、

「前から聞きたかったんだが、どうして負ふ債さいを抱かかえた旅館を継つぐことにしたんだ？　苦労するのは目に見えていただろう」

　急に聞かれ、香月は軽く目を見開いてルキアンを見上げた。

「なんで、そんなこと……？」

　これまで香月は契けい約やくや仕事のことで、ルキアンに幾つもの問いを重ねてきた。ルキアンも同じだ。契約や仕事を離はなれ、お互いのことを尋たずねるのは今夜が初めてかもしれない。

　ルキアンが自分の気持ちを尋ねてきたことに何だか酷ひどく驚いて、香月はまじまじと彼を見み詰つめた。それを受け止めるルキアンは、いつになく真面まじ目めな顔つきをしている。その表情を見ていたらなぜだか落ち着かない気分になって、香月は逃にげるように正面を向き、歩きながらとつとつと語り始めた。

「奏月亭は江え戸ど時代から続く老舗しにせなんだ。百五十年も続いてきて、おれはその七代目。皆みなで受け継いできたものを、おれの代で潰つぶす訳にはいかない。絶対に」

「それだけで継いだのか？」

　まさか、と香月は首を振った。

「七代で終わらせる訳にはいかないって思いは本当だ。でも、それだけじゃない。両親や祖母が大事にしてきた旅館だから、おれも同じように受け継いでいきたかったんだ。奏月亭には自分の家よりもずっと沢山、大事な思い出が詰つまってるから」

「思い出？　家族のか？」

　うん、と頷くと、切ったばかりの髪が揺れる。

「父さんも母さんも、おばあちゃんも、家にいるより奏月亭で働いている時間の方がずっと長かったし、おれも子供の頃から出入りしてた。改装したからあの頃のままじゃないけど、それでも奏月亭には父さん達皆みんなの思いが残ってる。それを受け継ぎたいんだ。失なくしたくない。奏月亭は家も同然で、おれが守っていく場所で、おれが生きていく場所で……だから、絶対手放せない。それに従業員に対しても責任があるし……約束も、あったから」

「約束…？」

　何か酷く硬かたいものを嚙かみ砕くだくようなぎこちなさで、ルキアンがその言葉を復唱した。香月はその声こわ音ねに違い和わ感かんを覚え、ちらりと隣となりを歩く男を見やる。彼を取り巻く空気が急に張り詰めた気がしたが、街灯が点々と灯ともるだけの夜道では判然としなかった。

「誰だれと、どんな約束をしたんだ？」

　あれ、と香月は小首を傾かしげた。さっきの妙みようなぎこちなさは気のせいだったのだろうか？　ルキアンの声音や口調はいつものように滑なめらかだ。何となく香月は安心して天を仰いだ。

「もうずっと昔のことだよ。おれが子供の頃ころの約束なんだ」

「どんな？」

　そう尋ねられると自然に口が開く。絶対にルカのことはルキアンには話さない。そんなふうに依い怙こ地じになっていた思いが、今はすっかり消えていた。

「……昔、凄すごく寂さびしくて仕方のない時期に傍そばにいてくれた子がいたんだ。その子は奏月亭のお客様で、偶ぐう然ぜん出会って仲良くなったんだけど、お客様だから当然帰っちゃうだろ？　おれはそれが寂しくて、置いていかれるのが嫌いやで嫌で、物もの凄すごく泣いたんだ。そうしたらその子が、必ずまた会いに来るから待っててくれって一生懸命約束してくれた。だからおれも言ったんだ、それならここで待ってるって。そのときは、お帰りって出で迎むかえる、って」

　子供同士の約束だ。奏月亭を借金ごと継いだ理由の一つとは思えないほど他愛たわいないことだけれど、香月にとっては大切な約束だった。

「……いつの話だ」

「ずっと昔のことだよ。まだ子供だったけど、でもだからこそ約束は果たされないだろうなって、わかってた。外国からのお客様だったし、そんな約束はいつ忘れられてもおかしくないし。それでもおれは、夏が来るたび今年は会えるかもしれないって、その子を待ってた。馬ば鹿かみたいに毎年、夏が来るたびにずっと、ずーっと……」

　今でも鮮せん明めいに思い出せる、ルカの力強い眼まな差ざし。声。絡んだ小指の温かさ。

『待ってて。俺は急いで大人になる。大人になって、誰よりも強くなって、カヅキのところに戻もどってくる』

『戻ってきたら、ずっと一いつ緒しよだ。ずっとカヅキを傍で守る。カヅキがもう何も失さなくて済むように──』

　随ずい分ぶん仲良くなってから、香月は自分の両親が亡なくなったことや出会った夜に蛍ほたるを待っていた理由をルカに話した。だからお盆ぼんの夜、香月が舟ふねから落ちる寸前に二匹ひきの蛍に気を取られた理由をルカは察したのだろう。そして香月の寂しさを理解していたから、約束をくれたのだ。

　──もしかしたら、おれはあのとき、ルカのことを好きになったのかもしれないな。

　別れ際ぎわに、初めての恋こいに落ちたのかもしれない。

「その子との思い出はおれにとって、とても大きなものなんだ。だからあの約束も、旅館を継いだ理由の一つなんだと思う」

　香月はそっと唇くちびるを結んだ。そんなままごとのような約束を真に受けて億単位の借金を背負ったのかと笑われるだろうか。そう思ったけれど、ルキアンは笑わずに、真面目な口調で尋ねてきた。

「相手を憶おぼえているか？　名前は？」

　香月は首を緩ゆるく振ふる。それは秘密だ。香月にとっては宝物のような名前なのだから。

「さあ。もう忘れた。子供の頃の話だからね」

「あなたはそいつを待ってたのか。今も、待っているのか……？」

「だから、昔の話だよ」

　見上げた夜空には、都心で見たより冴さえ冴えと輝かがやく月がかかっている。出会ったのも、再会を約束して別れたのも、月明かりの中でだった。ルカと月は切っても切り離せないなと、心の片かた隅すみで香月は思う。

　──それと、蛍。

　また一緒に見ることができたらいい。二人で、川に舟を出して。

　懐なつかしい面おも影かげを思い浮うかべ、そっと目を細める。すると、

「──俺だ」

　不意にルキアンがどこか震ふるえるような声を出した。

「え？」

「今、あなたといるのは俺だ」

　今度の声は硬い。その言葉にふと香月は自分の立場を思い出した。

「……わかってる。おれはルキアンのものだ。そういう契約だ」

　香月が小さく頷くと、ルキアンの頰ほおが一いつ瞬しゆん強こわ張ばったように見えた。けれど、それはきっと見み間ま違ちがいだろう。

「そうだ。あなたはもう俺のものだ。そういう契約だ」

　即そく座ざに答えた彼の声は、不ふ遜そんでありながら甘やかに響ひびくいつも通りのものだった。

　契約か、と香月は胸中で呟つぶやく。

　奏月亭を大事に思ってくれるなら、あんな条件を付けずに素す直なおに融ゆう資しの話を持ちかけてくれればよかったのに、と香月は少しだけ恨うらめしいような気持ちになる。だが、考えてみればルキアンは奏月亭のことは好きでも、香月のことは嫌きらっていたのだ。好きなものを助けるついでに、嫌いなものを虐いじめるつもりであんな条件をつけたのかもしれない。

　──今でもおれのこと、嫌いなのかな。

　急にそれが気になった。だが、彼が香月を嫌いでもそうでなくても、こんな関係は今だけの話だ。

　借金や契約で香月を縛しばり、好きなように扱あつかっても、飽あきればルキアンは香月を置いてどこかへ行ってしまうだろう。

　香月はいつも置いていかれる側なのだ。

　両親だってそうだった。仕事の邪じや魔まをしてはいけないと思って、ろくに我が儘ままも言えず、いつも香月は二人の帰りを家で一人で待っていた。今日こそ早く帰るからと何度も約束してくれたのに、車で旅館組合の会合に出かけた両親は、酒気帯び運転のトラックに衝しよう突とつされて、二度と帰って来なかった。

　ルカは約束を残してくれたけれど、遠い国へ去ったまま一度も会いに来てくれない。

　何の前触れもなく倒たおれた祖母は、意識が戻らないまま還かえらぬ人となってしまった。

　皆、ある日突とつ然ぜんいなくなるのだ。香月を置いてどこか遠くへ行ってしまう。香月の世界に当たり前に存在していたはずの人々が、急にぽかりと穴が開いたように消えてしまう。

　──あの、どうしようもない喪そう失しつ感かんを味わうのはもう嫌だ。

　あんな思いは独りではとても耐たえられない。これ以上はもう何も失えない。何一つ奪うばわれたくなかった。両親や祖母の奏月亭への思いも、そこで一緒に過ごした時間も、そして今でも忘れられないルカとの思い出も──

　──奏月亭には、おれが失したものが全部詰まってる。だから絶対に守らなきゃ。

　奏月亭を守り続けている限り、それらすべてと一緒に生きていける。そのためにはもっと、もっと頑がん張ばらなければいけない。そう思って唇を嚙み締しめた、そのとき。

「……っ」

　隣を歩く男の指が、香月の冷えた指に絡からんできた。

　その熱さに驚おどろき、怯おびえて香月は息を飲む。

　触ふれ合う指先がぴくりと跳はねて、強張った。けれど、

　──あったかい……。

　きゅ、と絡んだ指の力が強くなり、反対に張り詰つめかけた気持ちがまた、緩んでいく。

　嫌だとか、放せとか、そんな思いが少しも胸を過よぎらないほど、強く絡んだ指は優やさしかった。

　何も言わず、香月の方を見もせずに歩くルキアンの指から静かに熱が流れ込んでくる。

　夜風が咲さき初そめた金きん木もく犀せいの、目め眩まいのするような甘い香かおりを運んでくる。

　ルキアンの温ぬくもりは香月の指から腕うでを伝い、胸の奥へ入り込み、一番脆もろくて柔やわらかい部分に切ない痛みをもたらした。










　　　　＊




　翌日。

「……捨てるなんて勿もつ体たいないし、別に気に入らないわけでもないし、第一着物に罪はないし」

　ぶつぶつと口の中で言い訳を重ねながら、香月は何とも言えず照れくさい気分で新しい単衣ひとえに袖そでを通した。見事な仕立てでサイズもちょうど良く、帯を締めると背中心がぴしりと決まる。足袋たびに足を入れてこはぜを留め、羽織を着れば奏月亭の亭てい主しゆの出来上がりだ。だが、

「何か、いつもと違ちがうような……変な感じがする」

　鏡の前で身だしなみのチェックをしながら、香月はほんのりと頰を染めた。

　朝までずっとルキアンの腕に包まれて眠ねむったせいだろうか。それともルキアンに贈おくられた着物を纏まとっているせいなのか。なんだか今も彼に抱だき締められているような気がして、気持ちがそわそわと落ち着かない。それとも落ち着かないのは、あの眼差しのせいだろうか──？

　──うわ、待て待て、それを思い出すな！

　思いがけず目にしてしまったものが瞼まぶたの裏に蘇よみがえり、香月は耳まで赤くなる。

　昨夜、桂川沿いを歩いて奏月亭まで帰ってきたとき、香月とルキアンは少しの間、入り口の手前で立ち止まった。ルキアンは表おもて玄げん関かんから、香月は従業員用の裏口からそれぞれの部屋に戻るのでそこで別れるべきだったが、絡めた指を解ほどけなくて、動けなくなっていた。

　やがてルキアンが裏口へ向かって歩き出し、こちらを見ずに香月の指を軽く引いた。

「あなたの部屋、行ってもいいか？」

　もとより香月はルキアンには逆らえない。頷うなずいて部屋へ案内しながら、けれど香月は微かすかな失望を覚えた。離はなれ難がたい気持ちは香月にもあったが、それはメンタル的なものが大部分を占しめていた。だが、おそらくルキアンは香月とは違い、自分を抱くつもりなのだろう。そう思って、なぜだか少し苦い気持ちになった。

　けれどそれは香月の思い違いで、ルキアンは何もしなかった。一組の布ふ団とんに二人で包くるまると香月はルキアンの腕に深く抱き込まれた。片手の指を絡めたまま。

「あ、の……？」

「明日早いんだろう？　もう寝ねろ」

　戸と惑まどう香月にそう言って、ルキアンは自分の胸に香月の頭を押し当てるようにし、そっと髪かみを撫なでてきた。

　長い指が何度も髪を潜くぐる。そのたびに少しずつ戸惑いが消え、身体からだから力が抜ぬけていき、離せなかった温もりに全身を包まれる心地ここち好よさに瞼が重くなってきて──酷ひどく満たされた気持ちで、香月は安らかな眠りに引き込まれていった。

　そして今朝、ルキアンの腕の中で目覚めた香月が最初に見たものは、驚くほど優しく愛いとしげに細められた銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみだった。

「うわ……」

　またそれを思い出してしまい、香月は慌あわてて両手で口くち許もとを覆おおった。そうしないと恥はずかしさに叫さけびだしてしまいそうだ。

　──何あれ。何だったんだ。あんなふうに誰だれかに見られたことなんか……っ。

　今までの人生で一回もない。

　まるで雲の上を歩いているかのようにふわふわと事務所へ向かうと、先に来ていた経理の高村に早さつ速そく異変を指し摘てきされた。

「おはようございます、若わか旦だん那な。……あれ？　なんか今日、雰ふん囲い気きが違ちがいません？」

「そ、そうですか？　いつもと同じだと思いますけど」

「えー、でも何か違う感じがするなぁ」

　全身にくまなく目を走らされ、香月の心臓は無む闇やみに早はや鐘がねを打った。別に見られたくらいで心の中を読まれる訳はないのに、どうしてか酷く慌ててしまう。

「あ、あの昨日はお休みを有り難がとうございました。それでその、少し髪を切ったから、そのせいじゃないですか……？」

「あ、ほんとだ。分け目もちょっと変えたんですね。だから印象が変わったのか。うん、とてもよくお似合いですよ。大人っぽく綺き麗れいになった感じで」

「……有り難うございます」

　ルキアンの指示で切られた髪を褒ほめられた。そう思ったら、今すぐどこかへ走りだしたい衝しよう動どうに駆かられた。初めてルキアンに抱かれた翌日より、今日のほうがずっと落ち着かない気分なのはどうしてなのだろう。痛いほど速まった心臓を何とか宥なだめながら、香月は逃にげるように自分の机に向かった。

　──どうしよう。今日ちゃんと仕事できるかな……。

　あの眼まな差ざしが目の前をちらついて仕方がない。それを見たのは起き抜けの僅わずか数秒で、ルキアンはすぐにいつもの彼に戻もどってしまった。にも拘かかわらず、なぜこんなにくっきりはっきり鮮せん明めいに、あの眼差しが網もう膜まくに焼き付いているのだろう？　いったい自分はどうしてしまったのだろうか。男にあんな目を向けられて、うっかりときめいてしまうなんて。

　ルキアンも昨夜はいつもの彼らしくなかった。

　──今まで人のこと、あんなに好き勝手に扱あつかってきたのに。

　意地悪や嫌みは当たり前、香月の身体を弄もてあそんでセクハラをしたり、訳のわからない理り屈くつをつけて無理やり身体を拓ひらいたりもした。

　それなのに、いったいどういう心境の変化なのか、昨夜は何もせず香月の身体を包むように抱き締めるだけだった。そして、その男の温もりに安心して眠ってしまった自分はやっぱりどうかしている。

　──でも、なんかすごく満たされた感じがして……。

　足りない部分を補われたような、寂さびしいところを埋うめられたような、そんな気持ちになったのだ。そして、それをもう手放したくないと願ってしまった……ような気がする。

　そんなことを考えているうちに朝礼の時間になり、鈴木に呼ばれてはっと我に返った香月は必死になって浮うわつく気持ちを引き締めた。

　それからの日々はとても穏おだやかに過ぎた。

　九月の残りの数日を香月はルキアンに贈られた単衣で過ごし、十月のイベント、十三夜の月見の宴うたげも無事に終わった。その間に国内の大手証券会社がルース・リソース・グループの金きん融ゆう部門に買収されたことが報道され、同時にルース・リソース・グループの日本進出が発表された。

「見て見て、記者会見に『幻月』の人が出てる！」

　仲居達が休きゆう憩けい室のテレビを前に集まって、あの人こんな有名人だったのと今いま更さらながらにきゃあきゃあ騒さわぎ、レストランで食事をしたときに言ってた「ニュースや新聞に載のるはず」の仕事とはこれのことだったのか、と香月は規模の大きさに驚おどろき、感心すると同時に誇ほこらしい気持ちになった。

　そうして、ゆっくりと時は移ろい、秋が深まってゆく。

「自分が見立てて仕立てさせた着物をあなたに着せるのは気分がいいな」

　香月の着物姿を見るたび満足そうな顔をするルキアンとの関係は、特に表立った変化はない。ただ、贈った服を脱ぬがせるのは当然の権利だと言って香月を布団に引き込むことに彼はすっかり慣れてしまい、香月の方も慣らされてしまった。一晩に何度も香月を抱いたり、何もせずに抱き締しめて眠ったり、時間を見つけては香月を外に連れ出したりと、ルキアンはまるで恋こい人びとのように香月のことを扱った。けれど、これは契けい約やく関係だということさえ忘れずにいれば問題はない。

　だが、それを思うと香月はなぜだか鉛を飲んだかのような胸苦しさを覚えるようになった。

　そんなある日のことである。朝早く、鈴木が香月の居室を訪おとずれた。

「香月、起きているか？」

「叔父おじさん？　どうしたんですか、こんなに早くに」

　まだ五時前ですよ、と鍵かぎを開けて引き戸を開く。鈴木は深刻そうな顔をしていた。

「ちょっといいか。話があるんだ」

「どうぞ。狭せまいですけど」

　香月は奏月亭の借金返済のため両親が残してくれた家と土地を売ばい却きやくしたが、従業員のための寮りようは満室で入居できず、祖母の千春が自分の控ひかえ室として使っていた本館の奥にある二間続きの座ざ敷しきで寝ね起おきをしていた。食事は社員食堂があるし、風ふ呂ろは従業員用の浴場があるので、特に不自由はない。

　香月は居間として使っている座敷に鈴木を上げて、座布団を勧すすめた。

「どうぞ、座ってください。ちょっと待ってくださいね。今お茶を」

「いや、茶はいい。いいから、おまえもそこに座ってくれ。大事な話なんだ」

　その深刻な言いように、香月も表情を改めて畳たたみに膝ひざをついた。

「どうしたんですか？」

「リトヴィノフが事務所に忍しのび込んだ」

「そんなの、いつものことじゃないですか」

　ルキアンが事務所に出入りしても館内を好きに歩いても、もう誰も気にしない。鈴木以外の従業員にとって彼は既すでに身内のようなものだ。

「違うんだ、日中じゃない。あいつは誰もいない夜中に侵しん入にゆうしたんだ」

　夜中？　と香月は少し驚いた。軽く瞼まぶたを緊きん張ちようさせた香月の反応に勢いを得たのか、鈴木が身を乗り出してくる。

「普ふ段だんからあれほど好き勝手にしている男が、わざわざ夜中に忍び込んだ。それだけで十分おかしいだろう」

「それは、まあ……。けど叔父さん、どうしてそんなこと知ってるんですか？」

「忘れ物を事務所に取りにいったんだ。そのとき、あいつが納なん戸どを漁あさっているのを見た」

「納戸を？」

　なぜそんなところを、と香月は首を傾かしげた。

　事務所は改装されているとはいえ、元々が古い日本建築だ。事務所の奥には目的のよくわからない狭くて短い廊ろう下かがあり、その廊下に面して納戸がある。そこは事務所の物置として利用され、不要な物や古い書類が詰つめ込まれていた。見られて困るような重要なものは別の場所に仕し舞まわれているので、普段は誰も気に留めないスペースである。

　だが、鈴木が問題にしているのはそういうことではなかった。

「奏月亭の人間にばれないように夜中に事務所を漁るなんて、よからぬことを企たくらんでいる証しよう拠こだ。私は最初からあの男は怪あやしいと思っていたんだ。勝手に仕事の流れを変えるわ、税理士なんかを差し向けてくるわ、自分の息のかかった板前を送り込んでくるわ……あの男は奏月亭を乗っ取るつもりじゃないのかね」

「まさか」

　大げさな叔父の言い分を、香月は一いつ笑しように付した。

「最初から怪しんでいたも何も、リトヴィノフ様の融ゆう資しの話に積極的だったのは叔父さんじゃないですか。それは正しかったと思います。彼のおかげで奏月亭は窮きゆう地ちを脱だつすることが出来たし」

「しかしだな」

「はい。夜中に事務所を漁られるのは、おれも気になるので確かく認にんします。でも、あんな巨きよ額がくの融資をした後で奏月亭を乗っ取るなんて、彼はそんな無む駄だなことはしないと思いますよ」

　旅館を手に入れるつもりなら、最初から買収という形で交こう渉しようしてくるはずだ。

「だが…」

「考えすぎですよ。彼は仕事が立て込んでいるとかで一週間は戻らないと連れん絡らくがあったので、事務所の件は帰ってきたら確認してみます。それでいいですよね」

　ルキアンのことが嫌きらいな鈴木はまだ何か言いたそうにしていたが、大だい丈じよう夫ぶだと宥めて香月は叔父を帰した。

　そして同じ日、事務所に妙みような電話が掛かかってきた。その音に嫌いやな胸むな騒さわぎがして香月は仕事の手を止め、電話を取った女性事務員に目を向けた。

「ありがとうございます、奏月亭で……は？　あの、大変失礼ですが、お名前を伺うかがっても……あ、切れた」

　事務員は怪け訝げんそうに首を捻ひねりながら受話器を戻もどしている。そのいかにも腑ふに落ちないといった様子が気になり、香月はちょっと訊きいてみた。

「どうしたんですか？　悪戯いたずら電話？」

「はい、多分。何だか機械を通したような割れた声で、鈴木がどうこうと罵ののしっているようでしたけど」

「鈴木？」

　事務所内の人間の目が一いつ斉せいに番頭へ向けられる。そのとき、今度は二つの電話がほとんど同時に鳴り響ひびいた。近い者が電話に出ると、やはりさっきと同じような内容だったらしい。二人ともすぐに受話器を置いた。

「何だこれ？　イタ電ですかねぇ。一方的に喋しやべり捲まくって、何を言ってるのかよくわかりませんでしたけど。借金がどうとか、鈴木がどうとか」

「こっちは借金返さないと火をつけるとか言ってました。警察に連絡しますか？」

「……悪戯だろう。鈴木といえばどの職場にも何人かいるだろうからな」

　憮ぶ然ぜんとして鈴木が言った。ルキアンが事務所に無断で入ったことで機き嫌げんを損そこねていたところへ悪戯電話に自分の名前を使われて、不機嫌に拍はく車しやがかかったようだ。

「そうですよね。奏月亭には番頭さんを含ふくめて、鈴木さんは三人いますしね」

「これ、悪戯っていうより嫌がらせだと思いますよ。よくあるでしょう、消費者金きん融ゆうに借金して返済が滞とどこおったりすると、本人だけでなく家族や親しん戚せき一同の職場にまで嫌がらせの電話が掛かってくるっていう話。ああいうのじゃないですか？　まったくどこの鈴木さんだか知らないけど、いい迷めい惑わくですよ」

「一応、うちの鈴木さんたちに話を聞いてみましょう。休憩時間とか終業後で申し訳ないですけど、時間を取ってもらえるように連絡をお願いします」

　香月がそう指示を出してこの話を終わりにすると、皆みなそれぞれの仕事に戻っていった。

　ふと香月は机を並べる叔父の横顔に目を向ける。

「何か心当たりとかあ……るはずないですよね」

「当たり前だろう」

　ぴしりと言われ、香月はすごすごと引き下がった。だが、一度目の電話で感じた胸騒ぎは、なかなか消えてはくれなかった。




　　　　＊




　十一月になり奏月亭の庭園の木々が葉の色を変え始めた、ある土曜日の午後。

　事務所の扉とびらをノックして、藤堂が顔を出した。

「あ、藤堂。久しぶり。出張終わったのか？　お疲つかれさま」

「ああ。……あ、これお土産みやげです。皆さんでどうぞ」

　どこかの有名な銘めい菓からしく、受け取った女性事務員が嬉うれしそうな声を上げた。

「いつも悪いな。ご馳ち走そう様さま」

「いや、それは……別に、いいんだけど」

　いつになく歯切れの悪い返事に、香月は軽く首を傾げて席を立った。

　──何か変だな。

　藤堂の様子は明らかにおかしかった。彼の最大の長所である太陽のような明るさがなく、いつもは遠えん慮りよなく入ってくる事務所内へも今日は一歩も立ち入ろうとしない。表情は曇くもり、身体からだ全体がどこか強こわ張ばっているように見える。

「どうしたんだ、藤堂？　何かあった？」

　出入り口から一歩も動かない藤堂に歩み寄り、顔を覗のぞき込む。すると、彼はさっと香月から顔を背そむけた。その横顔に、しまった、というような表情が浮うかぶ。

「藤堂……？」

「あ、いや、何でもない。それよりさ、香月。ちょっといいか？」

「うん。いいけど……」

　──どうしたんだろう？　いつもは真っ直すぐ人の目を見る奴やつなのに。

　藤堂の不自然な態度を訝いぶかしく思いながら、香月は事務所を後にした。藤堂について庭園へ出て無言のまま歩いていると、ふと山を模した野や趣しゆに溢あふれる庭が目に映った。その辺りはもう少し秋が深まると紅葉が一ひと際きわ美しく映はえる。

　その庭を眺ながめながら、ふと香月はルキアンのことを思った。

　──あの夜、あの小道にルキアンが助けに来てくれたんだっけ。

　十五夜のイベントで、香月はお客様の中に紛まぎれ込んでいたチンピラのような男達に絡からまれた。必死で逃にげ出したら、ルキアンが現れて彼らを追い払はらってくれた。

　──でも、その後で助けてくれたルキアンに襲おそわれたわけだけ…ど……。

　そこまで考えた香月の頭に、あの夜の記き憶おくが蘇よみがえる。

　あのとき、香月は初めてルキアンに抱だかれた。その最中に藤堂から電話がかかってきたのだ。それを思い出した香月の頭は羞しゆう恥ちのあまり一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうした。

　──やっぱりあのとき藤堂に……。

　自分の上げた声を聞かれてしまったのかもしれない。いや、きっとそうだ。だから藤堂は香月と目を合わせるどころか、顔を見もしないのだ。

　──ど、どうしよう……っ。

　香月は恐きよう慌こう状態に陥おちいった。木立の中で足を止め、その場に立ち尽つくすと、気付いた藤堂がどこかぎこちない動きで振ふり返る。そして数秒の沈ちん黙もくの後、気まずそうに口を開いた。

「こないだは電話で、その……悪かったな」

「あ、や、ええと、……こっちこそ、ごめん」

　後が続かず、どちらも俯うつむき、重い沈黙が流れる。香月の胸の下では痛いくらいに心臓が早はや鐘がねを打っていた。

　──やっぱり聞かれたんだ。

　雪せつ駄たの鼻はな緒おを見つめていた目をぎゅっと閉とざす。香月を包んでいるのは、もはや羞しゆう恥ち心しんだけではなかった。腹の底から湧わき出した恐きよう怖ふが香月を内側から凍こおらせる。

　男の身で男に抱かれ、あんな声を上げた自分を藤堂はどう思っただろうか。軽けい蔑べつしているかもしれない。嫌けん悪おされたかもしれない。

　──絶対、気持ち悪いって思ったよな。

　事務所に入るのも嫌なくらい嫌われてしまったのかと思うと、怖こわくて顔を上げられない。

　どうしよう、と閉ざした瞼まぶたを震ふるわせたとき、

「──おまえ、騙だまされてない？」

「え、？」

　はっと目を開けた香月は、予想外の藤堂の言葉を受け止め損ねて反応するのが遅おくれた。

「え、何？」

「だからさ。おまえ、騙されてるんじゃないのか？」

「騙されてるって、誰だれに？」

「あのロシア人以外に誰がいんだよ。おまえもあいつのやってること、おかしいってわかってるだろ？」

　責められ、詰なじられて今後の友達付き合いを断られるのではないかと思い、びくびくしていた香月には、とてもついていけない急な話題転てん換かんだった。藤堂が何を言おうとしているのか、意味がまったく摑つかめずに呆ぼう然ぜんと彼を見み詰つめる。

「藤堂？　何を言ってるんだ……？」

　藤堂が険しい顔つきで、こちらへと一歩近づいた。

「あいつは世界的な規模の財ざい閥ばつグループの次期総そう帥すいだ。あの若さでそれなりに名の知れたやり手で、他人のためには指先ひとつ動かさないと評判の冷血漢だ。そんな奴が、いくら老舗しにせとはいえ日本のたかが一旅館に億単位の資金を出すか？」

「藤堂、それは──」

「どう考えても不自然だろ、奴には何のメリットもない。なら、どうして資金を出した？　それは他ほかに狙ねらいがあるからだ」

　違ちがう、と香月は首を振った。最初は香月もそんなふうにルキアンのことを疑っていたけれど、初めて一いつ緒しよに外出したときに彼の夢を聞いて疑うのは止やめたのだ。誰かにとっての特別な場所を作りたい、そう願うルキアンが人を騙したりするはずがない。

「違うんだ、藤堂。ルキアンはそんな奴じゃない。彼はもともとホテル業界に関心があって、奏月亭のことを本当に大事に思ってくれているんだ。だから奏月亭を守るために力を貸してくれて──」

「そんな訳ないだろ、なに簡単に騙されてんだよ!?」

　香月を遮さえぎり、叩たたき付けるように藤堂が叫さけんだ。

「あいつは財閥内の金融部門担当のくせに、日本に来てから不動産開発部門に口出しして、既すでにアジア地区の権利を獲かく得とくしてる。日本を拠きよ点てんに富ふ裕ゆう層向けの一大アジアンリゾート網もうを作る計画も出来ているんだ。そのために色んな土地や物件、使えそうなホテルや旅館を物色している最中なんだぞ!?」

「物色って…どこを？」

「そこまでは、まだわからない。でも奴はここにいるんだよな？　ああいう男は利益にならないことはしないぞ」

　香月は僅わずかに首を傾かしげた。藤堂は、ルキアンが奏月亭を何らかの形で彼のビジネスのために利用しようとしている、と言いたいのだろうか？

　まさか、と香月は笑って首を振った。

「そんな訳ない、考えすぎだよ。ここは都心から車で一時間弱で来られるし、山があって水も綺麗で、蛍も見られる自然豊かないいところだけど、アジアンリゾートなんて、そういう響ひびきは似合わない」

　だが、藤堂の怖いくらい真しん剣けんな表情は崩くずれない。彼は硬かたい声こわ音ねで言った。

「あいつ、奏月亭を囲むようにして、この周辺の土地を買い占しめてるぞ」

「え…？」

　ざあっ、と急に吹ふきつけてきた強い風に羽織の裾すそが翻ひるがえる。

「で、おまえは借金の形かたにされてるんだろう？」

「…っ、なんで、それ……」

　契けい約やくのことを見み透すかされ、香月は顔色を変えた。

「ちょっと考えればすぐわかることだ。あいつはおまえに妙みように執しゆう着ちやくしていたし、おまえはもともと奏月亭が一番で恋れん愛あいそのものに興味が薄うすい。経験値がほぼゼロで無防備なおまえのことだ、融ゆう資しと引き換かえにおまえ自身を差し出せとか言われて、よく考えもせずに丸め込まれて契約したとか、どうせそんなところだろ」

　藤堂の予想は大体当たっていた。改めて言葉にされると、とんでもない話だ。だが、香月の中にルキアンを恨うらむ気持ちは湧かなかった。むしろ契約とか借金の形という言葉に己おのれの立場を突つきつけられて息が詰まり、胸を抉えぐられるような痛みに苛さいなまれる。

「あいつがどういうつもりで奏月亭に融資したのかは知らないが、このままじゃ食い荒あらされて終わりだぞ。おまえも、奏月亭も」

「そんな、ルキアンはそんなことしないっ」

　息苦しさを振り払い、香月は言下に否定した。ルキアンのことは、最初は強ごう引いんで意地悪で嫌みったらしくて、こんな奴やつ大だい嫌きらいだと思っていた。けれど、そんな香月をいつだって彼は助けてくれた。ずっと胸の奥に抱かかえ込んでいた寂さびしさが不意に蘇った夜は、香月が言わずとも察してくれて一晩中手を繫つなぎ、抱き締しめていてくれた。ルキアンはそういう優やさしい人だ。

「騙されてるんだ、おまえは。目ぇ覚ませ。奴は金でおまえを好きにするような男だぞ」

「でもルキアンは、奏月亭のことを本当に大事に思ってくれているんだ」

　そうだ、彼は奏月亭を守ると言ってくれた。実際、守ってくれている。

　──でも、おれのことは……。

　自分に対するルキアンの気持ちを思うと、更さらに胸が苦しくなる。

「俺、前に言ったよな？　民事再生手続開始の申立てをしろって。あのときそうしていれば、こんなことにはならなかったんだ」

「けど、それは認にん可かが下りるのに何ヶ月もかかるんだろ？　それじゃ間に合わないって……」

「あいつがそう言ったんだな？　ほらみろ、やっぱり騙されてる。確かに認可が下りるのにそのくらいの時間が掛かかるかもしれないけど、申立てをすれば弁済禁止の保全処分命令が発令されるんだ」

　耳慣れない単語が次々出てきて、香月は痛む胸を押さえたまま眉まゆ根ねを寄せた。

「ほぜん……何？」

「だから、実際に再生手続を開始するまでの間に、債さい権けん者が勝手に土地や建物を差し押さえたり、競売にかけたりして強制的に借金を回収することができなくなるってこと。おまえ、認可が下りるかどうか待っている間に奏月亭を差し押さえられるとか言われて、誤ご魔ま化かされたんだろ」

　最低だな、と吐はき捨てる藤堂に香月は「違う」と急いで首を振った。

「誤解だ、藤堂。ルキアンは噓うそをついたり誤魔化したりしないし、おれを騙すようなことは何もしてない。むしろ奏月亭もおれも、ルキアンには何度も助けられてるんだ」

　藤堂の誤解を解こうと、香月は必死で言葉を重ねた。以前、自分が散々疑っておきながらこう思うのは身勝手な話だが、ルキアンを悪く言われるのが堪たまらなく嫌なのだ。

　けれど藤堂は香月の言葉に少しも耳を貸してくれない。それどころかルキアンを庇かばう香月に対して苛いら立だちが高じたのか、いきなり香月の両りよう肩かたを摑んで激しく揺ゆさぶってきた。

「おまえ、どこまであいつに騙されてんだよ!?　いいから俺の言うこと聞いて、再生手続開始の申立てをしろ。これ以上あいつに関かかわっていたら間ま違ちがいなくぼろぼろにされちまうぞ!?」

「誤解にしたって言いすぎだ、藤堂。ルキアンはそんな奴やつじゃないっ」

　前の板長の浅野が不正を働いたとき、奏月亭を食い物にされていいのかと怒おこったのはルキアンだ。その彼が奏月亭をぼろぼろにするはずがない。

「馬ば鹿かばっかり言ってんなよッ、ガキの頃ころから一緒にいた俺よりあんな奴を信用するのか!?」

「いっ…た……ッ」

　痛いほど香月の両肩を摑んだかと思うと、藤堂は身体からだごとぶつかるようにして香月の背中を手近な木の幹に押し付けた。

「俺にしとけよッ」

「……っ、藤堂？」

「俺が守るから。昔からそうだっただろ!?」

「どうしたんだ、藤堂？　いったい何を……」

　身を硬かたくした香月の肩かた口ぐちに、藤堂が強く額を押し付けてくる。

「俺は金でおまえをどうこうしたりしない。騙だまして奪うばうような真似まねもしない。俺はあんな奴、絶対認めない」

「藤堂、何を言っ──」

「好きだ、香月。俺はおまえが好きなんだ……！」

　ずっと昔から、と激情に駆かられて震ふるえる声音に、香月の肩かたが強こわ張ばる。香月を押さえ込む腕うでに力を籠こめて、藤堂は堰せきを切ったように自分の思いをぶつけてきた。

「おまえが好きだ。ガキの頃からずっと香月が好きで好きで仕方なかった。けど男同士だし、おまえは奏月亭の跡あと取とりだから、俺の気持ちを伝えても無む駄だだと思って黙だまってた。けど諦あきらめることもできなくて、傍そばでずっと見守ってたんだ。それを今いま更さら、他の男なんかに……あんな奴には渡せない……！」

　突とつ然ぜんの藤堂の告白に、え、と小さく呟いて香月の思考は停止した。

　もともと香月は藤堂に、男に抱だかれるような幼なじみとは付き合えないと、友達付き合いを断られると思っていた。それがいきなりルキアンのことを悪く言われ、必死に誤解を解こうとしていたら今度は急に、木の幹に押し付けられて思いがけないことを言われ──

　──……今、藤堂、好きって……？　誰だれのことを好きだって……？

　藤堂が自分のことを、恋愛感情で好きだと言っている。それがようやく脳に達し、何の脈みやく絡らくもなく香月の頭にルキアンの面おも影かげが浮うかび、どきんと心臓が大きく跳はねた、そのとき。

「人のものに触さわるなと言ったはずだが？」

　藤堂の肩かた越ごしに思い描えがいた面影が現れ、香月を押さえ込む腕を外させたかと思うと、拳こぶしを顎あごに叩き込んだ。

「藤堂！　ルキアン、いきなり何をするんだ!?」

　ルキアンに殴なぐられて藤堂が地面に倒たおれこむ。突然のことに香月は驚おどろき、口の端はしから血を流す藤堂の許もとへ駆け寄ろうとした。だが、そんなことは許さないとばかりの力強さで、藤堂を殴ったルキアンの腕が香月の身体を抱き寄せる。

　ルキアンは無表情の中に銀ぎん灰かいの瞳ひとみだけを燃え上がらせて、藤堂を睨にらみ付けていた。

「帰ったそうそうこんな場面を目もく撃げきするとは思わなかったな。隠かくれて会ったつもりだろうが、ここは渡わたり廊ろう下かからよく見えるんだ。……残念だったな」

「ああ、本当に残念だよ。帰ってこなきゃよかったのに」

　藤堂が口許の血を拭ぬぐい、身を起こしてルキアンを睨み返す。

「なーにが俺のもの、だ。笑わせんな、香月のことなんか何にも知らねぇくせに。札束で頰ほおを張るような真似してこいつのこと好きにしてるだけじゃねえかよ！」

「なんだと？」

　ルキアンがぴくりと眉まゆを上げる。なんてことを言うのかと、香月は信じられないような気持ちで藤堂を見た。

「藤堂、そんな言い方は──」

「いいから香月は黙ってろ。──俺は生まれたときからずっと香月と一いつ緒しよだったんだ。おまえなんかよりよっぽどこいつのことを知ってるし、幸せにしてやれる」

「幸せに？　自分が作った訳でもない借金を背負ってこの人が苦しんでいるとき、何もできなかった男が随ずい分ぶんと大きな口を叩たたくんだな。この人がチンピラに襲おそわれたときも間に合わなかったようだが？」

「んだとてめえ！」

「ちょっと待て！　やめろ、二人とも！」

　香月はルキアンの胸むな倉ぐらを摑つかみあげた藤堂の腕に、必死の思いでしがみついた。

「なんで止めんだよ!?　こいつ、おまえのこと騙してんだぞ？　おまえのことなんか何も知らないで、外見だけ見て好きに扱あつかって、そんな奴なんで庇うんだよ！」

「違ちがう、ルキアンは──」

「何も知らないだと？　おまえに何がわかる、俺はずっと前から……っ」

　ルキアンは言葉を途と切ぎれさせ、胸倉を摑んでいた藤堂の腕を片手で捻ひねり上げて思い切り突つき飛ばし、息を飲んだ香月を強く抱き寄せた。

「覚えておけ。この人は俺のものだ。おまえにできることなど、何もない」

　倒れたまま起き上がれずにいる藤堂にそう言い捨てて、ルキアンは香月を引き摺ずるようにして『幻月』へ向かった。










「待って、ちょっと待ってくれ、藤堂が怪け我がを……！」

「他人の心配より自分の心配をした方がいいんじゃないのか？」

　香月は藤堂から引き離はなされて、『幻月』の座ざ敷しきに引きずり込まれた。ルキアンがロシア語で低く何かを命じると、秘書らが速すみやかに出て行く。

「あなたに聞きたいことがある」

　静せい寂じやくが不ふ穏おんな気配を煽あおった。部屋を染める夕日が赤い。その中でルキアンの影かげが黒く長く、香月の影を飲み込むように伸のびていた。

「どういうつもりだ？」

「どういうって……」

「どうしてあいつと二人きりになった」

　怒ど気きも露あらわなルキアンに気け圧おされ、香月は思わず後あと退ずさりをした。すぐに背中が壁かべに当たり、ルキアンが覆おおい被かぶさるようにして香月の顔の両りよう脇わきに手をついてくる。

「それは、ただ、ちょっと呼び出されただけで」

「呼び出されて、何を話した？」

「何って、その……」

　壁とルキアンの間に挟はさまれて囲い込まれた香月は、かつてないほどの圧あつ迫ぱく感かんに上手うまく言葉を紡つむげなくなった。

「へぇ？　俺には言えないようなことなのか。あいつに抱き締しめられても、あなたはちっとも嫌いやそうじゃなかったし、抵てい抗こうもしていなかった。……つまり、そういうことなのか？」

「な…っ、そんなんじゃない！」

「なら、何だ。これまでも俺に隠れて二人でこっそり会っていたんじゃないのか」

　ルキアンの追つい及きゆうは緩ゆるまない。このままでは本当に藤堂とのことを誤解されてしまいそうだ。

　香月は藤堂との話の内容や、叔父おじが深夜の事務所でルキアンを見かけたことなどを話した。ルキアンを疑うようなことを口にするのは嫌だったけれど、藤堂との関係を誤解されることの方が香月にはずっと耐たえ難がたいことだった。どうしてそう思うのかを考える余よ裕ゆうはなく、融ゆう資し契けい約やくの違い反はんと見み做なされて奏月亭を潰つぶされるかもしれない可能性などは思いつきもしなかった。

「おれはルキアンが奏月亭をどうにかしようとしているとは思わない。でも、深夜に事務所に入った理由は教えて欲しいんだ。そうでないと──」

「信用できない？　あなたは俺を疑っているのか。奴やつらの言うことを信じて？」

　それ以上聞いているのが腹立たしくなったのか、ルキアンが強ごう引いんに香月の言葉を遮さえぎった。香月は急いで首を振ふる。

「違う、そうじゃない。けど、このままじゃ叔父さんから従業員に話が伝わって、皆みなの間に不安が広がる。それにおれも真実を知りたい。だから話せる範はん囲いでいいから本当のことを……」

「本当のこと？　なんだ、結局疑っているんじゃないか」

　奏月亭、奏月亭って、あなたはそればっかりだ、とルキアンが嘲あざけるように言った。

「確かにあいつの言う通り、俺はあなたの大事な奏月亭を盾たてにして、あなたの頰を札束で張ってその身体からだを好きにしているんだからな。あなたが俺よりあいつを信じても仕方ないか」

「違う、そういうわけじゃな──」

「だがな。俺を疑っていようと嫌きらいだろうと、他ほかの誰を好きだろうと、あなたは俺のものだ。俺だけのものだ」

　そう言うなり、ルキアンは香月を壁に押し付けて唇くちびるを奪うばった。

「……ッ！」

　荒あら々あらしい口づけに、香月の身体が本能的に逃にげを打つ。それを拒きよ否ひと取ったのか、ルキアンはますます強く香月を押さえ付けた。

「逃がさない……」

　キスの合間に聞こえた呻うめくような声。怒いかりに染まっているはずなのに、どこか必死なその表情に香月は既き視し感かんを覚えた。

　──どうして、どこで……？

　月光を青白く映す淡あわい金きん髪ぱつ。生意気な表情。意地の悪そうな薄うすい笑えみ。銀ぎん灰かい色しよくの瞳──混乱する頭の中で様々な場面が破は片へんのように飛び交かう。そしてある一いつ瞬しゆん、記き憶おくの中のルカとルキアンの顔が擦すれ違ちがうようにして重なった。

　──え…!?

　思いがけないイメージに息を飲んだ瞬しゆん間かん、シュッ、と絹独特の高い音が香月の耳を打った。我に返って現実を見れば、解かれた帯が引き抜ぬかれ、床ゆかに放ほうり出されている。

「ちょ、何を…!?」

「あなたは名前の通りの存在だな。名は体を表すって言うんだったか？　水に映る月みたいに掬すくっても掬っても捕つかまらない。そのくせ甘い香かおりと綺き麗れいな姿で俺をこんなにも狂くるわせる──」

「ちょっと待っ……ルキ…ア……っ」

　荒々しく肌はだを暴あばいてくるルキアンの手に、香月は息を詰つまらせる。

「あなたは俺のものだ。忘れっぽいから何度もそう教えたし、身体にだって刻んだはずだ。それでも駄だ目めなら、……その心に傷でもつけておこうか」

「……何、を言って……」

　香月の全身が震ふるえた。ルキアンの表情が凶きよう悪あくに歪ゆがんでいたからでも、紡がれた言葉が残ざん酷こくだったからでもない。

　胸が締め付けられるように痛んだからだ。ルキアンの声こわ音ねが、彼の表情や言葉を裏切って、底知れぬ悲しみと苦しさに痛々しくひび割れていたから──

「どうして俺を疑う？　どうしたら、あなたは俺のものになるんだ……ッ」

「違う、違うんだ、ル──」

　ルキアン、と呼びかけようとした唇を、再び嚙かみ付くように塞ふさがれた。

「……っ、ン…ッ」

　酷ひどいキスだった。下した唇くちびるに歯を立て、痛みに怯ひるむ間も与あたえられずに厚い舌が口こう腔こうに押し入ってくる。乱暴に舌を搦からめ捕とられ、強く吸い上げられる痛みに苦しく喉のどが鳴る。優やさしさの欠片かけらもない、奪いつくすような口づけだ。

　暴れるたびに帯を解かれた着物がしどけなくはだけた。壁と硬かたい胸むな板いたに挟まれ、ろくに息いき継つぎもさせてもらえず、香月は唇から抵抗する力も気力も根こそぎに奪われていく。

「や、待て、待って、話…を……っ」

「今いま更さら何の話だ。俺のことは信用できない、別の男に助けてもらうから契けい約やくを破は棄きしたい、とでも？」

「違う、そんな、違……っ、ン、ぅっ…」

　聞きたくない。そう言うように、またもや言葉ごと唇を奪われる。香月の唇を陵りよう辱じよくしながら、ルキアンは脚あしの間に膝ひざを割り込ませてきた。

「……んぅ…ッ」

　いきなり下か肢しに触ふれられ、無む理りやり快楽を引きずり出されて膝が震えた。もがいても許されず、脚を閉じようにもルキアンの膝が入り込んでいて敵かなわない。呼吸が出来ない苦しさにルキアンの胸を必死で叩たたく。それを拒きよ絶ぜつと取ったのか、彼は凍こおるような無表情で香月を見下ろすと腕うでの中の身体を無造作に裏返し、背後から押さえ込んできた。そして長い指で香月の唇を侵おかしてくる。

「待って、待っ……ぅ、っくぅ、んっ…」

「……誰だれがあいつにこの身体を触さわらせていいと言った？　あなたは俺のものだって、まだわからないのか？」

「…ッ、ンぅ、…ゃっ……」

　赤く染まった壁に映る二人の影が、苦しげに揺ゆれた。ルキアンの指に舌をなぞられ上うわ顎あごをくすぐられるたびに、ぞくりと快感が湧わき上がり、香月は顎あごを突つき上げるようにして頭を仰のけ反らせてしまう。

「──頭の天てつ辺ぺんから足の爪つま先さきまで、撫なでて舐なめて吸って嚙んで……身体中に俺の痕あとを刻み付けてやろうか」

　言葉通り、白く反った香月の喉に獰どう猛もうな唇が落ちてきた。

「…その後で鏡の前に連れて行って、それをあなたに見せ付けながら徹てつ底てい的に犯おかす。……もし俺にそんなことされたら、どうする？」

　ねっとりと首筋を舐められる感触に、いや、と香月は頭かぶりを振る。

「ここまでされたら仕方がないって、諦あきらめて……俺のものに、なってくれるか──？」

　思いを告げた唇が強く喉を吸い上げてきた。痕をつけられ、同じ場所に犬歯がそっと食い込んでくる。強く嚙み付かれる予感に身体が震え、しかし痛みが襲おそってくることはなかった。代わりにきゅっと乳ち首くびを摘つまみ上げられ、予想外の刺し激げきに背が撓しなった。

「や…っ、あっ、あん…っ！」

　口を侵されながら、胸の小さな先せん端たんを揉もみ込むようにいたぶられると、切ない刺激に勝手に腰こしが跳はねてしまう。まるでねだるようなその動きに、唾だ液えきを絡からめた指が抜かれた。着物の裾すそを捲まくり上げた手が後こう孔こうに触れてくる。香月は立ったままそこに指を一本、ゆっくりと吞まされた。

「や、いや、あぁっ……」

　ずるずると身体の内側を擦こすりながら入り込んでくる指の感かん触しよくに膝が震え、必死に壁かべに手をついて身体を支えた。硬かたく尖とがった乳首の先端を指先で擦られながら、根元まで収められた指に身体の奥をくすぐられると強きよう烈れつな痺しびれが全身を貫つらぬいて、腰が勝手にルキアンへと突き出されてしまう。

「や、やぁっ、ルキ…ア……っ」

「嫌いや？　……身体はこんなに、俺に、して欲しがってる癖くせに」

　体内の指を増やされる。衝しよう撃げきに背筋が撓り、着物が肩かたから滑すべり落ちた。露あらわになった肩口や背中にルキアンが口付けてくる。それは甘くて痛い、刻印のようなキスだ。

「は、んんっ…やぁ…っ」

「ほら、もっと脚を開けよ。奥までたっぷりいじってやるから」

　言葉通りに深いところまで中を滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かき回された。そうされながら熱く反応している性器を嬲なぶられると、腰が抜けてしまいそうになる。小刻みに震え、くずおれていく身体を無理やり立たされて支えられ、ずるりと指を引き抜かれた。その感触に感じていやらしくわななく後孔にルキアンの猛たけりを押し当てられ、一息に吞のみ込まされる。

「ぁ…っ、ア、あぁん…ッ」

　奥までルキアンで一いつ杯ぱいにされ、ぐりぐりと中を抉えぐられて、甘い毒のような快感に腰から背筋までを蝕むしばまれてゆく。じっとしていられないのに動くことも出来なくて、香月はルキアンに揺さぶられるたび、がくがくと震えながら鳴き声を上げるしかなかった。

「も…ぅ、やめ……、ひ、あぁっ」

「……駄目だ。離はなさない」

　ほとんど爪先が畳たたみを離れるほどに抱だき支えられて、信じられないくらい深いところまで犯される。限界を訴うつたえるために振ふり向いた唇は、呼吸ごとルキアンに奪われて言葉を紡つむぐことも許されない。声と快楽の逃げ道を激しいキスに封ふうじられたまま、意に反してとろけた腰を何度も何度も最さい奥おうまで男に拓ひらかれる。そして、そんな苦しい姿勢のまま、無理やり感じさせられた性器の先端に甘く爪つめを立てられた。

「…ッ、っぅんッ、ん──ッ……！」

　その瞬間、香月はルキアンの腕の中でびくびくと不器用に身を引き攣つらせながら達し、その最後の声を飲み込みながらルキアンも香月の中に激情を放った。

「…っ、は、ぁ……やぁ…っ……」

　余よ韻いんが引かず敏びん感かんになったままの身体からだに何度も腰を押し付けられて、どく、どくん、と奥を濡らされる。その感触にさえ追い詰められて、激しすぎる情交に香月は気が遠くなり──

「──俺から離れようなんて、思うな」

　苦しげな声が胸に刺さり、パチンと扇せん子すが閉じたように香月の意識は途と切ぎれた。




　　　　◇




「っあーもうッ、これじゃ仕事になりませんよ！」

　叩き付けるように受話器を戻もどした事務員に、経理の高村が「それ備品ですからね」と暗に壊こわすなと注意を促うながす。

　しかし、ついそうしてしまうのも無理はないと香月も思ってしまうほど、ここ最近の事務所内は電話が鳴りっぱなしだった。仕事関係のものではなく、先日あった「鈴木」絡みの悪戯いたずらか嫌がらせの電話で、それが日に日にエスカレートしていた。

「何なんでしょうねえ、いったい。うちの鈴木さんたちは皆みんな心当たりがないっていうのに」

「下の名前を頑かたくなに言わないところをみると、電話の相手は「鈴木」狙ねらいなんじゃなくて、最初から奏月亭への嫌がらせを目的としているんじゃないの？」

「あぁまた鳴った。もーやだ。誰か出てー！」

　そんな投げやりな言葉を受けて、香月が受話器を手に取った。

「はい。お電話ありがとうございます。奏月亭でございます」

『そろそろ業務は終しゆう了りようだろ。終わったらすぐに来い』

　言いたいことだけ言って返事も聞かずに通話を切ったのは、悪戯電話の相手ではなかった。

「若わか旦だん那な、どうでした？」

「『幻月』の方でした。何か御ご用ようがおありのようで、仕事が終わったら来るように、と」

　静かに受話器を戻して、香月は時計を見やった。事務の終業時刻まであと三分だ。

「……まあ、あれでも一応お客様だ。香月、ここはもういいから『幻月』へ行きなさい」

　鈴木はそう言ったけれど、でも、と香月は躊躇ためらった。鈴木は最近急に瘦やせてしまって、顔色が悪く、溜ため息ばかりついていた。今も声に力がなくて、その弱々しさにはとても甘える気にはなれない。こんなふうに体調の悪さが顕けん著ちよになったのは、ルキアンが事務所に忍しのび込んだと香月に伝えに来た辺りからだ。

「叔父おじさん、身体の具合が悪いなら早めに病院へ行ってください。叔父さんが元気でいてくれないと皆が困ります」

「昔とは違ちがうんだ。別に私など、いてもいなくても変わらないだろう」

「叔父さん……」

　ルキアンが仕事の流れを組み替かえてから、徐じよ々じよに鈴木の周囲に張り巡めぐらされた壁はいまや高く厚くなり、香月の言葉も跳ね返されてしまう。

　そうこうしているうちに三分が過ぎて終業時間となり、香月が戸と締じまりをして事務所の明かりを落とした。それからすっと息を吸い込んで『幻月』へと足を向ける。

　──さっきの電話、まだ声が怒おこってた。今夜も話を聞いてくれないんだろうな。

　藤堂とのことを誤解されかけ、香月がルキアンを疑っていると誤解されてしまったあの日以来、ルキアンはずっと不ふ機き嫌げんでろくに話もしなくなった。そのため鈴木が気にしていた、ルキアンが事務所に忍び込んだということも未いまだ答えが得られずにいる。

　それでも彼は香月のことを出来る限り傍そばに置こうとしているようだった。まるで見張られているような状じよう況きようだが、それでルキアンが納なつ得とくするなら構わない。

　香月はこれまで自分の方がルキアンに振り回され、好き勝手に扱あつかわれていると思っていた。

　けれど、実は逆なのかもしれないと最近よく考える。

　──もしかしたらおれの方がずっと、ルキアンのことを傷つけていたんじゃないか？

　あの日、ルキアンは力ちから尽ずくで香月を抱いた。きつく身体を拘こう束そくし、無む理りやりに香月の快楽を引き出して乱暴に揺さぶった。

　ルキアンにあんなふうに扱われたのは初めてだった。怖こわかったし悔くやしかったし、香月の話を聞こうともしない自分勝手な態度には後になって腹が立った。

　けれどあの日のことがあって、初めて香月はルキアンという人間を本当の意味で知ることができたような気がしていた。もちろんすべてではないけれど、彼の中の子供のような頑がん是ぜ無なさ、嵐あらしのような激情、そしておそらく香月がつけたのであろう彼の心の中の傷──そうしたものをぶつけられて初めて、香月は自分からルキアンに近づこうという気持ちになったのだ。

『詰なじったり怒ったりする権利は、本当はあなたじゃなく俺にこそある』

　融ゆう資し契けい約やくを結んだ夜、ルキアンはそう言った。ということは、既すでにあの時点で香月はルキアンを何らかの形で傷つけていたのかもしれない。

『どうして俺を疑う？』

　香月は最初からルキアンを疑っていた。けれどそれは世界に影えい響きようを及およぼすほどの財ざい閥ばつグループの次期総そう帥すいが、奏月亭に融資をする理由がわからなくて怖かったからだ。

　だが、契約を結んでからのルキアンは誠実だったのかもしれない。香月に手を出したことは、融資契約の条件を香月自身が飲んでいるのだから、ルキアンが香月を好きに扱うのは当然の権利だった。

　けれど彼は香月の身体を強ごう引いんに奪うばったとはいえ、終始大事に扱ってくれた。初めてのときや先日は無理やりだったけれど、そんなときでも痛い思いをさせられたことはなかった。

　事務所で仲居のリストラをすると言ったのは、香月が止めると踏ふんでその姿を従業員に見せつけ、ぼっちゃん扱いされていた香月を亭てい主しゆとして認めさせるという思おも惑わくが働いていたのかもしれない。前板長の浅野のことも、もしかしたら自分が不正を暴あばくことで香月を守り、悪役を引き受けてくれたのかもしれなかった。奏月亭が好きだというのも、食い荒あらされたくないというのも本当だったのだろう。だから神尾というレベルの高い料理人を紹しよう介かいしてくれた。ルキアンのやり方で経営を立て直してからは順調に黒字が出て、従業員も一つにまとまり奏月亭は上手うまく軌き道どうに乗っている。彼は自分の仕事をしながら、そこまでしてくれたのだ。

　──おれはもうルキアンを疑ったりしていない。ただ知りたいことがあるだけで。

　彼との関係が契約上のものだと思うと胸が潰れそうになるけれど、それは個人的な感傷だ。

　ルキアンには何の問題もない。そう結論付けて、本館から離れの『幻月』へ繫つながる渡り廊ろう下かへ差し掛かかったとき、香月は、今日は上がったはずの鈴木が数人の男達に囲まれて庭園を横切っていくのを目にして歩みを止めた。

「あれ？　ああいうお客様、いらっしゃったかな……？」

　後ろ姿しか見えなかったが、あの色と形のスーツには見覚えがない。それに背中を丸めた鈴木の様子が何だか酷ひどく気に掛かる。

　香月はちょうど通りかかった仲居の一人に、少し遅おくれると『幻月』への言付けを頼たのみ、静かに庭に下りて鈴木と男達の後を追った。










「……待ってくれたら……なので、きっと……」

　鈴木の必死な声が聞こえてくる。助けを呼んだほうがいいだろうか……？

　いざとなったらすぐに応おう援えんを呼べるように携けい帯たい電でん話わを握にぎり締しめ、香月は通路の飛び石を避さけて土の上を選んで歩いた。そして彼らの傍まで近づくと、耳を澄すませて様子を窺うかがう。

　声は庭園の奥庭の方から、滝たきの水音や小川のせせらぎに紛まぎれて聞こえてきた。彼らは生い茂しげる木々に隠かくれるようにしてひっそりと佇たたずむ待屋にいるようだ。

「だからよ、借りた金は返す。これは人として当然だろうが」

　野太い男の声が聞こえ、香月はびくっと身を縮めた。聞き覚えのある声だ。

「わ、わかってます。きちんとお返しします、ですが今はちょっと都合がつかないので、もう少し待っていただけないかと……」

「あんたさー、そうやって待ってくれ待ってくれって、どれだけ俺らを待たせりゃ気が済むんだよ？　もう待てねェからこうやって俺ら、あんたの職場まで来る羽目になってんだぞ」

　これも知った声だ。十五夜のイベントで香月を背後から羽は交がい締じめにした男が、ちょうどこんな声をしていた。

「前にお邪じや魔ましたときゃ、自由にしていいって酒と女を寄よ越こしておきながら、さっさと回収しやがって、なぁ？」

　そう言って待屋の壁かべを蹴けっているのは、やはり見覚えのある黒くろ髪かみの男だ。

　──どうして叔父さんがあいつらと……？

　香月は訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。今の話では、まるで鈴木が彼らに借金をしていて、それを返済できずにいるかのようだ。しかもあの夜取り立てに来た男たちに、酒と女──つまりあの内野という仲居を好きにしていいと、お金の代わりに差し出した、というように聞こえる。

　──まさか、そんなことあるわけない。

　香月は自分の考えを否定したが、鈴木は否定するどころか男達に必死に弁解をしている。

「あれはちょっとした手て違ちがいで、まさかあんなに早く気付かれるとは思わなかったんです」

「知るかよ、あんたの事情なんか俺らには関係ねえんだよ。しっかしあんたも酷ひでェ上司だよな。自分の借金の尻しり拭ぬぐいを何も知らない仲居サンにさせようとするんだからな」

「そもそもアレだろ？　ここの旅館の借金の半分近くがあんたの借金返済に消えたんだろ？　収益だってほとんどあんたが着服して旅館は赤字、あんたは一年で借金の返済が一億超こえてんだから見事だよな。そんだけ返済してんのに、まだ完済できねえってのも凄すげェ話だけどよ」

「失敗したの、信用取引と先物でしたっけ？　素人しろうとがホイホイ手ェ出すもんじゃないっすよね。強気に出て読み間ま違ちがえたら、あっという間に何億もの借金を個人で抱かかえちまうんだからなー」

　あーこわ、と金きん髪ぱつの男が面おも白しろそうに笑っている。だが香月は、その神経を逆さか撫なでするような笑い声を知覚できていなかった。

　──どういうことだ？　信用取引？　先物……これも先物取引のことか？　失敗して何億もの借金を個人で作ったとか、奏月亭の収益の着服とか、それは叔父おじさんのことなのか……？

　噓うそだ、と香月は否定しようとした。だが肝かん心じんの鈴木が否定せず、黙だまってうなだれているのだ。まさか本当なのか、そう思ったら酷い耳鳴りがしてきた。

　──だって叔父さんはずっと奏月亭で働いていた番頭だ。お母さんの弟で、おれが亭主になってから苦労に苦労を重ねて助けてくれた人だ。

　そんな人が、実は奏月亭の収益を不正に吸い上げていた？　そんなはずない。香月がそう思う傍から、鈴木が裏切りの台詞せりふを連ねていく。

「今は経理のシステムが変わってしまって、税理士のチェックも入るようになって、旅館の金には手を付けられない状況なんです。でも必ず返済しますので、どうかもう嫌いやがらせの電話は止やめてください……！」

　涙なみだ混まじりの嘆たん願がんが鈴木のものだとは思いたくなかった。だが、それは更さらに続いている。

「ただでさえロシアの若造が私の周辺を嗅かぎ回っているんだ。もしかしたら横領の証しよう拠こを押さえられているかもしれない。そうなったら私は警察に突つき出され、借金の返済もできなくなります、そうならないためにも少し待ってくれませんか。ほとぼりが冷めたら、必ず、必ず返済しますから」

「旅館の金でか？」

　何が楽しいのか、男達が笑い出す。鈴木はまだ何か、滅め茶ちや苦く茶ちやな理り屈くつを必死で言い募つのっていて、香月は酷い目め眩まいに襲おそわれた。

　今の話が本当なら、千春が亡なくなったすぐ後に奏月亭を畳たたんで土地家屋を売ろうと鈴木が言った理由は、それを自分の借金の返済にあてるつもりだったからなのか？　藤堂が勧すすめてくれた民事再生法を適用することを避ける方向へ持っていったのは、調査されると困るから？　だから申立てをするだけで財産が保全されることを伏ふせて、民事再生法の適用を香月に諦あきらめさせた──そう考えると、恐おそろしいことに筋が通ってしまう。

　──じゃ、ルキアンを目の敵にしていたのは、皆みなの目と税理士のチェックが入って奏月亭の収益に手を付けることができなくなったから？

　──そんな……。

　あまりのことに香月は上手く息ができなくなってきた。汗あせが浮うき、心臓が早はや鐘がねを打ち、胃の辺りがぎゅっと痛いたんで目の前が暗くなってゆき──

　かちゃん…ッ、と高い音が辺りに響ひびき、香月ははっと我に返った。

　──雪せつ駄たが……！

　知らず後退りした香月は、これまで注意深く避けていた飛び石を不用意に踏んでしまった。その足音に男達が一斉に振り返る。

「誰だれだ…ッ！」

　瞬しゆん時じに身を翻ひるがえし、香月は本館へと駆け出した。しかし雪駄と靴くつ、着物と洋服では動きに大きな差ができる。香月は幾いくらも行かないうちに追いつかれ、金髪の男にまたもや羽交い締めにされてしまった。

「放せ、放せよ！」

「あっれー？　このひとアレじゃん、若わか旦だん那なじゃん？」

　この前食い逃にがしたやつ、と嬉うれしそうに言われて全身が総毛立つ。何とかして逃のがれようと、男の腕うでを引っかき、もがいて暴れるけれど、一回りも体格差があってはどうにもならない。猫ねこみてー、と金髪の男は喜ぶばかりで、香月は待屋の方へと引き摺ずり戻された。

「叔父さん……っ」

　そこで待っていた男達の中に身内を見つけ、香月はどうすればいいのかわからなくなった。不正を働いたとしても、香月にとって鈴木は血の繫がった叔父だ。さっきの話が本当なら亭てい主しゆとしては許せないことだが、身内としてはどう対処すればいいのだろう？

「……どこまで聞いた？」

「叔父さん、あれは本当に──」

「どこまで聞いたかと訊きいているんだッ！」

　あまりの剣けん幕まくにびくりとして、香月は抵てい抗こうを忘れた。

「……叔父さん……？」

「おまえが大人しく店を畳みさえすれば、こんなことにはならなかったんだ。あのときならまだ土地の評価額は今ほど落ち込んではいなかったし、奏月亭の借金も私の借金もすべて綺き麗れいに返済することができたはずだった、それをおまえが……ッ」

「まあまあ、こっちの若旦那にゃ関係ねえことだろうがよ」

　鬼おにの形相で今にも香月に摑つかみかかりそうになっていた鈴木を、確かあのとき村瀬と呼ばれていた中年男が窘たしなめる。すると金髪の男が不満そうな声を上げた。

「えー、関係ねぇことねえっすよ。俺ら、本当ならこれ食えるはずだったのに」

　ぞっとして香月は身じろいだ。あんなこと──ルキアンに何度となくされたようなことを、こんな男達にされるなんて耐たえられない。もしもされたら、きっと嫌けん悪おと恐きよう怖ふでおかしくなってしまう。

「……まあ、いいだろ。今日は警告に来たわけだしな。だが、次はないと思ってくださいよ、鈴木さん。けどまあ、いざとなったらこの若旦那に身代わりになってもらって、身体からだで返済してもらうって手もない訳じゃねぇから、な。覚えとくといいさ」

「はぁ、そういうことも可能なんですか？」

「お、叔父さん!?」

　今にも売り渡されそうな気配に、香月は蒼そう白はくになった。鈴木が見知らぬ人間に見える。果たして自分の叔父は、本当にこの男だっただろうか──？

「ま、今日のところはこれで遊ばしてもらうわ。いいよな、叔父さん？」

「ええ、どうぞお好きなようになさってください。なんなら、そこの茶室をどうぞ。それでは、今日のところは私はこれで」

　失礼致いたします、と頭を一つ下げたかと思うと、鈴木はさっと踵きびすを返してこの場を立ち去ってゆく。

「う、そ……噓だ、叔父さん、叔父さん──！」

「あーあ、酷ェ叔父さんだなー。可哀かわい相そうだから、俺が思いっきり遊んでやるよ」

「茶室ってあれか？　ああ、何か入り口狭せまいんだよなぁ。んじゃ行くか」

「や、嫌だ、放せよ！　放せってば！」

　抵てい抗こう虚むなしく香月は金髪の男の肩かたにひょいと抱え上げられた。このまま茶室へ運び込まれたら、絶対に逃にげられない。

「嫌、嫌だ、降ろせ！」

　香月は手足をばたつかせて無我夢中で暴れた。雪駄が脱ぬげて地面に落ちる。そのとき雪駄が立てたにしては大きな物音と、情けない悲鳴が上がった。見れば、鈴木が誰かに突き飛ばされたかのような態で尻しり餅もちをついている。

「懲こりない奴やつらだな」

　不ふ遜そんに響くのにどこか甘い、独特の声。おそらく彼が鈴木を突き飛ばしたのだろうに、それにはもう一いち瞥べつもくれず、こちらを見み据すえる銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみ。

「勝手に俺のものに触さわるなって、前にも教えてやっただろ？」

「またてめぇか！」

　金きん髪ぱつの男が香月を肩から降ろしてルキアンに向き直る。と、そのときにはもうルキアンが間近に迫せまっていて、あ…、と香月が思ったときには肩を強く抱だき寄せられて、自分を担かついでいた男が呻うめき声も上げられないまま後方へ吹ふっ飛んでいくのが視界の隅すみを過よぎった。

「え…!?」

「怪け我がはないか？」

　こく、と声もなく頷うなずく。解放された香月を腕の中に包み込むと同時に、ルキアンが金髪の男の腹に強きよう烈れつな蹴けりを叩たたき込んだのだと、遅れて香月は理解した。

「全員取り押さえろ」

　ルキアンが背後に命じ、香月を待屋の長なが椅い子すに座らせた。怪我はないと答えたはずだが、ルキアンは納なつ得とくしなかったようで、香月の身体のあちこちに触ふれて無事を確かく認にんしている。

　そして、ぎゅっと強く抱き締しめられて香月は目を見開いた。

「──っの馬ば鹿か！　なんで一つに気を取られると他ほかのことが見えなくなるんだ、少しは状じよう況きようを把は握あくして行動しろ」

　え…？　と香月は瞬まばたきをした。この状況は、そして今の台詞せりふは、一時毎晩のように見た夢の中で繰くり返し聞いたものと酷こく似じしているような──

　頭の中を青白い小さな光が舞まい、古い記き憶おくを照らし出す。

「え、じゃない。あなたが言付けを頼たのんだ内野とかいう仲居が奴らの顔を見たとかで、すぐに報しらせに走ってきたから良かったようなものの、もし誰もこの事態に気付かずにいたらどうなっていたと思う。だからあなたは見通しが甘いと言うんだ、後先を考えて行動しろ」

「ごめん。内野さんには後でよくお礼を言っておかないと。それで、今の──」

「話は後だ。すぐ戻るからここで待ってろ。勝手に動くなよ？」

　念を押してからルキアンは立ち上がり、待屋から奥庭へと出ていく。その広く逞たくましい背中に華きや奢しやな子供の薄うすい背中が香月の瞳の中で重なった。

　──もしかして、もしかしたら本当に、そうなのかもしれない。

　淡あわい金髪に銀灰色の瞳。それ以外の外見はまるで違ちがっているけれど、きっとそうに違いない。

　香月の胸が期待にどきどきと高鳴っていく。

　改めて周囲を見回せば、ルキアンの秘書兼けんＳＰが借金を取り立てに来た村瀬らと鈴木を取り押さえていた。そこへ警備員が駆かけつけてきて、ルキアンが彼らを引き渡わたしながら二言三言指示を出す。そして香月のところへ戻ってくると、

「ほら、戻るぞ」

　地面に転がる雪せつ駄たを拾って土つち埃ぼこりを軽く払はらい、香月の足あし許もとに揃そろえた。

　──ああ、やっぱりだ。

　震えるような歓喜と共に香月の口くち許もとが綻ほころぶ。

　先日の重なったイメージ。一時は毎晩のように夢の中で聞いた言葉。そして今、足許に雪駄を揃えてくれたこの仕草。これだけ揃えば十分だ。

「……ルカ、なのか？」

　そっと尋たずねた香月の言葉に、ルキアンが小さく息を飲んだ。




　　　　＊




　村瀬ら三人のヤミ金業者と鈴木は警察に引き渡された。

　夜も遅おそいということから、香月らの事情聴ちよう取しゆは後日とされ、いつの間にかルキアンが揃えていた鈴木による横領の証しよう拠こが提出された。

　そうして騒さわぎが一段落し、香月は『幻月』でルキアンと向かい合っていた。

「ルキアンがルカだったなんて……何だか夢みたいだ」

「……あなたは鈍にぶいから、一生気付かないと思った」

「それは、本当にごめん」

　とにかくこの一言がなければ始まらない。香月は畳たたみに正座して、小さくなって謝った。

「気付かなくてごめん。ルカは約束守ってくれたのに、おれはわからなくて。お帰りって迎むかえる約束だったよな。だからあのとき、怒おこったんだ」

　香月はルキアンが奏月亭へきたときに、初めてのお客様への挨あい拶さつの言葉を口にした。だから不ふ機き嫌げんになったのだろう。怒る権利は自分にあると主張されても文句は言えない。香月は俯うつむいたまま、とても顔を上げられなかった。

　けれど、十三年だ。それだけあれば人は変わる。

　あの頃ころのルカはフランス人形のように華奢で繊せん細さいで可愛かわいらしかったはずだ。それが何をどうしたらこんなに大きくて逞しい、精せい悍かんな青年になるのだろう？　その外見は昔と今では似ても似つかず、髪かみや瞳の色が同じなだけではイメージがとても重ならない。

「外見の印象、すごく変わったんだな。名前も変わってるし。ルカはルカーシュ・リトヴィノワだっただろう？　それがどうして今はルキアン・リトヴィノフ？」

　これは言い訳になるかもしれないが、まるきり別人のように面おも変わりし、名前まで変わっていたら気付かなくても仕方がないのではないだろうか。そんな思いがちらと香月の胸を過よぎる。

「……名前に関しては少し面めん倒どうな話になるが」

　そう前置きをしてルキアンは説明を始めた。

「まず姓せいだが、ロシアでは男性形と女性形で姓の語ご尾びが変化する場合がある。例えばチャイコフスキー家の女性なら、チャイコフスカヤに変化する。ミハイロフ家ならミハイロヴァだ。同じようにリトヴィノフ家の女性はリトヴィノワという姓を名乗る。つまりリトヴィノフとリトヴィノワは同姓だ」

「……は？」

　香月は思わず絶句した。性別で姓が変化する──？　そんなことが本当にあるのか。もしかしたら今のは冗じよう談だんだろうか。香月はそう思ってルキアンの顔を窺うかがい見たが、ルキアンは真しん剣けんだ。どうやら冗談ではないらしい。

「なんであの頃にそれを教えてくれなかったんだ。そんな特とく殊しゆな事情、日本人には説明なしではわからないよ」

「そうだろうな。だが当時の俺は、ロシアの常識が日本の非常識とは夢にも思わなかったんだ」

　肩を竦すくめてさらりと言い、ルキアンは続ける。

「あの夏、俺は母親と奏月亭に滞たい在ざいしていたから、従業員達は俺の姓も母と同じリトヴィノワだと思ったんだろう。実際、何度かリトヴィノワ様と呼ばれたしな。あのときは奇き妙みように思ったが、ほんの数回のことだったし、言い間ま違ちがいか聞き間違いだろうと大して気にはしなかった。だからあなたも勘かん違ちがいしたんだろう」

　その通りだ。リトヴィノワという名前で部屋を取っているのだから、現れた母子を見たら普ふ通つうに子供の苗みよう字じもリトヴィノワだと思うに決まっている。性別で姓の語尾が変化するなんて、日本人には思いも寄らないことだ。

「じゃあルカーシュは？　あのときと今とで、どうして名前が違ちがうんだ。あの頃、ルカのお母さんもルカーシュって呼んでいたじゃないか」

「そうだ。ルカーシュはルキアンの愛あい称しようだからな」

　愛称？　と香月は知らず眉まゆ根ねを寄せた。なんだかまた面倒な説明がありそうな気がする。

「これも日本人には理解しづらい話かもしれないが、ロシアでは一つの名前に対して幾いくつも愛称がある。ルキアンの場合はルーシャ、リョーシャ、ルキーシャ他沢たく山さんだ」

　家族や恋こい人びとなどのごく親しい人間が呼ぶ親称や、普通の友達や知り合いが呼ぶ略りやく称しよう、嫌きらいな相手を呼ぶときの卑ひ称しよう形まである。しかもその三つのカテゴリの中で更さらに様々なバリエーションがあるものだから、一つの名前に対して愛称の数が十個近くになることもザラだ。

「どの愛称で相手を呼ぶか。それで親しさの度合いがわかる。俺はあなたに親称で呼んで欲しくて、最初からルカーシュと名乗ったんだ」

　初対面で愛称を名乗るのも、ロシアではそれほど珍めずらしいことじゃない。子供ならば尚なお更さらだ。だが、日本にそんな習慣がないことを当時ルキアンは知らなかった。

　そうルキアンに説明されて、香月も軽いカルチャーショックを受けた。

「愛称っていっても、そんなに変化していたらまるで別人の名前みたいじゃないか」

　ルキアン・リトヴィノフとルカーシュ・リトヴィノワ。どちらもルで始まるし姓が似ているから、並べてみれば親しん戚せきのようにも思えるが、まるで接点のない場所で別々に聞けば完全に別人の名前だ。

「なんで最初に言ってくれなかったんだ？　三月に奏月亭に来たとき、自分があのときのルカだって、ルカーシュだって言ってくれたらすぐにわかったのに」

　そうしたら、お帰りと言って迎えられた。約束を守ることができたはずだ。そして何より彼を疑うことなどなかっただろう。ルキアンを傷つけることもなかったのに。

　しかし見上げたルキアンは、ムキになった子供のように反論してきた。

「言えるわけないだろ、俺はあなたに忘れられていたんだぞ!?」

「でも、だからって──」

「あなただったら言えるのか!?　もし逆の立場で、あなたが俺に会うためにロシアに来たとして、再会の瞬しゆん間かんに初めましてと言われたら。俺はあの夏以来、十三年もあなたのことだけを追いかけてきたんだ、それなのに……！」

「ルカ……」

　自分だったらどうだろう？　香月は想像してみた。そのときの状じよう況きようにもよるだろうけれど、自分は藤代香月だと言って、覚えていないかと尋ねてみるかもしれない。いや、言い出せないかもしれない。わからなかった。その状況に立ってみないと、多分わからないことだ。

　──でもおれを追いかけてきたって、どういうことなんだろう。

　出会ったのは香月が十二歳、ルキアンが十歳の夏だった。

　香月にとって今も特別なあの夏は、ルキアンにとっても単なる思い出ではないのだろうか？

「俺は一目でわかった。成長して、こんなに綺き麗れいになって着物姿で亭てい主しゆらしく振ふる舞まっていても、あなたが香月だとすぐにわかった。俺はあなたのことを忘れた日なんかなかったからな。あなたに相応ふさわしい男になろうと、あの夏以来、必死に努力してきたんだ」

　だからこそ自分のことを覚えていないのかなんて訊きけなかった。そう言ってルキアンは顔を背そむけた。

「物心がついた頃には、俺の周囲には陰いん謀ぼうが渦うず巻まいていた。あなたに出会った頃は、リトヴィノフの後こう継けい者しや争いは熾し烈れつを極きわめていた。そんな世界で勝ち抜ぬいて誰だれより強い力を得るための原動力になったのは、香月──あなたなんだ」

　新興財ざい閥ばつとしてルース・リソース・グループは急成長を遂とげたが、その立て役者がルキアンの父だった。父が財閥グループの総そう帥すいとなってから、その長男のルキアンは周囲から異常に警けい戒かいされ、牽けん制せいされるようになった。二代続けて同じ家から総帥を出し、世せ襲しゆう制の流れに持ち込まれるのを一族の人間は警戒したのだ。しかしルキアンの両親も我が子に対して夢や期待があったから、ルキアンは一流の家庭教師を何人も付けられ、朝から晩までそれぞれの専門とする分野を厳しく叩たたき込まれるという勉強づけの毎日を過ごしたという。

　ルキアンは別にリトヴィノフの総帥の座なんて欲しくはなかった。だが、数えるのも嫌いやになるほど沢山いる従兄弟いとこや異母兄弟を出し抜いて一番になるのは気分がよかったし、何より母が喜ぶ。だからルキアンは自分のためというよりも母のために、無む味み乾かん燥そうな毎日の中で自身の足場を固めることに専念した。だがそれも一人勝ちの状態では退たい屈くつなことだったが。

　ところが、だ。学校が夏休みに入った六月半ばから、母に付き合わされて日本に来たルキアンは、香月と出会って幼いプライドを初めて粉々に砕くだかれた。

　自分にはできないことは何もない、ずっとそう思っていたのに香月に誘さそわれて出かけた縁えん日にちでは、金魚掬すくいの金魚一匹ぴき掬えなかった。その後、悔くやしさのあまりろくに口も利きかなくなったルキアンを宥なだめ、綿わた菓が子しを買ってくれた香月は、十数匹もひょいひょい掬っていたのに。

　ロシアではルキアンと親しく話したがる者は老ろう若にやく男なん女によ問わず掃はいて捨てるほどいて、誰からも退屈だと言われたことなどなかったのに、香月には何度か話の途と中ちゆうで寝ねられてしまった。

　木に登ろうと誘われたときは、いつもおっとりとして白い花のように大人しげな容姿をしているくせに、木登りなどしたことがなかったルキアンにはとても届かない高みにまでひょいひょい身軽に登ってしまう。あのときは陽ひ射ざしが眩まぶしくて、その中で香月の姿がどんどん小さくなってゆき、このまま空まで昇のぼっていってしまうんじゃないかと、ルキアンは生まれて初めて本気で焦あせったのだ。

「俺は夢中であなたを追いかけてきた。出会った夏からずっとだ。追いかけて、追いついて、しっかり捕つかまえておかないとあなたはどこかへ行ってしまう──そんな不安に駆かられて、ただ必死だった」

　あの心が焼き切れそうな焦しよう燥そう感かん。それを決定的なものにしたのは、蛍ほたる狩がりの夜、香月が川に落ちたときだ。

　大きく揺ゆれた舟ふねの縁ふちから身を乗り出した白い残像。それを見たと思ったときには、ほっそりとした身体からだはろくに水しぶきも上げず真っ暗な水に沈しずんでいた。

　あのとき心臓を鷲わし摑づかみにした喪そう失しつの恐きよう怖ふ。それは無我夢中で香月の手を摑つかんで引き摺ずり上げても、無事を確かく認にんしても容易には消えず、幼かったルキアンの心に焼き印のような消えない何かを残した。それは今でも心の中にあり、普ふ段だんは奥底に封ふうじられているけれど何かの拍ひよう子しに表層に浮うかんでルキアンの理性を狂くるわせる。

「あなたと過ごしたのは二ヶ月半だ。でも、そのたった二ヶ月半をどうしても忘れられなかった。俺はあなたに追いついて、追い越こして、あなたを守り切る力を備えた強い男にどうしてもなりたかった」

　あなたの悲しみや寂さびしさを知ったら、尚なお更さらに。そう言って、ルキアンはまっすぐに香月に向き直る。

「香月は俺が守る。守りたいと、そう思ったんだ」

　川に落ちた香月を助けたのは他ほかの誰でもない自分だ。だから、きっと香月に追いついて、捕まえて、髪かみの一筋も傷つくことのないように腕うでの中に包み込んで守れる男になれるはずだ。いや、そうならなければいけない。あのときルキアンはそう固く心に誓ちかったのだ。

　それは子供らしい感情の暴走と短たん絡らく的な思考が導き出した、愚おろかな結論だったに違ちがいない。しかし幼く愚かだったがゆえに、その決意は強く純じゆん粋すいだ。ルキアンは、これまで目的もなく乾かわききった砂さ漠ばくを歩んでいるのに等しかった自分の世界に突とつ然ぜん風が吹ふき、見る見るうちに砂が払はらわれ、自分の足あし許もとからまっすぐに延のびる進むべき道が見えたような気がした。

「……でも、その割には手紙一通くれなかったじゃないか」

「あなただって電話一本くれなかった」

「おれは手紙を出した！」

「でも送り返されたんだろ？　俺の母親の仕し業わざでな。知ってるぞ、先代の女将おかみから聞いた」

「おばあちゃんから!?」

　啞あ然ぜんとした唇くちびるから、なんで、と疑問が零こぼれ落ちる。

「俺はあなたに電話を掛かけたんだ。あなたは当時、パソコンも携けい帯たい電でん話わも持っていないと言っていたし、自宅に一人でいるのが嫌だから、奏月亭の邪じや魔まにならない場所にいると言っていただろ？　だから奏月亭に電話したんだ。そうしたら女将が出た」

　香月に替かわってくれと何度言っても、物もの柔やわらかな言葉遣づかいで頑がんとして拒きよ否ひされた。いつ掛けても香月は外出しているか寝ていることになっていて、絶対に電話口に出してくれない。

「しつこく食い下がる俺に、女将は言ったんだ。今は自分のやるべきことをやれ、一人前になったら会いたい人に会えるようになるし、行きたいところへも行ける、と。それでピンと来た。俺があなたと連れん絡らくを取れないように妨ぼう害がいしているのは女将じゃなく、リトヴィノフ側の誰かだ、とな」

　あの夏の休きゆう暇かでルキアンがどこへ行ったのか。それを知っているのは家族だけだった。そしてルキアンが、日本とロシアに遠く離はなれても繫つながっていたいと望む人物が奏月亭にいると知っていたのは母親だけだ。

　母はルキアンが優ゆう秀しゆうであることを望み、リトヴィノフの総帥に収まった父の跡あとを受け継ついで次の総帥とするために、ルキアンの能力を磨みがくことに専心していた。休暇中は彼女自身が日本文化に傾けい倒とうして遊び惚ほうけていたからルキアンに対しても寛かん大だいだったが、普段の彼女はルキアンの気を散らす要素があれば、それがどんな些さ細さいなものでも迷わず排はい除じよする人だ。

　だからルキアンにはすぐにわかった。自分と香月の連絡の取り合いを邪魔しているのは、自分の母に違いない、と。

「俺は試ためしに、母が失礼を致いたしました、と女将に言ってみた。そうしたら案の定、母親は子供のことが心配なものだとか、そんな答えが返ってきた。その後もそうやって細かくカマをかけて、俺は香月が手紙を出してくれたことを知ったんだ。そして、俺の母がそれを勝手に送り返したということも。──あの人のことだ、返送した手紙には迷めい惑わくだとか、勉強の邪魔をするなとか、そんな言葉を添そえていただろう？　済まなかったな。ずっと気になっていたんだ」

　その通りだった。けれど、気にしていないと香月は首を横に振った。ずっと気になっていたとルキアンが言ってくれただけで胸が温かく、軽くなり、過去に受けた痛みなど簡単に忘れてしまえた。

「俺はそうやって妨害されることが納なつ得とくできなかった。だが、すぐに気付いたんだ。リトヴィノフからあなたに向かうものが母の心無い言葉で済んでいるうちは、まだいい。──いや、それでも全然よくはないんだが、それ以上に酷ひどいことがあなたの身に降りかかる可能性に思い当たった。俺の足を引っ張ることばかり考えている一族の誰かにあなたの存在を知られたら、何らかの形であなたや奏月亭に迷惑をかけるかもしれない、と」

　ちょっとした迷惑で済めばいいが、危害を加えられるかもしれない──当時リトヴィノフの内情はそこまで警戒が必要だった。ルキアンはそれまで特別に親しい人間を作らないようにしてきたから、そんな中で彼自らが連絡を取りたがり、会いたがる無力な子供の存在が知られたら、この醜みにくい権力闘とう争そうの渦うずに巻き込まれかねない。

「会いに行くなんて目立つことをしなければ連絡を取るくらい大だい丈じよう夫ぶだと、あなたと別れたときは思っていた。だが、それもやはり当時は危険だったんだ。それなら次期総帥の座を巡めぐる闘争を制し、俺が次期総帥だとはっきり一族の者だけでなく外部の人間にもわからせ、認めさせる方が先だと気付いた。先代の女将の言うように、自由に動ける力と立場を手に入れてから、あなたに会いにいこうと決めたんだ」

　そのためなら、目的のためには手段を選ばない冷血漢と言われても構わなかった。

「そんな、そんな大変な思いをしてまで約束を守ってくれたのに、おれは……」

　香月は呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

　まさかあの小さなルカがそれほど過か酷こくな環かん境きように身を置いていたなんて夢にも思わなかった。そして自分に会うために彼がそこまで必死になってくれたなんて──

　それなのに香月はルキアンがルカだとわからなかったのだ。

「……ごめん、ルカ。ごめんなさい」

「もういい。俺も随ずい分ぶんあなたには酷いことをしたし」

　肩かたを落とした香月の指に、ルキアンが指を絡からめてくる。そうして香月の手を両手で弄もてあそぶようにしながら彼は話を続けた。

「融ゆう資しの条件のこともそうだが、俺は忘れられたことが悔しくて、ここに来た翌日からあなたを苛いじめるような真似まねをした。あなたも奏月亭も大変な時期だってことはわかっていたのに」

「江え戸ど切子とか、綿菓子とか？　でもあれは……」

「ああ。あなたが思い出してくれるんじゃないかと思って、我が儘ままを言った」

　江戸切子の花器──あれは昔、一いつ緒しよに行った縁えん日にちの金魚掬すくいをした後に、掬った金魚をあの花器に放したのが見つかって、二人で千春に散々に怒おこられた思い出の品だ。

　綿わた菓が子しは、同じ日の縁日で一匹ぴきも金魚を掬えなかったルカが拗すねて口を利きいてくれなくなったのに困り果て、香月が機き嫌げん直しにと買ってあげたものだった。

　他にも一緒にお風ふ呂ろに入ったり、季節に合わせて替える屛びよう風ぶや月ごとに変わる掛け軸じくなどにも、色んな思い出がある。ルキアンはそれを香月に見せて、自分のことを思い出させようとしたのだろう。

「じゃあ、もしかして……ホテル業界に興味を持ったきっかけは」

「そうだ。奏月亭だ」

　美しい宿、と言ったときのルキアンの眼まな差ざしを思い出し、香月は胸が熱くなった。あの夏を特別に思っていたのは自分だけではなかったのだ。

「その奏月亭が経営不ふ振しんに陥おちいっていると知ったのは、女将が亡なくなる少し前のことだった。俺はその頃ころようやく自分の地位を確立し、香月に会いに行こうと思っていて、今の奏月亭がどんな状じよう況きようなのか、ちょっとした興味から調べてみたんだ」

　それで奏月亭が経営不振に陥っていることをルキアンは知った。

　不景気の煽あおりかと思い、詳くわしく調べてみると、経営は堅けん実じつなようだった。稼か働どう率りつは落ちたものの、それは景気の波に左右される範はん囲い内のものだ。にもかかわらず、奏月亭の屋台骨があまりにも急に揺らいでゆくのが気になった。それは外部の影えい響きようではなく、内側から長く密ひそかに食い荒あらされてきたがゆえの脆もろさの表れに見えた。

「何かおかしい──そう思って、俺は奏月亭に長期の滞たい在ざい予約を入れたんだ。いずれ香月が継ぐことになる奏月亭をこれ以上傾かたむける訳にはいかない、あなたの力になろうと思って。そうしたら、既に亭主になっていたあなたは俺を見てこう言ったんだ」

　お疲つかれ様でございます──それは奏月亭の従業員にとって、初対面の挨あい拶さつである。

「俺が奏月亭に来たのは二度目だ。一度目は三ヶ月近くも滞在して、あなたとずっと一緒に過ごして──次に来たら、お帰りと言って俺を迎むかえると約束したのに、あなたは俺のことを少しも憶おぼえていなかったんだ」

　悔くやしくて哀かなしくて、腹が立って、虚むなしくなって──

　それでも、疲れきっているはずなのに表ではにこやかに接客し、従業員を守って働く姿を見たら黙だまっていられなくなった。裏では金策に駆かけ回り溜ため息をつくこともできないくらいに疲ひ弊へいしている姿を知って、放っておくことはできなかった。香月が奏月亭を守ろうとあまりに一いつ生しよう懸けん命めいだから、そんな香月を守るためにルキアンは何かしないではいられなかった。

「じゃあ、融資をしてくれたのは……」

「あなたのためだ。結局、俺はただあなたが好きなんだ。傍そばにいれば抱だき締しめたくなるし、困っていれば助けたくなる。それで融資を申し出たんだ。他ほかには何の理由もない」

　そんな理由で億単位の資金を動かすなんて、冷静に考えればとんでもないことだ。けれどその思いが真実だとストレートに伝わって、金魚の赤い衣ころものように香月の頰ほおを染めさせる。

「融資のことはわかったけど……それなら、あの条件は？」

「あなたが目の前にいるのに、野放しになんてできる訳ないだろ。あなたが俺を思い出さなくても、自分のものにしておきたかったんだ。誰だれにも奪うばわれたくなかった」

　プライドをかなぐり捨てて本心を吐と露ろするルキアンに、香月の胸が高鳴っていく。あの小さかったルカが、まさか十三年も自分を思い続けてくれていたなんて信じられない。

「それなら、この辺りの土地を買ってるっていうのは？」

　それを尋たずねると、少し照れくさそうな顔をしてルキアンが顔を背そむけた。

「なあ、なんで？」

　重ねて問うと、ルキアンは言いにくそうに口を開いた。

「……蛍ほたるの見られる環境を残したかったんだ」

「蛍……？」

　どういうことだろう。香月はじっとルキアンの言葉を待った。

「蛍は水の綺き麗れいなところにしかいないんだろう？　その蛍を、昔あなたと見たように、これから先、何十年後も一緒に見たいと思ったんだ。あなたが蛍狩がりの話をしたから」

「蛍狩り……」

　それは桂川を歩いた夜のことだろうか。

「あの夜あなたの話を聞いて、ルカが俺だと気づいていなくても、あの夏のことをあなたが忘れたわけじゃないとわかって嬉うれしかったんだ。その後すぐ、この近くにゴルフ場を作る計画が持ち上がっているという話も聞いて、阻そ止しするために俺のものにしておいた」

　またあなたと蛍を見られるように。

　そう続けられた言葉に香月は驚おどろき、ルキアンの顔を見直した。

「馬ば鹿かだ、ルカ。なんで、そうやって……」

「あなたが好きだからだ。あの夏からずっと、好きなままなんだ。再会してからはもっとずっと好きになった。今の香月が、どうしようもなく好きなんだ」

　その思いに突つき動かされ、どんなことでもできてしまうくらいに。

「あなたに対する執しゆう着ちやくが尋じん常じようじゃないことくらい、自分でもわかっている。だが多分俺は、あなたしか好きになれないように出来ているんだ。なにしろ十三年間、一度も会わなかったのに忘れられなかったくらいだ。俺はあなたがどうしても欲しいし、あなたしか欲しくない」

　てらいもなく言い切られ、絡んだ指に香月は自分からも力を籠こめる。

「総そう帥すいの座なんか本当はどうだっていいんだ。俺はただあなたに相応ふさわしい、あなたを捕つかまえておける男になるために自分の能力を磨みがいてきた。だから……もう絶対に放さない。誰にも渡わたさない。あなたは俺のものだ。俺だけのものだ」

　ずっと追いかけて、やっと追いついてこの腕うでに捕まえたのだ。もう置いていかれはしない。真顔でそういうルキアンに、香月はどういう表情をすればいいのかわからなくなって、潤んだ瞳と火ほ照てった頰を隠すように俯いた。

　──どうしよう、すごく嬉しい。

　自分とルキアンの関係はビジネス上の契けい約やく関係だと思っていた。それが苦しくなったのは、ルキアンのことを好きになっていたからだ。

　そのルキアンが実はルカで、十三年も自分のことを思ってくれていた。奏月亭の危機に駆けつけて、香月のことを助けてくれた。こんなお伽とぎ話ばなしみたいなことがあっていいのだろうか。

『大人になって、誰よりも強くなって、カヅキのところに戻もどってくる』

　幼いルカの声に、今のルキアンの力強い声が重なる。

『戻ってきたら、ずっと一緒だ。ずっとカヅキを傍で守る』

　あの日、絡めた小指の感かん触しよくが蘇よみがえり、じんと目め頭がしらが熱くなる。

　──ルカは……ルキアンは、あの日の約束を守ってくれた。

　香月はルキアンがルカだとわからなかったのに。

　子供の頃、香月は祖母に迷めい惑わくをかけられず、いろんな言葉を我が慢まんした。そして今は亭てい主しゆという立場上、弱音を吐はくことを許されずにいる。そんなふうに誰にも何も言えずに追い詰つめられた香月の、さながら蛍の光のように微かすかなサインをただ一人彼だけが見つけて、掬い上げてくれた。奏月亭ごと香月を助けてくれたのだ。そして、今も──

「あなただって俺を待っていてくれただろう？」

　香月の中の罪悪感を見み透すかしたように、そんな言葉で許してくれる。

　だからもういい、と優やさしく細められた銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみに、熱いものが香月の胸をいっぱいに満たし、やがて涙なみだとなって瞳から溢あふれた。

「……ってた」

「香月？」

「…待ってた。ルカのこと、本当はずっと待ってたんだ。それなのに気付かなくてごめん。すぐにわからなくて、ごめん。そんなおれの言葉じゃ信じられないかもしれないけど……」

　……好きなんだ、と香月はか細い声で告げた。ルキアンが軽く目を見開いたのが、ぼやけた視界に映る。

「好きだ、おれも好きなんだ。でもルカだってわかったから好きになったんじゃない、ルキアンのことを、いつの間にか好きになってたんだ」

　契約上の関係だと思うと、息が苦しくなるくらいに。そう告げると、ルキアンの頰が緊きん張ちよう気味に引き締まった。

「……藤堂が好きなんじゃないのか？」

「藤堂は幼なじみで、親友だ」

「だが、向こうはそうは思ってないぞ」

　たちまち渋じゆう面めんを作ったルキアンに香月は少し笑って、それから真面まじ目めに答える。

「告白されたけど、ちゃんと断る。だっておれはルカの、ルキアンのものだろう？　ずっと放さないでいてくれるんだろう？」

　息を詰めて見つめたら、そうされたい、と心の底から香月が望んでいるのが伝わったのか。

「当然だ。十三年前のあの夏から、香月は俺だけのものだ」

　力強い腕が躊ちゆう躇ちよなく香月を攫さらい、その唇くちびるで呼吸までも深く奪った。
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　あなたはキスに弱いな、とルキアンにからかわれたことがある。

　そのとき香月は認めなかったし、ことある事に香月からのキスをねだったルキアンのほうこそキスが特別好きなんじゃないかと思うのだけれど、今となってはあの指し摘てきを認めるしかないと香月は思った。ただしそれは、相手がルキアンに限ってのことだ。

　ルキアンの唇が香月のそれに触ふれて、重なる。

　ただそれだけで、ふわ…と世界が遠くなり、夢見るような陶とう酔すい感かんに包まれる。それと同時に胸の奥の柔やわらかい場所がぎゅっと切なく締め付けられて、香月にはもうルキアンしか見えなくなってしまうのだ。

「……ん、や、だ…」

　溶とけ合うほどに合わせていた唇を離はなされたことが寂さびしくて、香月はルキアンの首に両手を回して引き寄せた。初めて見る幸せそうな笑えみを湛たたえた唇が再び下りてくる。香月はそれが待ちきれなくて、爪つま先さき立ちになって自分からも求めた。

　深く唇を合わせて舌を絡からめて、もう一秒だって離れたくない。息いき継つぎをする間も惜おしくて、優しいけれど容よう赦しやのない官能的な口づけに香月は懸けん命めいに応こたえる。

　ルキアンにも、自分と同じくらい感じて欲しい。キスをするだけで、こんなにも幸せな気持ちになって欲しい。そんな思いで夢中で唇を重ねていたが、背が反り返るほどに抱だき締しめられて与あたえる以上に求められ、帯を解かれた着物の中でもどかしげに肌はだを愛あい撫ぶされて先に膝ひざが崩くずれたのはやっぱり香月の方だった。

「可愛かわいいな、香月。キスだけで、くたんってなってる」

「…っ、誰の、せい…で……それ、に……」

　キスだけじゃないじゃないか、と腰こし紐ひもはそのままにして着物の中に入り込んだ不ふ埒らちな手を香月は生き地じの上から押さえた。そうしてやっと捕まえたと思ったのに、その手は肌を滑すべって逃にげてしまい、脚の付け根に到とう達たつされてますます身体からだから力が抜ぬける。

　抱き上げられて寝ね間まへ運ばれ、布ふ団とんの上に降ろされる。横たえられた身体の上にすぐにルキアンが覆おおいかぶさってきた。

「着物っていいな。すぐ脱ぬがせられる」

「…っ、ばか」

「脱がせなくてもできるし？」

「…ッ、ぁんっ…」

　こんなふうに、と乱れてはいるものの未いまだに下か肢しを覆っている着物と襦じゆ袢ばんの裾すそから熱い手が侵入してきた。下着を脱がされ、反応し始めていた熱を大きな手の中に包み込まれる。そのままゆるゆると刺し激げきされ、香月は与えられる快感に身を捩よじり絹のシーツを蹴けった。

「い、や……っ」

「いい、だろう？」

　吐と息いきで笑った唇が首筋を伝い、胸に落ちる。性器を擦こすられながら片手で胸をはだけられ、ふと見えた自分の姿の淫みだらさに香月は全身を桜色に染めた。

　腰紐のおかげでかろうじて腰こしの辺りは着物に覆われているが、腿ももの辺りから下の裾は広げられて脚が剝むきだしになっている。はだけられた胸は左側が肩かたまで露あらわにされて、右は慎つつましく肌を覆っている分、なんだか酷ひどくいやらしい。

　布団の上で中ちゆう途と半はん端ぱに乱された着物は酷く卑ひ猥わいな感じがした。身体で感じるルキアンの手の動きが布の上からわかってしまうのも恥はずかしい。そんなところに男の手が忍しのび入るのを許したのは自分なのだと、強く意識させられる。

　香月はルキアンの胸を叩たたいて訴うつたえた。

「や、だ……こんな、格好……っ」

「こんな格好？　って、どんな？」

「…っから……、ぁっ…んっ…」

　ルキアンの唇に、露になった左の胸の頂を含ふくまれて抗こう議ぎの声が嬌きよう声せいに変わった。ちゅ、と乳ち首くびを吸われると、それだけで甘えた声が出て身体が跳はねるのが恥ずかしい。そのまま舌で転がされ、軽く歯を立てられて刺激されているうちに、同時に弄いじられている性器の先せん端たんがとろりと潤うるみ始めた。

「…濡ぬれてきた」

「や、ぁっ、…言うな…っ」

「このままだと、また着物を汚よごしちゃうな」

　笑い混じりに恥ずかしいことを囁ささやかれ、香月はじわりと瞳を潤ませて、嫌いや、と一言訴える。

　それを見て、ルキアンが軽く目を見開いた。

「……参ったな」

　困ったように笑った唇が香月のそれに触れたと思ったら、ぎゅっと強く抱き締められた。

「あなた、可愛すぎる」

「…え？」

「好きで好きで、好きすぎて……もうおかしくなりそうだ。いっそ獣けものになって、あなたを食べてしまいたい──」

　そのくらい、欲しい。

　掠かすれた声での告白に、香月の全身が甘かん美びな痺しびれに包まれる。

「あ、っん……ッ」

　言葉で煽あおられて過か敏びんになった滑なめらかな喉のどをルキアンが柔らかく嚙かんできた。その刺激が更さらなる官能を呼び起こし、甘く歯を立てられたまま肌を舌先で撫なでられると、言いようのない痺れが身体中に走る。

　愛いとしくてたまらないというように触れられて、香月の身体は芯しんから甘い熱を孕はらみ、熟しきった果物のように、ほんの少しの刺激だけでとろりと蜜みつを零こぼしてしまう。

　恥ずかしさにとっさに閉じ合わせた脚を、ルキアンの膝に割られた。そのまま広げられ、脚の間に入り込まれて下肢を覆う着物を開かれる。

「や、だ……っ、見るな……！」

「ああ、こんなに濡らして……とろとろだ。いやらしいな、香月」

「や、ぁっ」

　指先で先端をぬるぬるとなぞられ、反り返った胸の先端にくすぐるようなキスをされた。そうして香月を悶もだえさせ、ルキアンは右胸を覆っていた着物の襟えりを嚙んでくつろげていく。そのどこか動物じみた動きは先ほどの「食べてしまいたい」という言葉を想起させ、ぞくりと甘い戦慄が走り、香月は知らず身のうちの官能を呼び起こされた。

「…っ、い、やぁ…っ」

　触れられてもいないのに尖とがらせてしまった右の乳首を強く吸われ、厚い舌で押し潰つぶされると、とくん、とまた少量の蜜が溢あふれ出す。もう着物をしどけなく乱し、下肢をはしたなく濡らしていく自分の姿を恥はじらう余よ裕ゆうなど、香月にはなくなってしまった。

　だから、いつ腰紐を解かれて着物を大きく開かれたのかも、いつ服を脱いだルキアンが素す肌はだで重なってきたのかも、香月にはわからなかった。ただ触れ合う素肌に安心して、嬉うれしくなって、ルキアンの思うままに乱されていく。

　香月の溢れさせた雫しずくを纏まとい、ルキアンの指が身体の奥まで埋うめ込まれた。それはすぐに二本、三本と増やされて、甘苦しい快楽に翻弄されながら香月はルキアンを受け入れる準備を施されていく。

「や、もう……い、から……っ」

　早く、早くと心が急せいた。ルキアンに焦こがれ、早く言葉通りにこの身を食べて欲しい。

　もう何度も身体を繫つないだけれど、心が通い合ってからは初めてだ。

　初めてのときからルキアンの前にすべてを晒さらし、身体を開くのは確かに恥ずかしいことだった。今だってそうだ。羞しゆう恥ちの度合いは、過去のどれとも比べ物にならない。

　けれど、恥ずかしいのに触れ合うと嬉しい。この泣きたくなるような温かさが、幸せというものなのではないだろうか。

　けれどもっと深くて圧あつ倒とう的な繫がりがあることを香月の身体は知っているから、それを求めて焦じれてしまう。肌を触ふれ合わせるだけでなく、身体を繫いだら、きっと今よりもっとずっと幸せな気持ちになるはずだ。

　それが、欲しい。ルキアンが欲しい。もういっそ食べられてしまいたい。

　言えない分、焦れた身体が淫らに悶えて必死にルキアンを誘った。

「も、指や……っ、それやだぁ…っ」

「何が、嫌？」

　これが？　と体内の弱いところを意地悪く指でくすぐられ、香月はびくびくと背を波打たせながら切ない鳴き声を上げる。

「や、あんっ……、そん、な…こ、と……っ」

「そんなことって？」

「…っから、っ……」

「だから、具体的にどんな？」

　なんて意地が悪いのだろう。

　いれて、なんて、まさか言えない。香月が頑かたくなに口を閉とざしていると、にやりと笑ったルキアンがじりじりと指を引き始めた。

「え、ルカ…っ!?」

「締しめるなよ。嫌なんだろう？」

　そういう意味じゃない。けれどルキアンは行かないでというようにきゅうっと締まった香月の中からあっさりと指を抜ぬくと、愛あい撫ぶの手も止めてしまった。

「や、ひど……」

「どうして。嫌だって言うから止やめたのに」

　それが酷いというのだ。本当に嫌がっているのか、ただその言葉が口をついて出てしまうだけなのか、ルキアンはわかっているのだから。

「嫌なことが言えないなら、して欲しいことを言ってみな」

　言えたら、何でもしてやるから。そう耳元で低く囁かれ、香月の身体からだにぞくりと甘い震ふるえが走った。さっきまで三本の指を吞まされていた腰の奥が満たされない切なさにうねりだす。

「ほら、言えよ。この綺き麗れいな身体を、どうして欲しい……？」

　思わせぶりに大きな手が肌はだの上を這はい回る。胸から脇わき腹ばらを通って我慢できずに捩よじれる腰を撫で下ろし、膝ひざの内側から内うち腿ももの辺りをゆっくりと撫で擦さする。

　そのまま少し力を込めれば、香月の脚を簡単に押し広げることができるはずだ。元より香月に抵てい抗こうする気などなかったし、丹たん念ねんな愛撫に溶とけたようになっている身体には抗あらがう力など残ってはいない。奪うばうことなど簡単だ。

　だが、ルキアンはそうはしなかった。極きわめる寸前まで追い詰つめられた身体が最後の瞬しゆん間かんを待ちわびているのに、遅ち々ちとした愛撫を繰くり返すだけだ。

「あなた、処女みたいな反応するよな。嫌とか駄だ目めとか、やめて、とか。そういう慣れてない感じも好きだけど、いい、とか、もっと、とか、して、とか……そういう言葉も聞きたい」

　欲しがっているのが自分だけじゃないと思えて嬉しくなるから。

「ば、か……っ」

　なんて恥はずかしいことを言うのだろう、と香月はどこかに隠かくれたくなった。けれど、ここまで言われたら口を閉ざし続けるわけにもいかない。ルキアンは何度も自分の気持ちを言葉にして伝えてくれているのだ。とろけるようなキスの合間に「言って」と甘くねだられて、

「好き、だから…もう、た、べて……」

　消え入るような声で告げると、ルキアンがぴたりと動きを止めた。驚おどろきを示して瞠みはられた双そう眸ぼうに、今にも泣きそうな情けない顔が映り、香月はたちまち激しい後こう悔かいに襲おそわれる。

「今、なんて？」

「違ちがっ、だ、だって、さっきルカ、おれのこと食べたいって、だから……」

　そうして欲しくて、やっとの思いで言ったのに。聞き返すなんて、どうしてそんな意地の悪いことをするのだろう。

「も、やだ…っ、ルカの馬ば鹿か」

　あまりの恥ずかしさに両手を交差させて顔を隠したら、両方の手首を摑つかまれて顔の両りよう脇わきに押さえられてしまった。

「や、見るな」

「まったく……、あなたはどれだけ俺を振ふり回せば気が済むんだ」

　本当に食うぞ、と、そう言うなり、唇くちびるを呼吸ごと奪われた。心臓まで吸い上げたいかのように舌を吸われながら、ルキアンの腰こしを押し付けられる。彼に慣らされた香月の身体が教えられた通りに動き、自然と開いた脚の間に逞たくましい腰を迎むかえ入れた。

　ルキアンはほっそりとした香月の脚を更に大きく広げさせた。そして唇を合わせたまま、猛たけったものを後ろに押し当て、ゆっくり身を沈しずめてくる。

「…ぅ、っ、んんっ──」

　細ほそ腰ごしを摑まれ、唇を塞ふさがれ、舌を搦からめ捕とられたまま快楽の杭くいを穿うがたれた。

　柔やわらかく蕩とろけた淫みだらなそこをいっぱいに広げられ、小さく前後に擦こすられながら身体の奥へと侵しん食しよくされる。口の中も、絡からめられた舌がこのまま本当に食べられてしまうのではないかというほど、深く激しく蹂じゆう躙りんされた。香月の身体はルキアンだけでいっぱいにされて、もうこれ以上は何も抱かかえ込めない。身も心も彼だけで満たされ、それがこんなにも幸せだ。

「香月……香月、もう、本当に俺のものだ……ッ」

　そんな声が聞こえた瞬間、ずん、と奥に衝しよう撃げきがきた。縋すがるものを求めて両手を広い背中に回した瞬間、激しい律動に襲われる。

「ひ、あんっ、…あ、あぁっ……ッ」

　縋った身体を深く抱だき締められて、香月は激しく揺ゆさぶられた。ルキアンに穿たれるたびに、内側から切なく身を焼くような、そして甘く溶かされるような、そんな感覚が湧わき上がる。それがどんどん大きくなって、香月を見知らぬ快楽の高みへと引き摺ずり上げて──

「あ、ぁん、だめ、だめ……っ、い、やぁ──ッ……！」

　達した瞬間、長く尾おを引く悲鳴が上がった。同時にルキアンが香月の中に熱を放つ。それはまるで二人が一つに溶け合うかのような至福の瞬間だった。
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　鈴木は業務上横領罪で逮たい捕ほされた。ルキアンの提出した証しよう拠こが決め手になったようだ。

　信用取引や先物取引の失敗から十数億もの借金をつくった鈴木は、その返済のために消費者金きん融ゆうやヤミ金業者から借金をし、首がまわらなくなって奏月亭の資金に手をつけたということだった。

「でも証拠なんていつの間に？」

　不思議に思って尋たずねると、ルキアンが説明してくれた。

「鈴木はこれまでずっと不正の記録を自宅へ隠していたようだったが、借金の取り立てが厳しくなって自宅を荒あらされることもあったらしい。それで俺達が初めて一緒に外出したあの日に隠し場所を旅館に移したんだ。用心深くてあちこちに場所を移すから、探すのに苦労した」

「じゃあ休みをくれたのはそのために……って、探した？　館内を？」

「ああ。そういえば俺が事務所に忍しのび込んだと番頭が騒さわいでいたんだったな。あれはおそらく、あの番頭が事務所の鍵かぎを掛かけ忘れて帰った夜のことだ。提出した証拠の一部を事務所の奥で発見したから、それを見ていたんだろう。その内容の中には、庭園のイルミネーションをした業者から受け取っていたリベートの記録が入っていたぞ」

　鈴木がイルミネーションを中止することに猛もう反はん対たいしていた理由が判明し、香月はもう溜ため息をつく気にもなれなかった。

　そんな事件のおかげで奏月亭の周辺はしばらく騒がしかったが、それも時間が経たつにつれて収束し、香月を始めとする従業員らの胸のうちのわだかまりも日々の仕事に追われるうちに次し第だいに整理されていった。

　そんなある日のことだ。

「香月、いる？　ちょっと今いい？」

「藤堂！」

　事務所にひょっこりと顔を出した藤堂に、香月は雪せつ駄たを鳴らして立ち上がった。

「腕うでは大だい丈じよう夫ぶか？　殴なぐられた傷は？　ずっと顔を見せないから心配してたんだ」

「そっか、何か悪かったな。けど、あんなの何ともないぜ？　俺よりおまえの方こそ、色々大変だっただろ。大丈夫か？」

　大丈夫か、というその一言にそれこそ色んな意味が含ふくまれていることに香月は気付き、場所を移そうか、と藤堂を外へ連れ出した。

「叔父おじさんのことは、もういいんだ。気持ちの整理はついたから。旅館のことも大丈夫」

　香月は庭を歩きながら、税理士の他ほかにも顧こ問もん弁護士を雇やとったことや、資金を横領されることのなくなった分経営は楽になっていて、このままいけば借金を思ったよりも早く完済できる見通しが立ったことなどを藤堂に伝えた。

「そっか。よかったな」

「うん。それからこの前言ってくれたことだけど──」

　ここからが本題だった。香月は立ち止まり、藤堂に向き直る。

「藤堂の気持ちは嬉うれしかったよ。でも、ごめん。おれはルキアンのことが好きなんだ」

　ごめんなさい、ともう一度言って深く腰を折った。頭の上で溜め息が聞こえ、香月は思わず目を閉じる。

「頭上げろよ」

「でも」

「ほら、顔見せろって」

　促うながされ、おずおずと顔を上げた香月は、そこに思った以上に吹ふっ切れた様子の藤堂の笑え顔がおを見つけて、ほっとすると同時に少し驚いた。

「俺さ、おまえの前で殴られたとき、何かわかったんだよね」

「わかった？　って、何を？」

　首を傾かしげた香月に、藤堂がにやりとした。

「あいつアレだろ。ガキの頃ころ、蛍ほたる狩がりの舟ふねでいきなり俺に喧けん嘩か売ってきた奴やつだろ」

　香月は驚いて目を瞠る。

「ど、どうしてそれ……！」

「やっぱりな。なーんかどっかで見たことあるって前から思ってたんだ」

　ああすっきりした、と空を仰あおいだ藤堂に香月は目を丸くした。

　どうして自分はあんなに長い間わからなかったのに、藤堂にはわかったのだろう。藤堂がルカと会ったのは、あの蛍狩りの夜だけだったのに。

　──なんだか理り不ふ尽じんだ。

　これではまるで藤堂のほうがルキアンのことをよく理解しているみたいではないか。

　そんなふうに少し拗すねた気分になりながら、香月は冬を告げる風に髪かみを乱される藤堂の顔を覗のぞき込んだ。

「藤堂、前からって、いつからそう思ってたんだ？」

「そりゃ最初から。十五夜のときからだよ」

「そんな早くに？」

　信じられない。あの頃の香月はルキアンのことを疑ってばかりいたのに。

「ああ。最初は新聞や経済誌なんかにしょっちゅう写真が載のっていたから、見覚えがあって当然だと思ってたんだけど、睨にらみつけてきたあの目が引っかかってさ。それでこの前殴られたときに、こいつはあのときのガキだって思い出したんだ。はー、しっかしあのときの小生意気なガキがね。がりがりのチビがまぁでっかくなりやがって」

「藤堂……」

　蛍狩りの夜のことをそんなに鮮明に憶えているなんて、もしかしたら藤堂は本当に子供の頃から香月のことを見ていたのかもしれない。大事に思っていてくれたのかもしれない。いや、きっとそうなのだ。ルキアンと同じだけ、香月の傍そばで香月のことを大切に思ってくれていた。

　それなのに藤堂を選べなかったことが申し訳なくて、香月は何も言えなくなる。

　そんな香月に、藤堂が穏おだやかな目を向けてきた。

「もういいって、気にすんなよ。俺はおまえの傍で、誰だれより一番近いところでおまえを守ってきたつもりだった。でも、肝かん心じんなところで役立たずだったんだから」

「そんなことない、おれはおまえに色々助けてもらったし、感謝してるんだ」

「うん。そう言ってくれるのは嬉しいよ。でも、おまえが一番誰かを必要としているときに傍にいたのはあのガキで、おまえが一番助けを求めているときに実際に助けたのがあいつだったんだ。そう思ったらさ、何となくわかったんだ。──あのとき、既に勝負はついていたんじゃないかってな」

「あのとき？」

「あの時季はずれの蛍狩りの夜に、舟から落ちたおまえを助けたのは、あいつだった。だろ？」

　ふ、と脳のう裏りに当時の記き憶おくが蘇よみがえる。

　小さな身体からだ。華きや奢しやな手足。あの頃ルキアンは香月よりも頭半分背が低くて、藤堂とでは比ひ較かくにならないほど小柄だった。

　そんな小さな身体で、ルキアンは溺おぼれかけた香月を助けたのだ。

「あの執しゆう念ねんが十三年、か。や、執念ってか怨おん念ねんっぽいけど」

「おい、藤堂」

　不ふ謹きん慎しんなことを言う藤堂を香月が視線で窘たしなめると、彼はひょいと肩かたを竦すくめ、落ちかかってきた前まえ髪がみを吹き上げる。そして、何かのついでのような軽い口調で重大なことを告げてきた。

「あ、そうだ。俺、転勤することになったから」

「転勤？　って、どこに？　遠いのか？」

「うん、遠い。海外なんだ。行ったらそうすぐには帰って来られない」

「……寂さびしくなるな」

　香月は目を伏ふせかけたが、

「けど、おまえはもう大丈夫だよな？　ちょっとくらい寂しくてもさ」

　そう言われ、目を上げる。

　藤堂にも見透かされていたらしい根雪のような寂しさは、ルキアンの熱い思いに溶とかされた。だからもう、不意の寂しさに苦しい思いをすることはない。

「うん。もう大丈夫だ。今までありがとうな、藤堂」

　吹き抜ぬける澄んだ風の中、香月は晴れやかに微笑ほほえんだ。










　そして、夏。

　ぱしゃん、と音を立てて水を掬すくったら、すかさず声が飛んできた。

「こら、ちゃんと捕つかまってろ。落ちるなよ？」

「大丈夫だってば。何度も同じこと言うなよ」

　香月とルキアンの乗った舟は桂川の上流へと滑すべるように進んでいた。少しずつ川かわ幅はばが狭せまくなり、生い茂しげる水草が増えてくる。

　今日は六月二十五日。香月の誕生日で、香月とルキアンが出会った日だ。

　この日は夕方に雨が上がり、夜空が綺き麗れいに晴れ渡わたった。

　──今日なら蛍ほたるが見られるかもしれない。

　できればルキアンと一いつ緒しよがいい。そう思って、香月は仕事が終わったら蛍を見に行こうとルキアンを誘さそい、約束をした。だが今日に限ってトラブルが多発し、仕事が終わったときには約束の時間を三時間も過ぎていた。

　──もう寝ねちゃったかな。……怒おこってるよな。

　どうしよう、と『幻月』の前をうろうろしていると、いきなりドアが開き、

「遅おそい」

　現れたルキアンが有う無むを言わせず香月の手を取って歩き出した。

「ル、ルキアン？」

「約束は守るためにあるってことを忘れるなよ、トリ頭」

「なっ、ちゃんとこうして誘いに来たんだから、忘れたんじゃないことはわかってるだろ!?」

「来たって声をかけなきゃ誘ったことにはならないぞ」

「だって寝てたら悪いと思って──」

「わかってるさ。でも俺に変な遠えん慮りよはするな。あなたと一度約束したら、俺は必ず実行するって、あなたはわかってるだろ？」

　そしてルキアンは香月の手を引き、真夜中の桂川に漕こぎ出した。

　爽さわやかな風が頰ほおを撫なでて過ぎてゆく。

　十二歳の頃の思い出より、舟も川も小さく感じた。あんなに小さかったルキアンが今ではこんなに大きく逞たくましく成長したのだ、そこまではいかなくても自分だって大人になったのだから、そう感じるのは当然だった。

　──またあの頃みたいに、一緒に舟に乗れるなんて。

　嬉うれしくて指先がうずうずし、もう一度舟ふな縁べりから手を伸のばして水を掬う。掬った水を小さく撥はね上げると散った水みず飛沫しぶきが月光に光った。

　その中に、ふわりと青白く光るものがある。

　あ…、と香月は小さく声を上げた。

「……蛍だ」

「ああ。やっと見れたな」

　蛍がふわり、ふわりと漂ただようように辺りに舞っていた。呼び合うように光を放ち、次し第だいにその数を増やして、漂う光は幻げん想そう的な乱らん舞ぶへと美しく変へん貌ぼうを遂とげてゆく。

「凄すごい、綺麗だ」

「あなたの方が綺麗だけどな」

　臆おく面めんもなくそんなことを口にして、微かすかに揺ゆれる舟の上、ルキアンが香月を抱だき寄せて触れるだけのキスをした。そんな仕草は嬉しいけれど恥はずかしくもあって香月はルキアンを軽く睨む。けれど、次に落とされた深いキスでその目を閉じさせられてしまった。

「また、来年も見に来よう」

　ルキアンの吐と息いきが香月の唇くちびるをくすぐる。

「来年も再来年もずっと、ずっとこうして一緒に蛍を見に来よう」

「ずっと、一緒に？」

「そう。二人で。──約束だ」

　見上げれば空は星月夜。

　水面は月光を映してきらきらと輝かがやき、辺りは蛍が舞っている。

　そんな中で香月は目を閉じ、ルキアンと約束のキスを交かわした。
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